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研究会が求める乳文化史の活動と今後の進め方 

矢 澤 好 幸

日本酪農乳業史研究会 会長 

今年のシンポジウムはオンライン形式で「戦前期北海道酪農乳業の展開と協同組合の役割」と題して

開催されました。北海道在住の専門の先生方の講演は、厳しい経営環境に置かれる北海道酪農のなかで、

戦前の北海道の酪農乳業史と、その中で産業組合、および酪連の果たした役割を解説されたものでした。

そして、このシンポジウムを全国に発信するスタフの努力によるものでした。このようにコロナ禍でシ

ンポの開催及び研究誌が発刊できたことに関係者に深く感謝と敬意を表します。反面シンポジウムの開

催方法を今後検討する課題になったことも事実です。

この６月知人の知遇をえて北海道の小樽から帯広まで約1160㎞を旅する機会を頂きました。車の中か

ら見る各地域の青葉・若葉の自然の緑に接する景色のなかに甜菜、麦、ジャガイモ、水田、牧草は素晴ら

しく、暴風林の中にかこまれた集落には豊な家屋が点在して、開拓当時の面影はありませんでした。

既に北海道の開拓史は各書物で紹介されているように屯田兵や開拓民として渡道した歩みは厳しい自

然と戦い、その地を郷土の部落名とし励ましながら戦った歴史をもち、1869（明治２）に６万人に過ぎ

なかった人口が2021（令和３）には約520万に至るまで長い苦難の道のりあったのです。そして一世の

仕事を次ぐもの、新しい商工漁業に変更した人々によって、さらに経済を発展させたことから今日の隆

盛極める北海道になったのです。

このように上述のシンポを含め歴史を見つめ発展してきた経過を分析し、小さのことでも発見して、

先人の苦労を後世に残すことが、我々の責務とかんじました。

さて日本酪農乳業史研究会も2008（平成20）年創業以来、今年で15年を迎えシンポジウム及び酪農

乳業史研究（誌）の発刊など活動をして来る事ができました。これも会員及び皆様のご支援があったこ

とに深く感謝しています。

しかしながら、これから乳文化史を後世に残すためには、若い力とパソコン技術を酷使した新しいシ

ステムを採用し、先人が苦労してきた歴史を発見することが急務になってきました。そして研究会が求

める乳文化史を構築する事により北海道の事例のように、さらに大きな役割を果たす研究会にすること

が喫緊の課題であります。

会員の皆さんと共に守るために、さらなるご支援ご協力を重ねてお願い申し上げます。（2023・8） 
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故増田哲也先生を悼む 

 
増田哲也先生は、令和５年正月に突然逝去され帰らぬ人となりました。1977年日本大学農獣医学部畜

産学科を卒業され、1983年大学院農学研究科畜産学を修得されました。 
その後母校の教職に奉職しました。そして2010年にはミルク科学研究室を立ち上げ、農学博士、教授

に就任しました。 
所属学会には、日本生化学会、日本食品衛生学会、日本乳酸菌学会、日本酪農科学会、日本食品科学工

学会、日本酪農乳業史研究会に所属していました。さらに委員歴として、日本食品科学工学会監事、日本

酪農科学会、日本酪農乳業史研究会常務理事（広報担当）を務めました。 
研究キーワードはフレッシュチーズ、酵素、プロバイオティクス、応用微生物学、応用生物化学で、研

究論文48件でした。さらに特許はラクトバチルス属乳酸菌培養用食品グレート培地…製造法、山羊乳発

酵乳・乳およびその製造法があげられます。書籍は、食と微生物の事典、ミルクの事典、日本の食を科学

する、最新畜産物利用学、ミルク総合辞典（共著）を上述しています。 
よく増田先生は「自分もそうですが、人間は歳をとるにつれて筋力が低下してきます。（サルコべニア）。

そのことで高齢者が日常生活で支障きたさないよう、動物性たんぱく質をおいしくとってもらえるヨー

グルトを開発したいと思っています。そのため一つの試みとして、昨年度ミルクデザートという新しい

乳製品を試作しました。これはヨーグルト用の乳酸菌で発酵させたものをチーズ用酵素で固めるという

方法でつくりました。現在製品化にむけて少しずつ研究進めているところです。」といっていました。高

齢化に向かう今日早く食べたかったですよ。増田先生？ 
酪農乳業史研究会は平成 20 年４月創業以来 15 年間常務理事（広報担当）として事務局を盛り上げ、

率先してシンポジウムの受付業務をゼミの学生と共にやって頂きました。 
平素は、会員との連絡事項や一般の人にも牛乳知識の Q＆A の回答者として研究会を認知してもらう

など活躍していただき感謝していました。 
私も大学研究室を訪ね酪農乳業界や大学の歴史など世間話をするなど久しく意見交換をさせていただ

きましたことが今では懐かしく思っています。 
お別れにあたり研究会運営に尽力され、活動では篤きおもいでご支援していただきました秘話をご披

露しながら先生の功績に深く感謝し謹んでご冥福をお祈り申し上げます。（矢澤好幸） 
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千葉県八千代市の酪農 その盛衰の過程 

 

鈴 木 孝 男 

古道歩き研究会 会長 
276-0049 千葉県八千代市緑が丘 3-1-1、J-502 

 
The History of Dairy Farming in Yachiyo City, Japan 

 
SUZUKI Takao 

President of Study Group for Old Road 
J-502  3-1-1  Midorigaoka,  Yachiyo city, Japan 

 
Abstract 

This history of dairy farming in Yachiyo City began in the first year of the Taisho Era when Junpei Wada bought a large 
piece of land and started breeding cows. However, Junpei suddenly quit because of religious reasons, and his big meadow 
was sold to Seiichi Furuya's milk compony, Koshin Dairy Compony. Yoshitaro Kajiro and his associates joined Seiichi 
Furuya and moved to Yachiyo City from Ojimacho Joto ward in Tokyo (now Ojima Koto ward). They built a large ranch, 
and this was the start of dairy farming in Yachiyo City.  
After World War II, Koshin Dairy Compony lost 2/3 of its land due to the implementation of the agricultural land reform. 
They restarted the milk compony with the land they had left. ln the other nearby lands, some people built small and medium-
sized ranches in front of the Koshin Dairy Compony. A new and major dairy district was born around the Koshin Dairy 
Milk factory.  
There was rapid economic growth in Japan around the 1960s. The population in the Tokyo area had increased continuously 
in nearby area, including Yachiyo. Residential land, housing complexes, and more development were carried out along the 
Keisei Electric Railway lines. 
ln 1996, the Toyo Rapid Railway (Toyo Kosoku Tetsudou ) was constructed in this dairy district. Dairy farming in Yachiyo 
City has shrunk significantly to the present day. Many dairy farmers change their businesses, and meadows were converted 
to railway stations, shopping malls, apartment buildings, and more. It has undergone a unique change that is different from 
other dairy regions due to the historical path of this city. 
 
キーワード：小金牧  房乳阻止問題  農地改革  人口増加と鉄道の開通 
 
Ⅰ．はじめに 

八千代市緑が丘の新木戸小学校横に大きな牛魂碑

がある。昭和 39（1964）年に酪農発祥 50 周年を記

念して、八千代町(当時)酪農連絡協議会が立てたも

ので、裏面に小さな文字で寄付者 224人の名前が刻

まれている。この牛魂碑を見たときに、筆者はこの

地に約60年前に、200軒あまりの大小の牧場があり、

酪農が大変盛んであったことを肌で感じることがで

き、また八千代の酪農に関して研究をやってみよう

という気持がわき起こったのである。 

 筆者はこれまで、地域産業集積を中心に研究して

きた。2018 年３月に勤務していた大学(千葉商科大

学商経学部、人間社会学部)を定年退官し、自分の研

究分野を生かして地域の魅力を発見することを主な

狙いとして、古道歩き研究会を立ち上げた。 

 幸い、千葉商科大学の社会人向け講座の受講生を

中心に 50 人近い参加者が集まり、月 1 回の例会を

中心に古道（成田街道、房総往還、東海道、中山道

など）とその周辺に残る史跡や町並み変わりゆく町

並みを見聞している。5 年たった現在の会員数は約

30人ほどである。 

 2023年１月、古道歩き研究会では、八千代市の酪

農を小金牧と関連づけた例会を行うことになり、改

めて八千代市の酪農の歴史について文献や関係者か
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らの聞き取りなどで調査を行った。その結果、第２

次世界大戦後を中心に、八千代市の成田街道沿いの

地域を中心に酪農が大変盛んであった時期があり、

一時は乳牛の飼育密度が全国１位になっていたこと

があることを知って、大いに興味を持つようになっ

た。（注１）そこで、筆者が専門としてきた産業集積

の観点から、八千代市の酪農について調査･分析を行

うことにした。                                                                       

 この論文においては、以下の３点を中心に分析を

試みる。 

(1)八千代市（かつては八千代町、大和田町）に酪農

を持ち込んだのは誰か？ 

(2)八千代市の酪農家をみると、規模の大きな経営が

多く、しかも場所が成田街道と木下街道の一定地域

に集中しているが、それはなぜか？ 

(3)第２次世界大戦後に成田街道沿いに中小規模の

酪農家の集積が形成されたが、それはなぜか？ 

 

 

Ⅱ．産業集積の理論 

 特定産業が特定地域に集積する状態というのは、

古くから存在している。こうした産業の地域特化に

関する研究としては、A.マーシャルが著名である。

A.マーシャル(1966年)によると、地域特化が発生す

る要因として(1)自然的条件、(2)宮廷の庇護、(3)そ

こに居住する住民の「生活上の理想のあり方」の３

点をあげている。彼は３つの要因を更に細かく分類

して、(1)では地下資源、植生、気候など、(2)では

奢侈品の生産、技術者の遠方からの呼び寄せ、(3)で

は宗教的・政治的・並びに経済的な経緯のからみあ

い、などを指摘している。（注２） 

 マーシャルは 19 世紀～20 世紀に活躍した経済学

の祖の一人といわれる研究者で、A.マーシャル（1966

年）には単なる理論だけでなく豊富な実例が示され

ている。上記(1)の地下資源による集積の例として、

イギリスの刃物生産地として知られるシェフィール

ドでは、良質な砥石が産出していることが述べられ

ている（注 3）。この点については、日本でも同じよ

うな事象が指摘できる。刃物の生産で知られる三条

市(新潟県)には、光明山の笠堀砥石のように近隣に

優れた砥石の産地がある。（注４） 

  P.クルーグマンは産業集積が形成される要因とし

て、何らかの偶然のきっかけがあることを指摘して

いる。（注５）ただ、きっかけがすべて何らかの産業

集積に発展するわけではない。それが持つ性質やそ

の地域の環境などによって、特定産業の集中立地に

つながる場合があるということなのである。（注６） 

 例えば産業集積というより世界的な IT 産業の集

積地として知られるアメリカのシリコンバレーにつ

いては、きっかけとして知られているのが、アメリ

カの大陸横断鉄道を完成させて、その後鉄道事業に

成功し、鉄道王として知られた R.スタンフォードが

息子の死を悼んで大学を設立した(注７)ことに始ま

る。 

スタンフォード大学(正式名称はリーラント・スタン

フォード・ジュニア大学)。長年子供に恵まれなかっ

たスタンフォード夫妻が、結婚 18 年目にようやく

授かった息子の卒業旅行でヨーロッパに行った際に、

たまたま腸チフスで病死した。カリフォルニア州に

住んでいたスタンフォードは、この地域の若者達の

ために財産を寄付して 1891 年に大学を設立した。

もともと牧場として所有していた広大な土地がキャ

ンパスとして寄付された。その際大学では研究室の

成果を積極的に経済に還元しようという姿勢が当初

からあり、大学がその土地をインダストリアルパー

クとして有力企業に貸して利用させ、大学との共同

研究や社員の教育などで協力した。（注８）さらに卒

業生の起業を支援するなど、当時としては先駆けと

なる産学連携を行ったことが、この地域の産業発展

に大きく貢献することになる。 

 地域産業集積に関する研究においては、集積が持

つ効果として、外部効果(外部経済)の存在、イノベ

ーションの発生、知識や情報のスピルオーバー（漏

出）、特殊機械の地域内での相互利用、特殊技能労働

者の労働市場の成立、インフォーマルコミュニケー

ションなどがあげられている。ただこうした効果は

集積が形成されてから機能するものであり、なぜ集

積が形成されるかに関する説明としては十分な説得

力を持たない。 

 

 

Ⅲ．八千代市に於ける酪農の発生と発展 

もともと千葉県では酪農に関する歴史があり、特

に古くから安房地方がよく知られている。房総半島

では奈良時代から、嶺岡、佐倉、小金の 3つの牧が

存在していた。このうち嶺岡牧では馬と牛が飼育さ

れ、江戸時代に徳川吉宗によって「白牛酪」が作ら

れた。これが日本の酪農発祥地である、といわれて

いる。（注９） 

 しかし、第２次世界大戦後には北西部の八千代市

を中心にした地域で酪農が盛んになり、比較的規模

の大きな搾乳業者の集積が形成された。そもそもこ

の地域には小金牧と呼ばれる地域があり、江戸時代

までは牧として軍馬等の馬の放牧地として利用され
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ていた。明治維新以降に陸軍の演習場(現在の習志野

演習場)として利用される他は、水利の便が悪いこと

から、明治維新以降に開拓が試みられた他は、農業

用としてはあまり利用されずにいた。(注 10) 

 この地域で酪農が始まることになるきっかけをつ

くったのは、東京の和田牛乳店という搾乳企業であ

った。そこで次に和田牛乳店の動きについて説明す

る。 

 

 

Ⅳ．和田牛乳店と習志野原 

 幕末以降、西洋人が牛を飼って牛乳を搾り、自分

たちで飲むため牛乳の生産を始めた。日本の牛乳生

産の開祖といわれる前田留吉は、オランダ人スネル

の元で働きながら牛乳造りの技術を学び、後に独立

して牧場を開いた。前田は明治４（1871）年に芝区

に搾乳所を作り、彼の指導を受けた弟子達が同様の

牧場を開いて牛乳生産を始めた。彼らが作った牧場

は現在の都心部である麹町区、芝区、京橋区など(現

在の千代田区、港区)であった。（注 11） 

 ここである牛乳店（牧場）の例を紹介しよう。こ

の牛乳店は和田牛乳店といい、牧場が八千代市に集

まるきっかけを作った会社である。以下の和田家に

関する記述は、『大日本牛乳史』（牛乳新聞社、昭和

９（1934）年と黒川鐘信『東京牛乳物語』（新潮社、

平成 10（1998）年）によっている。 

和田牛乳店の創業者である和田半次郎は江戸幕府で

鷹匠の家柄に生まれた。明治 11(1878)年に下谷区錬

塀町（現千代田区神田練塀町）にあった牧場を買い

取って牛乳の生産を始めた。和田は日本の牛乳生産

の開祖であった前田留吉とは親類（和田の妻の妹が

前田の妻）という関係から、牧場に関する知識や技

能を習得して独立した。 

 和田家には一人娘のふくがいて、親を助けてよく

働いたという。この女性と一緒になったのが久城該

輔（かねすけ）という東京大学医学部卒(薬学専攻)

の「学士様」である。該輔は入り婿として和田姓を

名乗り、和田該輔として和田家で働くことになった。

ちなみにこの和田家は代々女性に美人が多く出て、

ふくもその例に漏れず美人であったという。該輔と

ふくの孫に戦前・戦後に映画女優としてよく知られ

るようになった木暮実千代(本名和田つま)が出てい

る。 

 該輔の代になって和田牛乳は発展し、明治 29（明

治 29）年に 3 千坪の土地を都下北千住（現足立区）

に入手して牧場とした。該輔は事業のさらなる発展

を目指して、自分の実家（久城家）の千葉県君津郡

奈良輪（現袖ケ浦市奈良輪）周辺で牧場に適した土

地を探し、自分の姉の嫁ぎ先である馬来田村真里谷

（現木更津市真里谷）で造り酒屋を営んでいる高橋

與市に牧場に適した土地の斡旋を依頼した。その結

果、明治 45（1912）年に 12 万坪という当時として

は破格の広さの土地を君津郡平岡村（現袖ケ浦市平

岡地区）に入手した。 

該輔・ふくには子供は６人いたが、その長女のあ

いは、札幌農学校出身の広瀬潤平と明治 33（1900）

年に結婚し、潤平もまた和田家に入り婿をした。こ

れで和田家では 3 代にわたり、婿取りをしてその 3

人とも重要な仕事をなすことになった。 

潤平は畜産関係の知識を持っているだけでなく語

学が堪能であり、あいとの結婚後、明治 40（1907）

年と 43（1910）年の２回にわたりアメリカに行って

いる。場所はウィスコンシン州マジソン近郊で、そ

こで札幌農学校時代の恩師を訪ねて酪農技術に関す

る情報を得たり、乳牛に関する情報も集めたようだ。

２回目には同じ場所を訪れ、20頭の牛を購入して自

ら日本まで運んでいる。 

 明治 43（1910）年に 18 頭になった乳牛をつれて

アメリカから帰国した和田潤平は、これらの種牛を

飼育する場所として、大正元年に千葉県の陸軍演習

場のある習志野原の近くに約 20万坪の土地を求め、

そこに種牛場（種牛を育てる牧場）を作った（注 12）。

このあたりの土地は江戸時代までは小金牧として軍

馬の放牧地として使われていた場所で、米、麦、野

菜等の作物を作ることには不向きであるが、牛の放

牧やトウモロコシのような飼料用作物を作るには問

題はなかった。 

 しかし、牧場を開いて 7年目の大正７（1918）年

に、思わぬ「事件」が起きた。それは和田潤平の出

家である（黒川鐘信、1998 年）。彼は札幌農学校の

卒業生で在学中に洗礼を受けてクリスチャンになっ

ていたが、なぜか日蓮宗の修行僧になる道を選び、

妻や家族と離別して家を出た。潤平が準備していた

20万坪の広大な牧場は、興真舎の持ち主である古谷

精一に売却された。（注 13） 

 この事件によって、興真舎は成田街道沿いに広大

な土地を保有することになり、それで大規模な牧場

と牛乳処理施設（ミルクプラント）を作って、東洋

一の牧場といわれるようになったのである。 

 この一連の経緯についてはいくつかの疑問がある。 

 (1)順風満帆で酪農家として成功の道を歩んでき

た和田潤平がなぜ出家したのか？  

  (2) 売却先として古谷精一（興真舎創業者）を選

んだのはなぜか？ 
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 (3) 20 万坪もの広大な土地を習志野原に求めた

のはなぜか？ 

 (1)は最大の疑問であり、これまで解明されていな

い。妻との離婚や家族との離別についても、不明な

ままである。妻のあいは離婚後、７年を経て亡くな

った。潤平のその後の活動を見ると、静岡県に在住

し、酪農関係の相談所として活動して地域で信頼を

集めていたということであるので、酪農から離れた

かったわけではないことがわかる。 

 (2)については説明できる。和田潤平は興真舎の創

業者である古谷精一とそれまでに搾乳組合の活動を

通して関係があったのだ。東京の牛乳業者の間では、

後に説明する「房乳阻止問題」という一連の動きが

あり、それに関連して和田と古谷が一緒に活動して

いたのである。その縁で和田が古谷に相談したのだ

と思われる。 

この頃、牛乳生産企業や販売企業との間における

競争はかなり厳しく、企業間での関係はあまり友好

的な連携はなかったとの指摘もあるが、都内の搾乳

業者が外部との関係において団結して行動したこと

は確かなようである。 

 (3)についてはまだ解明されていないが、いくつか

の状況である程度理解ができる。習志野原と呼ばれ

ている地域は、小金牧の南部（下野牧）に位置して

おり、明治５（1872）年に陸軍練兵場が作られて現

在の自衛隊の演習場に至っている。潤平が購入した

のは陸軍練兵場の敷地に近く、成田街道沿いであっ

て、目に付きやすい土地であった。また古谷が起こ

した興真舎で働いていた牧童の高田繁三という人が

大正元（1912）年に徴兵で習志野にある騎兵第 13連

隊に入隊しており、５年間そこで活動していた。彼

は除隊後に興真舎に戻り、後に同社の番頭になって

いる。この高田という社員からの習志野原に関する

情報が古谷に入っていた可能性がある。(注 14)   

 ここで房乳阻止運動について触れておきたい。房

総半島南部では奈良･平安時代にあった嶺岡牧の頃

から牛の飼育が行われており、戦国時代（里見氏）、

江戸時代(徳川幕府)を通じて牛の乳を利用した牛乳、

酪、穌などが作られていたようだ。明治維新以降に

なると酪農が更に発達し、盛んに牛乳が生産される

事態が発生した。（青木更吉、2005年） 

 明治大正時代において、安房地方では生乳の生産

が盛んになり、過剰になった生乳の利用方法として

練乳の生産が活発となった。十河一三（1934年）に

よると、練乳を生産する大手企業（房総練乳：後の

明治乳業）と東京の小売業者の団体との間で、１日

十石の範囲で生乳の販売を認める協定が結ばれた。

房総練乳側の小売業者への卸売価格は１升 30～32

銭、都内の搾乳業者からの卸売価格が 44 銭であっ

たので、次第に房総から東京への牛乳(房乳)の出荷

量が増加していった。（注 15） 

 房総練乳など房総の卸売業者は、生乳を運ぶ際に

モーターボート（後に鉄道）を使うなどして品質保

持に努めた結果、都内の小売企業は房乳の購入を増

やしていき、卸売業者（搾乳業者）は販売価格の値

下がりを恐れるようになった。搾乳業者の団体では

同志会が作られて熱心に房乳が東京に入ることを防

ごうとした。これが房乳阻止運動である。具体的に

は警視庁(当時は牛乳等の食品の安全性に関する取

り締まりは警察が行うことになっていた)に働きか

けて房乳は衛生上問題があるとして、房乳を販売す

る業者は食紅を用いて「赤い牛乳」として販売する、

などで房乳の東京への流入を阻止することになった。

（注 16） 

房乳阻止運動において中心的な役割を果たしたの

が和田潤平で、彼は東京牛乳畜産組合に作られた同

志会においてリーダーとして活躍し、搾乳業者の代

表として古谷精一、上代（かじろ）芳太郎と共に活

躍した、という。（注 17）  

 古谷精一は興真舎(現在の興真乳業)の創業者であ

り、上代は江東区大島で牧場を営んでいて、それぞ

れ明治～大正期にかけて乳業界において活躍した人

物である。このうち上代芳太郎は政治的な活動に関

心があり、東京府会議員を勤めたこともある。彼は

大島(江東区大島)に牧場を持っていたが、仲間とと

もに昭和８年頃に八千代市(当時八千代町)の木下街

道沿いに大規模な牧場を作って移転している。(注

18) 

 前述のように和田潤平が仏門に入った際に、習志

野原の 20 万坪の牧場を古谷に引き取ってもらった

ということの背景に、この房乳阻止活動で活動を共

にしたことが影響していると考えられる。また上代

が和田が作った牧場の近くに江東区大島から大規模

牧場を移転させたことも、この縁が働いていたと考

えるのが自然であろう。こうして和田潤平、古谷精

一、上代芳太郎の３人は、八千代地域に大規模牧場

を持ち込んで酪農を急速に発展させることで、重要

な役割を果たしたのである。 

 その後第２次世界大戦を挟んで、八千代市の成田

街道や木下街道沿いを中心に、大型牧場を核にして

中小規模酪農家が集積する一大酪農地域が形成され

たのである。 
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表１ 昭和15年５郡市の酪農の実態 

図１ 成田街道･木下街道沿いの牧場の分布（昭和 45

（1970）年前後の様子、東葉高速鉄道（平成８(1996)年

開通を追加記入） 

Ⅴ．八千代市の酪農における特徴 

和田、古谷、上代の３人の動きが八千代市の酪農

の発展に及ぼした影響は大きいと思われる。それを

整理すると次の２点にまとめられる。 

（1）和田潤平が 20万坪におよぶ土地を八千代市の

成田街道沿いに求めたことが引き金になって、大型

牧場を経営する事業者がこの周辺に進出した。 

（2）和田潤平から習志野原の牧場を引き継いだ興真

舎は、第２次世界大戦後に農地改革で持っていた牧

場の３分の２以上を手放すことになった。その土地

に酪農を志す人々が各地から入り込み、興真舎牧場

の周辺に一大酪農集積地域を形成した。 

 

 

 

 

 

表１は昭和 15（1941）年の千葉県統計年鑑から整

理して作成したものである。八千代市域は明治 22

（1889）年の町村制により千葉郡のもとに大和田町

として施行され、千葉郡に属した。表１により昭和

15 年の千葉郡(現八千代市、千葉市の一部、検見川

村、蘇我村などが含まれる)の統計を見ると、千葉県

内で酪農が盛んな地域の中で、酪農家の数は少ない

が、飼育している乳牛の頭数や出荷している牛乳の

量は多かったことがわかる。 

すなわち、搾乳場の数値は安房郡が他を圧倒して

多くなっているが、表１で１搾乳場当たりの乳牛数

や牛乳の出荷量を見ると、県内では千葉郡が他地域

を圧倒して多くなっている。また東葛飾郡や市川市

のような県北西部の東京に近い地域においても、酪

農専門の搾乳業者の飼育頭数が平均で 20頭を超え、

搾乳量も 400石前後と南部地域の農家等による小規

模な酪農家（1 戸当たり飼育頭数が２頭前後、搾乳

量が 20～40石、）を圧倒していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 45～55(1970～80)年ころの八千代市の酪農家

の分布を地図で示すと図１のようになる。図１の大

きい●印が乳牛 50頭以上飼育、小さい●印が 50頭

以下飼育の酪農家を示す。この図は当時この地で酪

農を営んでいた市東国昭氏、鈴木介人氏にご協力を

いただいて作成したものであり、乳牛の飼育頭数が

50頭以上を大規模、それ以下を中小規模として分類

している。市東氏によると、当時（昭和 40年代後半

～50年代前半）の酪農では、搾乳は手絞りで行って

いて人手が必要となるため、50頭以上の飼育はかな

り規模の大きな牧場になったとのことであった。 

 この地域で最も大きな牧場は興真乳業で、最大時

には 600頭を飼育していた。また木下街道沿いに並

んでいる上代、秋葉、鈴木などの江東区大島から移

ってきたグループは、200 頭～300 頭前後の飼育頭

数であったようだ。（注 19） 

図１の成田街道沿いにある興真乳業の向かい側の

土地（向山地域と呼ばれる）には、第二次世界大戦

後、農地改革で払い下げになった農地に外部から入

ってきた多数の人々が酪農家を目指して牛舎を構え、

牛乳を搾って興真牛乳などの乳業企業に出荷してい

た。向山地域の酪農家の規模は、市東国昭氏による

搾乳場数 乳牛頭数 搾乳量(石）1搾乳場当 1搾乳所当
搾乳業者 農家その他搾乳場計 搾乳業者農家その乳牛頭数計 たり搾乳量 たり乳牛数

安房郡 30 2266 2296 211 3409 3620 54527 23.7石 1.6
館山市 3 126 129 22 238 260 5548 43石 2
千葉郡 8 13 21 829 19 848 13076 622.7石 40.4
東葛飾郡 17 2 19 458 14 472 6792 357.4石 24.8
市川市 14 0 14 418 0 418 5810 415石 29.9

昭和15(1940)年　千葉県統計年鑑
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と平均で 20 頭程度であったという。表２で当時の

酪農家の規模を見ると、八千代市の平均が 25.1 頭

に達しており、酪農が盛んな北海道（22.5頭）を上

回っていることがわかる。 

なお、図１では搾乳専門の酪農家だけを示してい

るが、他に畑作などの農業の傍らで数頭の牛を飼っ

ている農家もあり、それらをあわせるとこの周辺だ

けで 200軒ほどが牛を飼っていたといわれている。

牛魂碑にその名を刻んだ人が 224人いるので、その

数字は確かなものであろう。 

 

表２ 1970～75 年の 1 戸当たり乳牛飼育頭数の地域別変化

(少数第４位以下四捨五入） 

 

 

表３で最近の酪農の実績を見ると、令和 4（2022）

年の乳用牛頭数では、千葉県は北海道、栃木、熊本、

岩手、群馬についで全国 6位の飼育実績を残してい

る。しかし表４で八千代市を見ると飼育戸数と頭数

は 13 戸、1062 頭（令和２年）となっており（八千

代市役所農政課）、今も減少傾向が続いている。 

 

表３ 乳牛飼養頭数(成畜２歳以上、令和４（2020）年都道府

県別上位10位) 

 
『畜産統計調査』による。 

 

 

表4 地域別乳牛飼養戸数、頭数 令和２（2020年） 

 

 

 

 

Ⅵ．まとめー八千代市の歴史から見る都市近郊酪農

の可能性 

 これまで述べてきたように、八千代市の酪農は、

大正元年に和田潤平が大型牧場を構想してこの地に

種牛場を作ることで始まり、それが興真舎の古谷精

一によって引き継がれ、上代芳太郎らが城東区大島

町(現在の江東区大島)から移動して大型牧場を作る

ことで基礎ができた。更に第二次世界大戦後の農地

改革で興真舎が手放した土地に各地から入ってきた

人々が、成田街道沿いに中小規模の牧場を作ったこ

とで、一大酪農集積地域を形成したのである。 

 しかし、東京の人口増加が周辺地域に広がること

で宅地化が進み、更に京成電鉄の沿線が団地建設や

宅地開発が行われ、東葉高速鉄道が平成８（1996）

年に開通するに及び、八千代市の酪農は大幅に縮小

して今日に至っている。その意味で、八千代市の酪

農は、急成長と縮小を遂げるという他地域と異なる

特異な変化を遂げたのである。 

 酪農は大都市の人々の生活に不可欠な牛乳の供給

という基本的な社会インフラになっているが、その

一方で糞尿による悪臭や牛の伝染病などを伴うこと

から、公害問題としてとらえられ、明治時代から郊

外に追いやられる歴史を繰り返してきた。八千代市

では現在残っている少数の酪農家がさらに減少する

可能性がある。 

 八千代市の場合、既に述べたように、酪農の発展

と都市化とが同時に振興する、という形をとってき

た。昭和初期には大規模牧場が６軒立地し、第２次

世界大戦後には農地改革の関係で中小の搾乳業者が

20軒以上参入してきたので、他地域に比べて 1軒当

たりの乳牛の飼育頭数が北海道を上回るようになっ

た。しかしその一方で、住宅団地の建設や宅地化も

急速に進み、特に大型牧場が集まっている地域に新

規の東葉高速鉄道が建設されたことで、これら大型

牧場が酪農から撤退した（注 20）。一部では、他地

域に移転して観光牧場として生き残りを図っている

例も出ている。（注 21）農地改革で新規に向山地区

全国 北海道 千葉県 八千代市
1970年 5.865 12.451 5.42 18.519
1971年 6.645 14.26 5.55 19.125
1972年 7.489 16.216 5.482 15.276
1973年 8.384 17.708 6.122 19.736
1974年 9.81 19.862 8.363 22.566
1975年 11.162 22.454 9.1 25.114

1 北海道 846100
2 栃木 54800
3 熊本 43600
4 岩手 40100
5 群馬 33600
6 千葉 27800
7 茨城 24000
8 愛知 21100
9 宮城 17800

10 岡山 16800

『畜産統計調査』各年版より作成 

『畜産統計調査』による。 
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に土地を得て搾乳業に参入した業者は、ほとんど撤

退している。 

 一方、酪農家から生乳を集めて牛乳等に加工し、

販売している企業が八千代市関係で２社存在してい

る。コーシン乳業株式会社（興真乳業、1906(明治 39)

年創業）と千葉県北部酪農農業協同組合(1951(昭和

26)年創業)である。前者は八千代市に工場があって

牛乳等を生産しており、後者は 2015 年まで工場が

八千代市にあり、その後多古町に移ってそちらの工

場で生産している。両社とも学校給食やスーパー、

生協などで販売を行っている。 

 牛乳は鮮度が味に直結するので、生乳を集めたら

殺菌処理→パック詰めをして消費地に出荷するのが

望ましいとされている。２社とも千葉県内を中心に

生乳を集荷生産して販売活動を行っている。 

 東京の人口増加によって住宅地域が拡大し、さら

に東葉高速線が八千代市内の成田街道沿いを通るこ

とになったため、成田街道・木下街道沿いの牧場や

酪農家の多くが用地買収等で転業、廃業に追い込ま

れた。現在八千代市とその周辺の酪農家は減少して

おり、生乳は近隣他県からも集められているようだ。 

八千代市における今後の酪農の可能性について、

産業集積研究の観点から考察してみよう。今回の調

査･研究において、私は戦後日本の地場産業がたどっ

てきた経路との類似性を感じた。地場産業は、人々

の生活に密着した繊維･衣服、食べ物、住宅に関する

製品を製造している例が多い。具体的には、うちわ、

繊維製品、漆器、そろばん、和紙などがあげられる。

こうした製品の中には、戦後の高度成長やその後の

安定成長を経て、国民の生活習慣が変化して、需要

が大幅に減少したものがある。また、アジア諸国の

経済発展によって、生産拠点が海外に移転して、国

内の産地では規模の縮小が見られるところもある。 

しかし、それまで積み上げてきた伝統的な技法やデ

ザインなどをもとに、日本国内･海外で通用する製品

を作り出して縮小に歯止めをかけたところもある。

一例を挙げると、福井県鯖江市の眼鏡フレーム、愛

媛県今治市のタオル、香川県東かがわ市（旧白鳥町）

の手袋、奈良県三宅町の野球用具などがあげられる。

これらの地域では、優れたデザインを取り入れて高

級品を生産し、輸入される低価格製品に対抗したり

(鯖江の眼鏡フレーム)、地域ブランドを立ち上げて

輸入品との棲み分けを行ったり(今治のタオル)、オ

ーダーメイドの製品に特化して、輸入される量産品

との差別化を行ったり（奈良県三宅町町の野球用具、

香川県東かがわ市のゴルフ用具など）して、国内の

高い技術を生かして生き残りを図っているのである。 

 こうした事例を酪農にあてはめて考えてみると、

生産者との関係を密接に保って、地域密着による鮮

度重視の高品質製品作りを行う、乳牛を高品質の生

乳を生み出す品種に特化して、付加価値の高い製品

に絞る、地域の消費者と連携して、安全･安心、鮮度

重視、地元の企業との連携による製品作り（アイス

クリーム、バター、チーズなど）を行うことで、今

存在している酪農家を元気づけ、乳製品製造企業を

守ることで、牛乳を地域資源として生かしていくこ

とが考えられる。（注 22）その点で、コーシン乳業

が現在も成田街道沿いで牛乳を作り続けていること

は、八千代市にとっては地域資源としてたいへん貴

重な存在といえよう。 

 ただ、こうした対応策は他の産地でも実施が可能

であり、差別化が難しい。また現在の八千代市のよ

うに生産者が減少して供給能力に限界がある場合は、

酪農家の協力を得ることも難がある。ここで考える

必要があるのが、地域密着と消費者との連携である。

八千代市でかつて盛んであった酪農を地域資源とし

て捉え、それを地域住民の間で共有することが求め

られる。 

 八千代市は戦後の高度成長期以降に新たに開発さ

れた住宅地、団地などに入ってきた「新住民」が大

半を占めており、地域の歴史や特色ある産業につい

ての知識･情報を持たない人が多い。しかし八千代市

に昭和 30 年代以降に移住して定着し始めている人

も増えているので、生産者がこうした「新しい定住

者」と酪農を通じて交流を深めることで、他の地域

にない特産品として地元産の乳製品を作り出すこと

が、酪農をこの地域で定着させる上で、必要な取り

組みになるのではなかろうか。 
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戦間期十勝地方における酪農経営 

－ 乳牛増殖の過程を中心に ― 

 

井 上 将 文 

北海道大学 
060-0810 北海道札幌市北区北 8 条西 5 丁目 

 
Dairy Farming in Hokkaido’s Tokachi Region from  

the late 1920s through to the early 1940s 

－ Focusing on the dairy cattle reproduction process ― 

 
INOUE Masafumi 

The Graduate School of Letters, Hokkaido University 
North8, West5, Kita Ward, Sapporo, Hokkaido 060-0810 

 
Abstract 

This paper aims to clarify the processes behind the introduction and formation of the dairy farming industry in Hokkaido’
s Tokachi region from the late 1920s through to the early 1940s.  
From the 1890s to the early 1910s, the center of dairy cattle breeding in the Tokachi region was in the Toyokoro and Otsu 
areas. However, that shifted to the western part of Tokachi after World War I due to the advance of sugar beet companies 
and the Hokkaido Government’s agriculture policy at the time, in which sugar beet companies served as dairy industry 
capital. Then in 1931, a series of bad harvests led to the introduction of dairy farming in the eastern part of the Tokachi 
region, where rice paddies had been developed. During this period, the industrial associations of each town and village 
emerged as the key players in dairy farm management, a fact linked to the existence of a solid 
sales route through the Hokkaido League of Cooperatives for Dairy Production and Sales (Hokkaido Seiraku Hanbai 
Kumiai Rengokai). The period covered in this paper, when dairy farming spread throughout the region and there was a 
rise in interest among local towns in dairy farming management, is considered an extremely significant time in the history 
of Tokachi dairy farming. 
 
key words: the western part of Tokachi dairy industry capital sugar beet bad harvests the industrial associations 
キーワード: 十勝西部 乳業資本 甜菜 凶作 産業組合 
 
Ⅰ．はじめに 

本稿の目的は、大正後期から昭和戦前・戦中期を

対象に、十勝地方における酪農事業の導入・形成過

程を明らかにすることにある 1）。 

これまで、日本の酪農事業の形成・発達に関する

研究は、斉藤功『東京集乳圏—その拡大・空間構造・

諸相—』に代表されるように、主に東京を中心とする

関東圏を対象として進展してきた 2)。本稿が対象と

する戦間期の北海道酪農史に関しては、いくつかの

概説的な研究がある 3)。しかし、従来の北海道酪農

史研究は、北海道製酪販売組合連合会（以下、酪連

と略記）の台頭以前の酪農史が前史的に扱われてい

るに過ぎない、実際に酪農業に携わった農家ないし

農家組織の動向について踏み込んだ検討を行ってい

ないといった課題を残している。他方、十勝酪農史

に関しては、明治期の晩成社時代の研究が進展して

いる一方で、問題関心がこの時代に偏重していると

いう問題がある 4)。たしかに、十勝地方において乳

牛を導入してその繫殖の端緒を開いたという意味で、

晩成社が果たした役割は、看過できない 5)。しかし、
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晩成社の解散以降、すなわち、大正期以降の十勝酪

農の実態分析は、これまで、ほとんどなされていな

い。 

本稿が対象とする大正後期～昭和戦前・戦中期は、

1927（昭和２）年の北海道第二期拓殖計画の策定を

以て、北海道を対象とした各種酪農事業が国策に位

置付けられた、北海道酪農史上重要な時期である 6)。

なお、第二期拓計とは、総予算 9 億円のもとで総人

口 600 万人，移民 198 万人招致、農耕適地158 万

町歩を目指す総合計画を指す 7)。 

 

図 1 関係地図 

https://uub.jp/map/hokkaido/map0_l.htmlをもとに、筆者作成。 

町村名は、1935（昭和10）年当時のもの。 

 本稿では、帯広市以西を十勝西部、以東と十勝東部、以北を十勝

北部と定義している。 

 

そして、昭和期にはいると北海道の「畜牛のほと

んどはホルスタイン種で、短角系や肉専用種を合わ

せても 10%以下」となっていった 8)。道内の畜牛が乳

牛一色となった一因として挙げられるのが、各地域

への乳業資本の進出である。大正後期には、野付
の つ け

牛
うし

町（現北見市）や八雲町などで乳業資本の台頭を契

機として酪農経営が本格化し 9)、昭和初期以降には、

留萌地方において鉄道が整備されるとともに酪連が

進出し、酪農事業が発達していった 10)。図 1は、本

稿が対象とする時期にあたる、十勝地方の各町村の

位置を示している。 

本稿を通じて、研究史上の空白といえる、晩成社

時代以降の十勝酪農の実態の一側面が、明らかにな

るだろう。 

 

 

Ⅱ. 大正期の十勝地方における酪農事業の導入 

 本章では、第一次世界大戦後の乳業資本の進出に

ともなう甜菜奨励事業の開始を契機として、十勝西

部を中心に酪農経営が拡大していく過程について論

じる。 

 

1.清水地方への乳業資本の進出と十勝西部におけ

る乳牛導入の本格化 

明治中期から大正初期にかけて、十勝地方におけ

る乳牛飼養の中心は、豊頃
とよころ

・大津方面であった。豊

頃村の 農
の

野牛
や う し

地区では、明治中期の時点で、竹内

牧場を経営していた竹内園吉が、乳牛数十頭を飼養

し自家消費分のバターやチーズを生産していたとい

う 11）。だが、十勝の畜牛が増加するのに反比例する

形で、大津・豊頃方面の畜牛頭数は、減少の一途を

辿ることになる 12）。十勝東部にかわり乳牛飼養の中

心となったのが、人
ひと

舞
まい

村（のちの清水村）を中心と

する帯広以西の各村であった。人舞村の畜牛頭数は、

1916（大正 5）年時点ではわずか 35頭に過ぎず 13）、

牛馬を使用していた十勝開墾株式会社農場では、肉

牛の飼養に主眼がおかれていた 14）。人舞村において

乳牛が増殖したことは、第一次世界大戦後の甜菜栽

培と一体で進められた酪農奨励が関係していた。当

該期の道庁は、宮尾舜治北海道庁（以下、道庁と略

記）長官の下で、甜菜栽培と家畜飼養を組み合わせ

て、地力維持を目指す営農方法が奨励されていった

（いわゆる「宮尾農政」）15）。 

こうした道庁の方針と深く関係していたのが、第

一次世界大戦後の北海道に進出してきた甜菜会社の

動向である。1920（大正 9）年 4 月、日本甜菜製糖

会社が人舞村に清水工場を設置すると、同社の工場

は、甜菜の作付け増加を目的として乳牛飼養を奨励

し、製酪工場を付設した 16）。この点は、日本甜菜製

糖会社が糖業資本であると同時に、乳業資本でもあ

ったことを意味する。1923（大正 12）年には、ドイ

ツ人のコッホー一家が日本甜菜製糖会社清水工場の

付近に移住し、周辺の甜菜栽培農家に影響を与えた
17）。彼らの移住は、甜菜と酪農の結びつきの強化を

目指す道庁の政策（先進国から招致した模範農家に

よる指導奨励）の一環であった 18）。 

この時期、第一次世界大戦の影響によって外国製

品が入手困難になっていたことと関係して煉乳の国

産化を志向していた明治製糖株式会社は、日本甜菜

製糖会社を吸収・合併し、これにともない人舞村の

日本甜菜製糖会社清水工場は、明治製糖清水工場と

なった 19）。煉乳製造を推し進めたい明治製糖は「甜

菜と酪農との不可分関係に深い理解を示し」たうえ

で、「清水工場に併設していた製酪所を一括継承した」

芽室村

清水村

御影村

新得町
鹿追村

音更村

士幌村

上士幌村

帯広市
幕別村

豊頃村

浦幌村

池田町

本別町

大正村

西足寄村

川西村
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20）。1927（昭和 2）年、人舞村は清水村となり、翌年、

明治製糖株式会社の製酪工場は、傍系の明治製菓会

社に経営を移し、明治製菓清水製乳工場となった 21。

結果、清水村では、第一次世界大戦期の 1916（大正

5）年時点では 35頭にとどまっていた乳牛頭数が、

1930（昭和 5）年には 444頭を数えるに至った 22。こ

うした傾向は、清水村における明治系乳業資本の活

動が、同村における乳牛飼養熱を刺激していたこと

の証左といえよう。 

 

2.十勝地方への乳業資本の進出と酪農地帯の形成 

本節では、日本製糖株式会社及びその後身にあた

る明治系乳業資本と新田牧場の動向が、十勝地方の

各町村の酪農経営に与えた影響について検討してい

きたい。 

・日本製糖株式会社及び明治系乳業資本 

1930（昭和 5）年、清水村では、明治製菓会社が製

酪工場を移転・改築したことにともない、従来のバ

ターに加えて、缶入練乳の製造を開始した。明治製

菓会社の経営規模の拡大は、後述する酪連の進出と

ともに、清水地方における酪農発達の主因となった。

清水村では、1935（昭和 10）年に「全農家戸数 932

戸に対して 42.8%の 399 戸を数え、牛乳の生産量は

10,395石、金額にして 11万 7,542円の生産額」を

記録するに至った 23）。 

ここで留意すべきは、清水村への乳業資本進出の

影響が、新得
しんとく

村、鹿追
しかおい

村、芽室
め む ろ

村、御影
み か げ

村といっ

た周辺の自治体にも及んでいたという点である。新

得村では第一次世界大戦後に、日本甜菜株式会社（明

治系の乳業資本の前身）によって「原料となる甜菜

耕作農家に対し、有畜農業をすすめるため、補助牝

牛の手立てが講ぜられ」、「牛飼い熱が、いやが上に

高められ」たという 24）。新得村の生乳は、明治の進

出後も同社の工場へと搬入され、各部落にて牝牛の

導入が進んでいった 25）。他方、鹿追村では、各部落

単位にて、明治系乳業資本との結びつきを確認する

ことができた。まず、笹川
ささがわ

部落では、1922（大正 11）

年から 1924（大正 13）年にかけて、各農家が清水村

の明治製糖株式会社の購入資金の貸し出しをうけて、

相当数の乳牛が導入された（具体的な頭数について

は不明）26）。上幌内
かみほろない

部落においても、クリームを清

水村にある明治系の乳業資本へ販売すると同時に、

同村からの乳牛の導入が進められた 27）。芽室村にお

いても、1927（昭和 2）年以降に明治製菓会社の工

場へと送乳されるようになったことで、安定した酪

農経営が進められることとなった 28）。さらに、その

翌年には、酪農の開始当初は 5，6頭に過ぎなかった

乳牛頭数が、100 頭を超えた（147 頭、飼養戸数 65

戸）29）。芽室村に隣接する御影村では、1928（昭和

3）年頃に結成された畜牛組合が「明糖清水製乳工場

から資金を借りて乳牛の共同購入事業を行い、優良

牛を導入した」30）。 

・新田牧場 

新田牧場は、幕別
まくべつ

村に進出していた、大阪市を本

拠地とする合資会社新田帯革製造所の経営する牧場

であった。第一次世界大戦後の経営方針として新田

長次郎社長は、牧場経営などの「副業の利益」を重

視する姿勢を示した 31）。幕別村における乳牛経営の

本格化は、新田牧場によるホルスタイン種導入を嚆

矢としていた 32）。新田牧場の「育牛日誌」によれば、

数名の従業員が常駐し、乳牛の管理とあわせて、種

牡牛の飼養管理が行われていた 33）。1920（大正 9）

年に書かれた新田牧場の「畜舎日記」には「候補種

牡牛新桜井号全乳八舛ニ脱脂乳一舛混 ジ
ママ

哺乳燕麦

一舛五号宛ヲ給与ス」34）とあることから、同牧場で

は、数ある候補牛の中から種牡牛を選択していたと

みられる。 

新田による乳牛導入を契機として、1919（大正 8）

年時点では 19頭にとどまっていた幕別村の乳牛は、

1927（昭和 2）年には 206頭を数えるに至った 35）。

新田牧場による酪農経営の幕別村内への影響につい

てより具体的に検討すると、明野
あ け の

、南勢
なんせい

、糠内
ぬかない

、途
と

別
べつ

、札内
さつない

の各部落において酪農経営が発達してい

る 36）。他方、新田牧場では、種牡牛の導入等による

乳牛の飼養・繁殖と併せて、製
せい

渋
しぶ

工場の施設を利用

することで、乳製品の生産が進められた 37）。 

特に、1928（昭和 3）年からの煉乳生産の開始は、

幕別村周辺の農家が生産する生乳の販路拡大を生ん

だ 38）。1929（昭和 4）年から豊頃村二宮
にのみや

部落におい

て乳牛を導入した桜井寿男は「牛乳の出荷先は幕別

止
やむ

若
わっか

の新田練乳工場であった」と回顧している 39）。

ここで注目したいのは、新田牧場の「育牛日誌」中

の「奈
な

江
え

ノ池田氏及び水野両氏牛購入ノ為メ来場」、

「計二十二頭売約決定」という記述である 40）。奈江

とは、上川南部に位置する中富良野
な か ふ ら の

村の地区名であ

る。つまり、新田牧場の酪農経営は、幕別村内の各

地域のみならず、十勝管外における乳牛飼養にも寄
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与するところがあった。 

このように、第一次世界大戦後に進出してきた各

乳業資本は、工場周辺の各町村の酪農熱を刺激して

おり、新田のように、管外の乳牛飼養に寄与する場

合もあった。そして、1931（昭和 6）年以降に凶作被

害が拡大すると、十勝地方全体で、酪農の導入が図

られていくことになる。 

 

 

Ⅲ. 凶作被害の拡大と酪農導入の進展 

本章では、凶作下の十勝地方の各町村において、

酪農経営が導入・発達していく過程について検討す

る。 

 

1.十勝地方における凶作の深刻化と酪農事業の拡

大 

凶作被害の深刻化は農家負債の原因となり、造田

地帯の農村部から人口が流出する要因となっていた
41）。この影響が特に顕著であったのが、十勝地方に

おいて水田地帯を形成していた、士幌
し ほ ろ

村や池田町と

いった十勝北部及び東部各町村であった。これらの

町村は、豆作が主流であった十勝管内にあって、一

定規模の造田事業が推し進められていた十勝有数の

水田地帯であった。 

こうした造田地帯における離農傾向は、特に、小

作人において顕著であり、士幌村佐倉
さ く ら

地区の佐倉農

場では、水稲が「昭和九年頃まで断続的に冷害凶作

に見舞われ、夜逃げをする小作者が後を絶たな」い

状況となった 42）。造田地帯において離農せずに土地

に残った農家たちは、生活の安定を目指して、造田

に代わる営農方法として酪農の導入を志向するに至

った。以下、1931（昭和 6）年の凶作以降の十勝地方

における酪農事業の推進過程について検討したい。 

・十勝北部（上士幌
か み し ほ ろ

村、士幌村） 

士幌村では、水田農の生活困窮者が 380戸を超え

ていたことに見られるように、水田農家の被害が顕

著であった。このため、凶作以降の士幌村では、酪

農への関心が高まった。この時期、士幌村において

酪農奨励の担い手となっていたのが、産業組合であ

った。1934（昭和 9）年、士幌村の産業組合は新事業

として集乳事業を開始し「牛乳処理のための集乳所

の設置を決定」するとともに「乳牛飼養農家のため

に種牡牛を導入、組合員の利用に資することとし」

た 43。他方、1930（昭和 5）年に士幌村から独立した

上士幌村では、分村以前から酪農経営への関心が少

なからず存在していたが 44）、酪農経営が本格化する

のは、凶作以降の産業組合による酪農経営の開始以

降であった 45）。 

・十勝東部（幕別村、池田町） 

1931（昭和 6）年の凶作被害の拡大以降、新田の牧

場経営ともあいまって、すでに酪農経営が本格化し

ていた幕別村では、一層、酪農経営が本格化してい

った。表 1は、凶作下の幕別村各地区における、主

要な酪農事業の展開過程について、まとめたもので

ある。幕別村では、1934（昭和 9）年に未曾有の冷害

となったことで、農家の「月々乳代収入のある酪農

への希望は一層強く」なり、幕別村の産業組合は「畜

牛資金の貸付による乳牛購買斡旋などにつとめた」

た結果、幕別村では、1936（昭和 11）年に乳牛を含

む畜牛頭数が 1000頭を突破した（この年、新田が明

治に施設を譲渡）46）。 

 

他方、同じく東部に位置し、水田経営が主流であ

った池田町においても 1930 年代初頭以降に酪農の

導入が進み、表 2 に示したように、東台
とうだい

、近
ちか

牛
うし

と

いった水田地帯においても、乳牛導入が進められた。 

 

・十勝西部（清水町、芽室村、鹿追村、新得町、御

影村） 

表 3に示したように、すでに清水村を中心に酪農

地帯を形成していた十勝西部においても、凶作以降、

酪農経営が一層進展した。十勝西部における酪農経

営の中心であった清水町では、1930（昭和 5）年時

点で 444 頭であった乳牛が 1935（昭和 10）年には

1051頭、1938（昭和 13）年には 1421頭を数えるに

至り、1935（昭和 10）年には「全農家戸数 932戸に

対して 42.8％の 399 戸を数え、牛乳の生産量は

10,395石、金額にして 11万 7,562円の生産額」を

記録している 47）。 
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表3 凶作以降の十勝西部における酪農経営状況 

 

 

清水村をはじめとする、十勝西部の各町村におけ

る酪農経営の拡大は、乳業資本の活動の拡大と関係

していた。1930（昭和 5）年、明治製菓は工場を移転

改築すると同時に、従来のバター生産に加えて煉乳

生産を開始し、牛乳の受入を進めた。そして、1936

（昭和 11）年 7月 31日、明治製菓は、幕別村の新

田牧場に「懇望」して「煉乳事業の一切」を「譲渡」

させるに至った 48）。この点は、明治製菓の製酪事業

の順調さを裏付けている。明治製菓が十勝西部の 4

か町村（清水町、芽室村、鹿追村、新得村）から集

乳していたことを踏まえると、同社の経営規模拡大

は、清水町以外の西部各町村の酪農経営規模拡大の

一因となっていたと考えられる。 

森永を含むこうした乳業資本の好調を考えていく

上で重要となるのが、1931（昭和 6）年までの恐慌

から一転した、好景気の到来である。この背景には、

1932（昭和 7）年 7 月以降に高橋是清蔵相の経済政

策（「高橋財政」）の一環として進められた関税引き

上げ・輸入防遏の影響の、乳業界への波及が挙げら

れる。「高橋財政」に刺激された好景気の到来は、十

勝地方における森永及び酪連の活動を活性化させる

一因であったといえよう。 

 

2.凶作以降の十勝酪農の発達と産業組合の台頭 

凶作以降の十勝酪農の発達を考えていく上で重要

なファクターとなるのが、産業組合であった。本節

では、産業組合が十勝酪農のアクターとして台頭す

る過程について検討する。 

凶作以降の産業組合の酪農事業への積極性は、十

勝管内の各地区にて推進された酪農事業が、産業組

合の主導で展開されていたことから理解できる。道

内各町村の産業組合が酪農事業に関与するにいたっ

たことは、酪連の進出と大きく関係していた。酪連

は、各町村の産業組合を通じて、生乳の購入にあた

っていた。安平
あ び ら

村（胆振
い ぶ り

支庁管内）の村長で、酪農

の推進に熱心であった山田忠次郎は、1931（昭和 6）

年、酪連に余剰乳の買い取りを申し込んださい、酪

連の黒沢酉蔵から「製酪販売組合連合会は産業組合

の連合会であるから、個人または匿名団体から牛乳

を買うことはできない」と返答されたため、乳牛飼

養農家を産業組合に加入させた。これ以降、安平村

から酪連への送乳が、可能になったという 49）。 

つまり、各町村の酪農指導者層にとって産業組合

の設立は、従来の乳業資本に加えて、新たな販路の

確立を意味した。清水村では 1933（昭和 8）年以降、

生乳が、従来の明治製菓に加えて、新設の酪連清水

工場にもおさめられるようになった 50）。この点は、

清水町において酪連という新たな乳業資本が、従来

の資本（明治製菓）に加えて、生乳の受け入れ先と

して台頭してきたことを意味する。 

このため、酪連の工場の誘致は、十勝地方を含む

道内各町村の産業組合にとって、最重要課題となっ

た。1936（昭和 11）年の酪連の総会において、芽室

村の産業組合長であった岩波克敬が「本年度の工場

設置の位置につき明示願います」と発言した際、酪

連の黒沢が「申上げると工場争奪戦で纏まらなくな

ります」と答弁したことは、1930年代半ば以降、争

奪戦の勃発が懸念されるほど、道内の各町村におい

て酪連の工場誘致への関心が高揚していたことを示

すものである 51）。他方、苫前
とままえ

村（留萌
る も い

支庁管内）の

産業組合長であった伊藤粂三は、自身の日記に「佐

藤善七氏ニ当苫前村ニ分工場設置請願シ」と記して

いる 52）。この「伊藤日記」の記述は、道内の酪農指

導者層にとって、酪連の招致が重要課題であったこ

とを裏付けていよう 53）。 

以下、十勝各町村の産業組合による酪連へのアプ

ローチについて検討したい。幕別村止若地区では、

1937（昭和 12）年の産業組合の設立以降、組合を通

じた酪連への生乳の販売が可能になっていた 54）。他

方、士幌村では、クリームの酪連帯広工場への搬入
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を開始し、1941（昭和 16）年から 1942（昭和 17）

年には「飼料の自給確保」の観点から「サイロ建設

等」を推進した 55）。東部の池田町においても、1937

（昭和 12）年に池田酪農組合の集乳所が酪連に寄付

されたことにともない、酪連による集乳所経営が開

始された 56）。このことは池田町において、集乳所の

寄付を手段として、酪連の招致が実現していたこと

を示していよう。つまり、酪連の台頭は、清水町や

幕別村といった酪農先進地域のみならず、士幌村や

池田町といった酪農後進地帯においても、酪農経営

が積極的に推進される契機となっていた。 

酪連の進出とあわせて、産業組合の酪農事業への

参画を考えていく上で重要な意味を持つのが、1927

（昭和 2）年 6月 4日の「酪農奨励規則」の公布で

ある。「酪農奨励規則」は、北海道庁長官による

「奨励金」の交付を推し進めるものであった。「酪

農奨励規則」は、産業組合を「奨励金」の交付対象

としており、同規則の交付は、産業組合の酪農事業

への参画を後押ししていたとみられる 57）。 
なお、芽室村の酪農指導者は、経済更生計画を通

じた酪農事業の推進を企図していた。経済更生計画

とは 1932年末以降、後藤文夫農相以下、農林省の主

導で農村における各種経済問題の恒久的な対策を打

ち出すために推進されたもので 58）、北海道において

も、農山漁村の総合的な改善・発達を目的として開

始された 59）。芽室村では、岩波産業組合長が先頭に

立って「経済 5ヶ年計画をたて、畜牛増殖 2,000頭

の大目標をかかげ」るに至った 60）。芽室村の経済更

生計画書には、乳牛を「五ヶ年間」で「総頭数二〇

〇〇頭ニ達セシメントス」る計画とともに「牝牛ハ

各産業組合ニ於テ購入資金ノ融通ヲナシ」と明記さ

れた 61）。芽室村の経済更生計画において、産業組合

が、乳牛導入の主体として想定されていることがわ

かる。十勝東部の各町村の図書館に残されていた戦

後の乳牛増殖計画を確認したところ、豊頃町の乳牛

増殖計画（1956年、昭和 31年～1960年、昭和 35年）

が 1500頭、その東部に位置する浦幌
うらほろ

町の農業振興

5か年計画（1957年、昭和 32年～1961年、昭和 36

年）に盛り込まれた乳牛増殖計画は約 1100頭、であ

った 62）。この点を踏まえると、芽室村の酪農経営計

画規模は、戦間期の段階で策定されたものとしては

大規模であったといえる。 

芽室村の経済更生計画において、畜牛増殖の「特

ニ急速ニ増殖セシムルノ要アリ」とされたのが「山

麓地帯」と「伏
ふし

古
こ

原野地帯」と呼ばれていた、南部

（日高山脈寄り）の低開発地域であった。このよう

に、地帯に特化した更生計画がたてられる傾向は、

他町村では見られない傾向である。芽室村の経済更

生計画では、上美生
か み び せ い

、祥
しょう

栄
えい

、坂
さか

の 上
うえ

といった山

麓・伏古原野の各部落を対象とした集乳所設置計画

が盛り込まれた 63）、この三部落のうち、上美生と坂

の上は、経済更生計画の開始以前から酪農導入が進

められていた 64）。経済更生計画下の上美生、祥栄、

坂の上の各部落では、計画最終年次の 1938（昭和 13）

年以降、産業組合直営の共同集乳所が設置されてい

た 65）。これらの事例は、芽室村において、山麓・伏

古原野方面における酪農経営を重視する経済更生計

画に添った酪農奨励事業が実践されていたことを示

すものである。 

 

3.凶作前後の十勝地方における酪農事業の展開 

本節では、道内各地に現存する資料に基づいて、

凶作前後の十勝酪農の変遷について確認していきた

い。表 4は、凶作前後の十勝支庁管内全体の乳牛頭

数と搾乳量について、黒沢酉蔵の調査資料をもとに

比較したものである。 

 

 

1930年（昭和 5）年と、1935（昭和 10）年の凶作

後の十勝地方の酪農状況と比較すると、乳牛頭数が

2.8 倍以上、搾乳高が 2.3 倍以上の伸びを示してお

り、凶作被害の拡大が、十勝地方における、酪農経

営規模拡大の契機となっていたことがわかる。 

表 5は、凶作以前（1930年、昭和 5年以前）と凶

作以降（1931年、昭和 6年以降）の本稿にて扱った

十勝支庁管内各町村の酪農経営状況について、現存

が確認できた統計資料に基づいて整理したものであ

る。酪農先進地域であった西部各町村（芽室村、清

水町、新得村、鹿追村）や、東部の幕別村において

酪農経営規模が一層拡大しているのみならず、凶作

以前は造田が盛んであった北部の士幌村や東部の池

田町においても、乳牛頭数が増加している様子がわ

かる。 

特に、戦間期十勝酪農の中心であった清水町にお

ける酪農経営の発達は著しかった。戦中期の 1943

（昭和 18）年には 1,500 頭を記録しており 66）、北
きた

表 4 凶作前後の十勝酪農の変遷 

年 乳牛頭数（頭） 搾乳高（石） 

1930 1,637 31,404 

1935 4,582 72,832 

（注）黒沢酉蔵「日本の乳製品界を語る」 

（酪農学園大学附属図書館所蔵黒沢酉蔵資料 169巻に収録）より作成。 
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熊
くま

牛
うし

地区では、乳牛改良に成功した結果、1942（昭

和 17）年には「当時の六歳級乳脂量で世界記録を樹

立して酪農北熊牛の名を全国にしらしめるようにな

った」67）。なお、北熊牛地区は、河西鉄道（明治製

糖が物資輸送のために敷設した軽便鉄道で、戦後、

十勝鉄道に吸収合併される）の沿線に位置しており
68）、生乳の輸送に便利な地域であったことが、酪農

の発達の主因であったとみられる。 

一方で、豊頃村のように、悪条件が重なったこと

で凶作以降も酪農経営が根付かなかった地域も存在

した。豊頃村農野牛地区では、1934（昭和 9）年以降

に冷害・凶作対策で 9頭の乳牛が導入されたが、5年

のうちに手放されたという。その理由としては、乳

牛飼養の知識が部落内になかったこと、交通の不便、

飼養・繁殖施設の不備などがあった 69）。他方、商業

用バターの生産が行われていた 統内
とうない

地区では 1937

（昭和 12）年に、数百町歩の土地が、飛行場の建設

を企図する陸軍によって買収されたという 70）。つま

り、豊頃町では各種の悪条件に加えて、戦時下の軍

事的要請が、酪農経営の足かせになっていたと見ら

れる。 

 

そして、十勝酪農は戦中期の一時的停滞を経て、

戦後の農業協同組合主導の酪農再編期に突入してい

くことになる。 

 

 

Ⅳ.おわりに  

本稿では、十勝地方における酪農の導入・形成過

程について、晩成社時代以降にあたる大正後期以降

を対象として、検討してきた。1920（大正 9）年 4月

に日本甜菜製糖会社が人舞村（のちの清水町）に清

水工場を設置したことを皮切りに、同村において酪

農経営が導入された。その後、明治製糖が日本甜菜

会社を買収すると、新得村、芽室村、鹿追村、御影

村といった西部の各町村において酪農経営が定着し

ていった。他方、十勝東部では新田牧場が進出し、

牧場の所在地であった幕別村を中心に酪農経営が発

達した。 

さらに、1931（昭和 6）年からの連続凶作は、従来

の酪農後進地域における酪農熱を刺激する結果とな

った。凶作被害により、士幌村や池田町のような造

田経営が積極的に進められていた地域では、離農者

が増加した。十勝地方では、凶作対策として地区・

部落単位で酪農が奨励された結果、従来から酪農が

定着していた清水町などの各町村において一層酪農

経営規模が拡大したのみならず、池田町のような造

田地帯においても酪農の導入が進んだ。凶作以降、

十勝地方において新たな酪農経営主体として台頭し

てきたのが、各町村の産業組合であった 71）。各町村

ないし部落の産業組合が各種酪農事業を推進した背

景には、酪連という強固な販路が存在していたこと

と関係していた。各町村の農家にとって、酪連とい

う新たな乳業資本の台頭は、新たな生乳の販路の確

立を意味した。 

1930 年代半ばに戦前期のピークを迎えた十勝地

方の酪農経営は、終戦前後には停滞傾向となったた

め、戦後直後の十勝地方では、北海道第二期拓殖計

画期（1927～1946）の酪農経営に対して、消極的な

評価がなされていた 72）。しかし、今日の十勝地方の

各町村では、戦間期（特に、凶作以降）の酪農経営

に対して、積極的な評価がなされつつある。『農協 30

年のあゆみ』（清水町図書館所蔵）に収録されている

酪農家一世世代による座談会において、熊
くま

牛
うし

地区

の大谷菊一は、1931（昭和 6）年以降に豆が被害を

受けたことで「酪農専営」への模索がはじまり、こ

うした試みが「順調に行き現在の基礎となった」と

語っている 73）。他方、士幌町の農協史は、昭和の凶

作期の酪農経営が「戦後の基礎がつくられた」、「初

発段階」であるとして、士幌町農業史における重要

な時代として位置付けられている 74）。同じく、芽室

町の農協史もまた、産業組合が酪農経営を主導して

いた「特別指導村時代」において、戦後の「農協時
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代に入ってからの躍進の土台」が「きずかれていた」

と指摘している 75）。戦後（酪農調整法以降）の十勝

酪農の発達を考えていくにあたり、戦間期十勝にお

ける酪農の形成は、戦後に至る準備段階として、重

要な時期であるといえるだろう。戦後における酪農

発達の経緯や、戦後に展開されていた酪農事業は、

戦間期との連続性を有している。今後、戦後の十勝

酪農の発展を考察していくにあたっては、戦間期か

ら推進されていた酪農事業（例えば、種牡牛の設置

を通じた乳牛繁殖や、乳業資本による町村内各地区

への集乳所設置など 76））との連続性を考慮する必要

があるだろう。 
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テーマ：戦前期北海道酪農乳業の展開と協同組合の役割 

 

日 時：2023年 4月 15日(土) 午後 1時～5時  

報告者：安宅一夫 （酪農学園大学）、井上将文（北海道大学）、 

高宮英敏（酪農乳業速報） 

モデレーター：前田浩史（ミルク 1万年の会）  

司 会：小林信一（静岡県立農林環境専門職大学短期大学部） 

方 法：オンライン 

ホスト：小糸健太郎（酪農学園大学循環農学類）、佐藤奨平（日本大学生物資源科学部） 

 

小林：それでは時間になりましたので酪農乳業史研

究会 23 年度のシンポジウムを開催させていただき

ます。私は、司会進行を受けたまりました日本酪農

乳業史研究会の副会長の静岡県立農専大の小林です。

よろしくお願いいたします。今日は酪農学園大学の

小糸健太郎先生に大変なご助力をいただきまして、

小糸研究室からお送りさせていただいております。

ありがとうございます。皆さんにお願いしたいので

すが、このシンポジウムは録画させていただきます。

後日会員等に限定して配信させていただくことをご

承知おきください。よろしくお願いいたします。そ

れでは、今日の次第です。まず、「戦前期北海道酪農

乳業の展開と協同組合の役割」をテーマに 3人の方

からご報告いただきます。お一人目は、酪農学園大

学名誉教授の安宅一夫先生、そして 2番目は、北海

道大学の専門研究員の井上将文先生、3 番目は元酪

農乳業速報の社長で現在取締役の高宮英敏さんです。

お一人約 50 分程度ご報告をいただきます。その後

に元 Jミルクで現在ミルク 1万年の会を主宰されて

いらっしゃる前田さんにモデレーターをやっていた

だきます。安宅先生と井上先生の間に 10 分程度の

休憩を取らせていただきます。その後第 3報告と総

合討論まで 5時ぐらいを目処に終了する予定ですの

で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

第１報告 安宅 一夫（酪農学園大学） 

未曾有の酪農危機を歴史に学ぶー４日会とデンマ

ークモデルと協同組合 

はい、皆さんこんにちは。ただいま紹介いただき

ました酪農学園の安宅と申します。小林先生ご紹介

ありがとうございました。酪農学園から報告させて

いただきますが、酪農学園も例年より早く圃場が緑

になっておりますので、ぜひ皆さんにこちらに来て

参加していただきたかったと思います。今日は、こ

ちらから 50 分程度報告いたします。よろしくお付

き合いお願いします。未曾有の酪農危機を歴史に学

ぶというテーマで、4 日会とデンマークモデルと協

同組合を副題、キーワードとして歴史に学びたいと

思います。 

 

 

1．北海道酪農の夜明け 

まず、酪農の歴史ということで近代的な酪農が北

海道に入ってきたのは幕末の頃だと思いますので、

幕末の開港と北海道酪農の夜明けということでちょ

っと歴史を見たいと思います。最初のきっかけは、

開港にあると思います。まずペリーが来まして 1854

年にアメリカ、イギリス、ロシア、オランダ等と和

親条約を結びまして、その後 1867年まで 11か国と

修好通商条約を結びます。徳川幕府最後の条約が

1867年のデンマークでありました。この間、函館は

貿易港となりまして西洋文化が芽生えたわけであり

ます。酪農は、1857年に函館の米国領事館のライス

貿易事務官が搾乳を試みたというのが画期的な最初

の出来事であります。2年前の NHKの大河ドラマ「青

天を衝け」のシーンで、安政 3年にアメリカの初代

の総領事ハリスが来まして、牛乳を飲みたいと要求

しましたけれども、この時下田奉行所は拒否してお

ります。そして 1858 年に闘病中のハリスが再び牛

乳を飲みたいと要求して、その時に牛乳を飲むこと

ができ健康が回復したということが伝えられており

ます。このようにハリスの時は、牛乳を飲むことを

最初許されませんでしたが、北海道のライスの時は
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最初から搾乳を許されました。この点で北海道の方

がちょっと早かったと思います。同じく、「青天を衝

け」のドラマでありますけれども、徳川慶喜と老中

の阿部正弘が会談している場面では、徳川慶喜が子

供時代に牛乳を飲んで育ったと言っております。で

すから鎖国でありましたけれども、水戸ではすでに

牛乳を飲んでいたということがわかります。その後

日本が開国したわけでありますけれども、その時の

11 番目最後の条約を調印したのが徳川慶喜でした。

この批准書は関東大震災で焼失したため日本には残

っていなかったのですが、デンマークから、外交樹

立 150年を記念して複製が贈られています。条約調

印のきっかけの一つになったと思いますけれども、

榎本武揚が、観戦武官としてデンマークを訪問した

のが 1864年でその数年後に条約を結んでおります。 

今日のキーワードにデンマークということが出て

きたわけですけど、なぜデンマークかということを

話したいと思います。デンマークの領土の変遷です

が、1863年頃のデンマークはプロイセン・オースト

リアとの戦争に負けまして、肥沃な土地を 3 分の 1

ほど取られてしまいます。シュレスヴィヒ・ホルス

タイン公国というのがあります。いわゆるホルスタ

イン乳牛の産地でありますが、この部分を取られた

ということであります。それで、戦争に負けた直後

に日本と協約を結んだということで、このデンマー

クという国が非常にタフだったということがわかり

ます。戦争に負けて領土を 1/3も取られたのですが、

消沈せずにすぐに復興を目指したということを一つ

のモデルにしたわけであります。このデンマークモ

デルを最初に紹介したのが内村鑑三の『デンマルク

国の話』というふうに伝えられております。1911年

に内村鑑三が牛乳によって立つ国ということでデン

マークを紹介しております。後からまた詳しく話し

ますけれども、その 4年前に宇都宮仙太郎がウィス

コンシン大学を訪問いたしまして、恩師のヘンリー

学部長の最終講義を聞くわけであります。そこでヘ

ンリー教授がデンマークを模範とすべきということ

を最終講義で話したのです。宇都宮はこの話に感銘

しまして、帰国後 4日会でデンマークモデルを提唱

します。4 日会のことについては、また後ほどお話

したいと思います。そしてその後ですね、宇都宮と

黒澤酉蔵によってデンマークモデルの実践が行われ

るのです。これはまさに宇都宮の後世への最大遺物

であるというふうに思われます。ということで今日

のキーワード、デンマークモデルと 4日会という話

に進んでいきたいと思います。デンマークの話であ

りますけどもこの内村鑑三の本によりますとデンマ

ークは、欧州北部の小さな国で、その面積は日本の

10分の 1で北海道の半分だということです。現在で

も人口は、だいたい北海道と同じくらいであります。

当時としては世界で最も富んだ国民であり、富は土

地にあり牧場と家畜、もみと白樺の森林、沿岸の漁

場にあるとしております。誇りは乳産でバターとチ

ーズで、実に牛乳を持って立つ国であるという風に

述べております。実に柔和なる牝牛の産を持って立

つ小にして静かな国であるということで内村鑑三が

デンマークを絶賛しています。もう一人のデンマー

クを推奨した人が『坂の上の雲』で有名な秋山好古

で、この秋山は後で出てきますけれども十勝を開拓

して造った新田牧場の創立者の新田長次郎と同志で

あります。秋山が言っていることによりますと、牛

乳を原料とするバター、チーズ、コンデンスミルク

などは、将来北海道において多く生産されるように

なるだろう、もし将来北海道がデンマークのごとく

発達するならば、数十億円の輸出をなし得るだろう

と同時に述べております。 

北海道酪農の歴史にちょっともう一回戻ります。

1857 年に米国の領事ライスが搾乳を試みたという

のが北海道酪農の夜明けということで近代的な酪農

というのは、1871年に開拓使が設置されていわゆる

官指導の酪農の開発が行われてきます。1873年には

七重官園に洋牛が入って来ます。そこで粉乳を製造

します。1876年に札幌農学校設立、79年にエアシャ

ーが入って来ます。これは、クラークの推奨により

ます。1890年にホルスタインが入って来ます。1895

年、先ほどからキーワードで述べております 4日会、

札幌牛乳搾取業組合ができます。その後 1925 年に

北海道製酪販売組合、後の雪印乳業そして 1941 年

に北海道興農公社の設立へと発展していくわけであ

ります。戦後まもなく黒澤酉蔵は「国破れて山河あ

り」と題して話した講演で、事業形態より見た酪農

乳業の発達過程を 5期に分けて解説しています。第

1期が官営時代、明治の初めから明治 15年ぐらいま

でですね。いわゆる開拓使による時代で、官営によ

る牧場として七重、札幌、新冠、恵庭、登別、根室

に大きな牧場が作られます。第二期が大牧場時代で

あります。この開拓使の時代が終わりますと、この

牧場払い下げになります。そこで金持ちとか華族と

かがそれを買い受けて大きな牧場が展開されます。

札幌の前田牧場、七重の園田牧場、根室牧場と。さ

らに牛乳搾取業者が現れてまいります。黒澤の話、

言葉によりますと、乳屋だとか牛飼い、乳を絞って

牛乳を提供するという業者が現れてきます。いわゆ

る牛乳の宅配時代であります。これらの中から、宇

都宮牧場、前田牧場、北村牧場、石川牧場などでは、

バターを製造するようになってまいります。いわゆ
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る酪農が始まってまいります。次に第 3期になりま

すと、これは明治の後半から大正末期まで約 15 年

となっております。この時期には製菓会社が牛乳を

利用するようになりますが、牛乳が余るという問題

が起こり、その余った牛乳の処理の対策としまして

煉乳業が勃興します。極東乳業、大日本煉乳、森永、

明治、新田牧場の 5つの会社が大きな煉乳会社であ

りました。その頃になりますと煉乳会社に生乳を出

荷する組合が誕生します。第 4期には、煉乳会社と

酪連の並立時代、大正の後半から昭和の中期ぐらい

で 17 年間ぐらい続くわけであります。第 5 期が興

農公社時代と発展してまいります。 

もう一回最初の方に戻りますけれども、近代農業

の伝来の一つですね、プロシアの商人ガルトネルに

よる西洋農業の伝来というのがあります。これは

1863年ガルトネルが函館に参ります。函館奉行所に

西洋農業の指導を依頼されたガルトネルは意見書を

提出し、亀田村で実際に試作を始め、1868年に当時、

蝦夷島の総裁の榎本武揚に許可を受け、七重村で

300万坪、約 1,000ヘクタールを 99年間借り受ける

という条約を結びました。これは大変なことであり

ますけども、1870年に新政府は 6万 2,500ドル支払

い条約を解消します。ガルトネルの意見と実践であ

りますが、ガルトネルは北海道の南部はドイツ南部

の気候に類似していて土壌肥沃、排水が良くて良好

な耕地にできるが、稲作には不適であるとしました。

肉牛はよく肥えており、驚くほど乳を生産すると言

っています。最初は乳牛でなくて肉牛からミルクを

搾っていました。そして酪農によって良質のバター、

チーズの自給が可能であると言っています。そして、

プラウやハロー、それから牧草の種子を持ち込んだ

ということで、これが北海道における牧草栽培の最

初だろうと言われております。アルファルファ、ア

カクローバー、チモシーなどです。 

ガルトネルが去って開拓使とお雇い外国人による

北海道酪農の夜明けということになります。開拓次

官黒田清隆の開拓使 10年計画により、ホーレス・ケ

プロン他お雇い外国人を招聘いたします。そして官

園や農業試験場を設置いたしました。それから人づ

くりですね、札幌の学校設置、屯田兵の導入などを

行います。札幌の大通公園、ケプロンと黒田清隆の

銅像があります。黒田清隆は 29歳で開拓次官、33歳

で長官、47歳で 2代目の内閣総理大臣になるわけで

ありますけども、この開拓次官、30代でこのような

北海道の開拓計画を立てるわけです。そしてケプロ

ン、時のアメリカの農務長官を招聘したわけです。

ケプロンは当時 67 歳ということで、高齢でしたけ

ども精力的に指導してくれました。道庁に絵があり

ますが、ここに、ケプロンと黒田清隆と榎本武揚が

北海道開拓を練っている絵があります。北海道酪農

の恩人、エドウィン・ダンは皆さんによく知られて

いますが、ケプロンの要請を受けてショートホーン

42頭、羊を 100頭ぐらいと豚、それと機械などを持

って来日しました。時に 25歳でした。それから約 10

年間東京と北海道で酪農指導しております。農業、

畜産、牧草栽培などを指導しております。真駒内に

牧牛場を創設して牛を 100頭ぐらい、豚や馬も飼い

ました。そしてバター、チーズ、練乳、ハム、ソー

セージなどの製造をしました。その間、明治天皇が

北海道に来ておりまして、明治 9年には七重官園で

ミルク、チーズ、アイスクリームを献上したという

ことが載っています。1877年には七重官園職員の迫

田喜二による乾酪製造法、いわゆるチーズの製造方

法の記録が残っています。次に札幌農学校とクラー

クについてであります。クラークは、札幌農学校の

教頭として招聘されますけれども、その当時はマサ

チューセッツ農科大学の学長でありました。そして

札幌農学校の教頭としてきたのが 50 歳の時で、実

際はプレジデントですから今で言う学長であります。

誰でもが知っているボーイズ、ビーアンビシャスと

いう言葉を残して去るわけでありますけれども、

我々としては、クラークは酪農、デイリーファーミ

ングの理念を最初に解説した人物であるというふう

に理解しております。クラークは 8ヶ月しか滞在し

ておりませんでしたが、去る時に『札幌農黌第一年

報』（図１）というものを残しております。 

 

図１ 札幌農黌第一年報 

 

最初に英文で書きまして、それを開拓使が日本語に

訳して残っております。1977 年と 1978 年でありま

す。これを見ますと、驚くべきクラークの提言が載

っています。日本の農業は大いに改良が必要である。

最も重要なことは家畜の普及である。肥料、特に厩

肥の施用を推進せよと述べております。それから家
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畜飼養のためには、トウモロコシと牧草の栽培を推

奨しています。そしてさらにビート（甜菜）につい

て、かなり強く奨励しております。当時は、肉牛か

らミルクを生産しておりましたけれども、酪農をや

るためには、乳牛が必要であるということで特にエ

アシャーを飼うように提案しております。そして、

札幌市民はですね、米国産の練乳とかデンマーク産

のバターを止めて、本道産の新鮮な乳製品を賞味す

る時期が来たと述べております。つまり、酪農につ

いて最初に、その理念を述べた人物として評価した

いと思います。これは、ダン記念館にある絵で、ク

ラークとエドウィン・ダンとペンハローがビートを

作っているところの絵であります。この時ダンはど

っちかというと、ビートについては消極的であった

ようです。その後なかなかビート作りが普及しませ

んでしたけども、最初の提唱者はクラークでありま

す。それからもう一つは、北海道は寒いので畜産を

振興するためには畜舎が必要だということでモデル

バーンの建設を提案し、設計書も書いています。『札

幌農黌第一年報』にモデルバーンの外観（図２）と

設計図が書かれております。 

 

図２ 札幌農黌第一年報 モデルバーンの外観 

 

実際のモデルバーンは現在、北海道大学の構内に

残っております。これによりますと、2 階建てです

ね、地下があって 2 階建てなんですけども、2 階に

はスロープがありまして、干し草、乾草を入れるよ

うになっております。そして 1階に牛がいて地下に

豚が飼われていた、あるいは堆肥があったと書かれ

ておりますけれども現在は、地下はなくなっており

ます。それからもう一つですね、クラークと酪農に

ついて、この札幌農学校の 3年次の授業科目に、英

語版で「ストックアンドデイリーファーミング」と

いう授業科目が配置されております。これを日本語

版では「牧畜及び製乳法」と訳されております。こ

こで札幌農学校が「酪農」と訳せば酪農の最初の言

葉になったんでありますが、残念ながら酪農という

ふうに訳せなかったんですね。それともう一つ残念

なことはクラークが 8ヶ月で帰りますので第二年報

以降には「デイリーファーミング」という授業科目

がなくなっております。クラークの帰国後酪農に対

する情熱が少し下がったんじゃないかなというふう

に思います。ちなみに「酪農」という言葉は、1886

年に知識四郎さんの『酪農提要』が最初だと言われ

ておりますが、1891年に宇都宮仙太郎がアメリカか

ら帰って、しきりに酪農という言葉を使っていたと

言われております。それで、日本酪農の父・宇都宮

仙太郎について話を進めたいと思います。 

 

 

2．宇都宮仙太郎と 4 日会とデンマークモデルと協

同組合 

宇都宮仙太郎は、エドウィン・ダンの一番弟子で

ありました町村金弥が牧場長をしておりました真駒

内牧牛場に行きまして弟子入りするわけであります。

1885 年 19 歳の時であります。その翌々年、本場の

アメリカに行って勉強しようということで渡米しま

す。3 年間行きます。帰国後は雨竜農場、それから

自営しますが、そこで道内初の民間人バターを製造

します。一時東京に進出しますけれども、まあ失敗

に終わりまして帰ってまいりまして、大通り付近で

牧場を開きます。その後さらに白石、ここで大型の

牧場を展開いたします。さらにバター製造、ここで

道内初の木製のサイロを建設いたします。次に 1906

年に再渡米いたしましてホルスタイン基礎牛を購入

して帰ってきます、ここでヘンリー教授の講義に感

銘してデンマークモデルを提唱いたします。宇都宮

仙太郎の功績を簡単にまとめますと、酪農の技術普

及ですね。アメリカから得た酪農の最先端技術、エ

コフィードの嚆矢でありますビール粕を餌にしたこ

と、飼料作物の栽培利用、アルファルファを最初に

作ってサイレージも最初に作った。地上式の塔型サ

イロも作った。キング式牛舎それからバブコック式

の乳脂肪検定、そしてそれによる乳牛検定を行いま

した。それからホルスタイン種乳牛の輸入、民間で

最初の輸入ですね。そして今回の大きなテーマにな

ります、組合とか会社を設立したことです。最初は

1895 年に札幌牛乳搾取業組合、その後 1914 年に農

民と会社による煉乳会社を作りました。そしてそこ

に出荷する酪農家の組合を作りました。これが札幌

酪農組合とサツラク農協につながってまいります。

そして酪連ですね、雪印乳業につながってまいりま

す。 

この 4日会について話をしたいと思います。この

4 日会、札幌牛乳搾取業組合でありますが、酪農民
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が作った北海道最初の協同組合と言われております。

『札幌牛乳搾取業組合 110年の歩み』（図３）という

本がありますが、この本は高宮さんがまとめた本で

あります。これに札幌牛乳搾取業組合いわゆる 4日

会のことについて詳しく載っております。 

 

図３ 札幌牛乳搾取業組合110年の歩み 

 

その一端についてちょっと紹介します。黒澤酉蔵に

よりますと、この 4日会というのが北海道酪農発展

の温床となったというふうに言われております。

1895年に札幌牛乳搾取業組合が設立されます。十数

名の農民によって作られるわけであります。北海道

最初の酪農組合で、毎月 4日にビール粕購入代金の

精算をするために集まります。そういうことで 4日

会と呼ばれましたが、このときライスカレーを食べ

ながら、酪農談義をしたということであります。新

年会には札幌農学校の教授たちや道庁の幹部なども

交流したということであります。次にこのメンバー

が中心となりまして 1915 年に札幌牛乳販売組合を

作ります。これは練乳会社に牛乳を出荷する最初の

組合ということになります。ここでいわゆる酪農と

乳業が分かれていくわけであります。1917年に札幌

酪農組合に改称しまして、ここでは乳代交渉、それ

から飼料の共同購入、そして乳代の 5%の天引き貯金

などの画期的な事業を行いました。この時はまだ産

業組合には属しておりません。1920年代になりまし

て産業組合法に基づく組合としまして、札幌酪農信

用販売購買生産組合が設立され、その中核となって

まいります。1925 年に北海道製酪販売組合を設立、

ここで農民自身がバターを製造販売するようになり

ます。これがいわゆるデンマークモデルであります。

翌年北海道製酪販売組合連合会、いわゆる酪連がで

きます。そして 1941 年には北海道興農公社ができ

るわけでありますけども、これは最初有限会社で株

式会社となってまいります。組合からだんだん株式

会社の方に移っていく過程であります。 

次に乳牛はエアシャー種からホルスタインになっ

ておりますけども、先ほどクラークが肉牛でなくて

本格的な乳牛によって酪農しなさいということを提

唱したと話しました。それでクラークが帰りまして

間もなく、札幌農学校にエアシャーが入ってきます。

1879年です。1900年から政府の奨励品種として、こ

のエアシャーが活躍するわけであります。その後、

宇都宮がホルスタインに目をつけまして、第 2回目

の渡米の時にホルスタインを買って来ます。その前

に札幌農学校に数頭入っているんですけど、一時途

絶えます。宇都宮が中心にホルスタインの導入を推

進し、ホルスタインが奨励品種になったのは 1911年

ということで相当遅れます。ですから政府の考え方

はかなり遅れていたということになります。それか

らもう一つ、高宮さんも紹介するかもしれませんが、

アメリカ帰りの宇都宮がキング博士直伝のキング式

牛舎を建設します。腰折れ屋根、緑の屋根と赤い壁

の北海道の代表的な牛舎が誕生するわけです。北海

道のほとんどの牛舎は宇都宮が建てた牛舎をモデル

にしたものです（図４）。 

 

図４ キング式牛舎と塔型サイロから成る宇都宮牧場 

 

もう一つは塔型サイロであり、これも宇都宮が火

付け役になりました。それからホルスタインであり

ます。これは先日のあの「なつぞら」という NHKの

ドラマでは、神田日勝のモデルの天陽君が描いた十
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勝の酪農の絵が登場しました。そこにはキング式牛

舎と塔型サイロと白黒のホルスタインが描かれてい

ました。これが北海道酪農の象徴でしたが、まさに

宇都宮の産業遺産です。それからアルファルファで

すね。今、北海道の農家でアルファルファ作ってい

る農家ほとんどもういなくなりました。ほとんど外

国から輸入しているわけでありますけども、最初に、

アルファルファを作った一人が宇都宮でした。 

宇都宮の後世への最大遺産と称しておりますけど

も、まず 4日会を作ったということであります。先

ほども言いましたけど 4日会、毎月 4日に集まって

酪農談義をしていましたが、ある時、ホーズデイリ

ーマンの記事を見て良い牛が安く買えるというよう

な記事が載っていたのだと思います。それでアメリ

カから良い牛を買ってこようじゃないかということ

でみんながお金を出し合って、出かけるわけであり

ます。それで数十頭のホルスタインを買ってくると

いう画期的なことが起こり、その後日本の牛は 99%

がホルスタインになったのです。それからもう一つ

の大きな出来事は、デンマーク農業について知った

ということであります。 

 

 

3．酪農の危機と酪連の設立 

ウィスコンシン大学のヘンリー教授の退官記念で

デンマークがすごいということを聞いたわけですね。

小さなデンマークは土地も痩せて資源も少ないんで

すけれども技術は進歩していて、農村は豊かで農民

は聡明で協同組合が世界一だ。デンマークを手本と

すべしということで、帰ってきて早速、宇都宮は 4

日会でデンマークモデルを提唱するわけであります。

デンマークモデルのメインはですね、国民、農民の

教育ということとそれから組合組織が発達している

ということですね。たまたま、このデンマークモデ

ルを研究している最中に関東大震災が起こります。

1923年です。海外からの救援物資が届き、そして政

府による輸入関税撤廃、海外製品がどんどん入って

くるようになって国内の乳製品が暴落、それから受

入拒否にあうとかいろいろ大変な目にあった。そこ

でこれを何とかしなきゃいけないということの一策

として黒澤、佐藤善七らと協議して酪連を作るきっ

かけとなったのが、デンマーク研究会でした。そこ

でデンマークに派遣した技師とデンマークの酪農家

や研究者などの講演会を行って一冊の本（図５）に

まとめております。 

 

 

 

図５ 丁抹の農業 

 

その中に宇都宮がなぜデンマーク農業を推奨する

かということを述べております。これはヘンリー教

授の最終講義を聞いてその影響を書いております。 

デンマークをモデルにして、酪農が自身で酪農製

品を作ろうじゃないかということで組合を立ち上げ

たのです。1926 年にバターを作りました。佐藤貢、

雪印乳業の最初の社長ですね、アメリカ帰りですぐ

に一人でバターチャーンを回してバターを作ったと

いうところから始まるわけであります。当時の酪連

はどんなことやったかと言いますと、まず原料乳の

統制であります。練乳粉乳は 100%酪連が統制しまし

た。バター、チーズは 95から 96%を統制し、製酪事

業の統一ということで創立当時のバター生産量は全

道の 7.5%だったんですけども、10年後には 94%とほ

とんどのバターは、酪連から作られるということに

なりました。酪連の事業としてはバターが中心で、

その他チーズ、カゼインにアイスクリーム、こうい

ったものを作り、それから指導ですね。農民指導、

「酪農」という雑誌を発行しまして普及したという

こと、それから人間教育、酪農技術ですね、後の酪

農学園を作りまして酪農青年並びに組合職員の養成

に当たったということが、画期的なことであります。 

『乳と蜜の流るゝ郷』という賀川豊彦の本があり

ます。賀川豊彦は協同組合の父と言われています。

当時の北海道の酪農指導者は北海道を乳と蜜の流れ
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る郷にしようということを合言葉にして頑張ったわ

けであります。賀川豊彦がこの『乳と蜜の流るゝ郷』

という本の中で札幌酪農組合と書いてありますけど、

いわゆる酪連のことなのです。「札幌酪農組合の工場

を見ましたがね、実によくやっているのにびっくり

しましたよ。最近の凶作でも、北海道の農民が困っ

ていないというのは、全く、酪農組合のおかげと言

いますなあ。組合を作るなら、札幌の酪農組合のよ

うな、しっかりしたものをぜひ作りたいものですな

あ」という風にこの小説の中で主人公に言わしめて

います。それから同じ本の中で宇都宮仙太郎という

項目では、「ここまで来るには、宇都宮仙太郎さんの

ような先輩があったればこそできたんですよ。東北

6 県が飢饉で困っていても北海道が少しも困ってな

いというのは、全く乳製品のおかげだと言えましょ

うなあ」と佐藤理事に言わせている。その晩彼は、

佐藤氏の家に世話になって北海道の農村産業組合の

成功を聞かされて全く嬉しくなったと、産業組合の

成功例として酪連のことを小説で紹介しています。 

時間がだんだんなくなってまいりましたので黒澤

酉蔵先生の功績について少し紹介したいと思います。

黒澤は、田中正造門下でしたが、北海道に渡って宇

都宮仙太郎の牧夫となり、その後、その参謀として

製酪販売組合、それから自身の主導で酪農義塾をつ

くっております。そしてその後、酪連、明治、森永

を統合して北海道興農公社を設立、新酪農村建設を

提唱し、それを実現しております。黒澤は若い頃、

牛一頭で始めております。人力車で牛乳を販売、札

幌で 2、3 番目の乳屋でした。当時 300 軒から 400

軒。宇都宮さんが最初やった頃は 10 軒程度だった

と言っていますから、だいぶ多くはなっているんだ

けども大変なことだと思います。さらにですね、昭

和初期の農業恐慌や冷害による危機克服ということ

ですね、酪連は官民の協力を得て北海道農法の革新、

酪農経営の安定確立を目指しました。1930年代であ

ります。ここで三立主義の確立、食料の独立、飼料

の独立、肥料の独立を提唱しております。これは主

に黒澤が主導して、酪連としてやっています。牛乳

の増産、牛乳統制の強化、集乳所の整備というもの

をやっております。 

この時に黒澤の考え方を示した循環農法（図６）

というのがあります。ここで注目したいのは、酪農

というのは天と地と人の合作だと言っております。

酪農をやるためには飼料作りです。まず牧草とか飼

料作物を作るわけでありますけれど、甜菜を作りな

さいと言っています。砂糖のための甜菜と餌用の甜

菜がありますが、その副産物のパルプを家畜に与え

なさい。メインの草とか飼料作物の他にパルプを用

いなさいということであります。そして生産物、メ

インはミルクでありますけども、それよりも大切な

のが糞尿だと言っています。糞尿を土地に還元しま

すが、糞尿だけでは足りませんので化学肥料も少し

はやります。完全な自然農法とか有機農法ではあり

ません。不足分は化学肥料でやるわけです。この循

環を繰り返すことによって土がますます肥沃になっ

て健康になるというのが黒澤の考えで、これが循環

農法（図６）であります。 

 

図６ 循環農法図 

 

それから新酪農村建設事業がありますけれども、

ここでは100万、200万ヘクタールの大地を相手に、

50年から100年がかりで新酪農村を創設していくと

しています。そのためには新たに 200万ヘクタール

を農用地として開発しなければいけないが、現在こ

の半分ぐらいです。これは飼料の自給率を乳牛 83%、

肉牛 90%の抑えた場合です。完全な 100%まで行って

ない。家畜飼料の大部分を自給することを可能にす

るのには、まだまだ、草地も足りないし生産性もま

だ低い。それがために自給率が非常に低い状態にな

っているということを覚えます。 

以上、100 年前の関東大震災の突発で我が国の経

済が大打撃を受け酪農界も大恐慌に陥ったとき、4

日会のメンバーは応急対策として乳製品輸入関税の
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復活運動展開、次いで組合による製酪事業を開始し

て窮状を救った歴史に学んで、現在の未曾有の酪農

危機を突破できれば幸いであります。ご清聴ありが

とうございました。 

 

 

第２報告 井上将文（北海道大学） 

昭和戦前期における連続凶作と北海道酪農の形成

― 産業組合の動向を中心に ― 

 

はじめに 

では、こちらで資料の共有をさせていただきまし

た。では早速始めていきたいと思います。井上報告

分のテーマは昭和戦前期における連続凶作と北海道

酪農の形成、産業組合の動向を中心にということで

させていただきたいと思います。では続きまして 2

ページ目になりますけれども、まず報告の構成から

お話ししたいと思います。全部で 3章構成になって

おりますので、時代は第一次世界対戦後の北海道の

酪農事業の導入から 1930 年代の経済更生計画の時

代までやっていきたいと思っております。 

まず報告の趣旨について見ていきますけれども、

産業組合による酪農奨励事業の推進課程の検討を通

じて、各町村地区単位で設置された産業組合が戦前

期北海道酪農における主要なアクターであったとい

う点について確認していきたい。報告についての重

点になりますけれども、第一次世界大戦後の大正期

の宮尾農政の時代、そして昭和戦前期の北海道第二

期拓殖計画の策定と展開について、そして当該期に

おけます森永や明治といった各民間の乳業資本の動

向について、そして中央の国策や政策との関係です

ね、北海道における酪農事業と政党内閣期の産業政

策や昭和恐慌後の産業、財政政策高橋財政といった

国策との関係ということですね。主に大正後期から

昭和戦前機にかけての戦間期と呼ばれる時代の北海

道酪農について通史的にお話できればいいなという

ふうに思っております。 

報告の意義についてですけれども、農業協同組合

の前身と位置付けられております各町村の産業組合

による酪農事業の推進過程の検討を通じまして、そ

の作業が農業協同組合による酪農事業の歴史的背景

を明らかにする作業になるというふうに考えており

ます。戦前期の北海道における酪農事業の展開過程

を通観することで当該期の北海道において酪農が必

要とされた史的背景を浮き彫りにすることができる

のではないかというように考えております。 

 

 

第 1章 第一次世界大戦後における「宮尾農政」の

開始と乳業資本の進出 

第 1節「宮尾農政」の開始と酪農事業の導入 

では第 1章に入っていきますけれども、第一次世

界大戦後の宮尾農政の時代の乳業資本の進出につい

てです。まず宮尾農政の時代の酪農導入の政策的な

背景から見ていきますと、第一次世界大戦期の北海

道では豆類やでんぷんの連作、掠奪的な農業の推進

と関係してその地力、土地の生産力の問題が深刻化

していました。こうした状況であったにもかかわら

ず、時の政府、原敬政友会内閣は米騒動の勃発を契

機として国内における食料自給力の強化を志向しま

して、北海道を食料基地として据えていくに至りま

す。こうなりますと土地の生産力が落ちている北海

道の現状とその食料生産という求められる役割にそ

のギャップが生まれてしまいます。 

このギャップを埋めるために北海道農政上の最重

要課題となったのがこの地力の再生であったという

ことになります。こうした時代におきまして原敬内

閣は、宮尾舜治という人物を道庁長官に任命します。

宮尾は、植民地台湾などにおいても実績のある長官

で、原敬政友会内閣によって道庁長官に指名された

人物です。就任直後、札幌産業畜産組合長の宇都宮

仙太郎らがデンマーク式の酪農の導入を宮尾長官に

提言しまして、宮尾長官がこれに早速同意しまして、

翌年には酪連の創始者の一人になります。深沢吉平

前音江村長ほか道庁の関係者数名をデンマークに派

遣します。これ以降、甜菜の栽培と合わせて乳牛の

飼養が奨励されていくということになっていきます。 

この宮尾道庁長官時代の酪農に関する重要な動き

としては、畜産調査会というものに対して、地方費

の補助を与えていることがあげられます。この会は

1919 年に宇都宮仙太郎や持田謹也といった有力畜

産家の提唱によって作られたものだったんですけれ

ども、宮尾長官の時代に道庁が補助金を出すまでは、

活動不能に陥っていたんですね。お隣りにまとめて

おりますけども、全部でその牛や馬、乳牛や馬産に

関する、振興項目が 8つほどあるんですけども、こ

のうち、第 2部以外の全てが酪農と関わってくる内

容でした。酪農に関する内容としては、補助金の増

額であったり種畜の保全であったりその他、販路の

確立、各種設備の充実といった環境を整備していく

ということが確認されております。この会議で決ま

った内容は実際の北海道の農業政策にも反映されて

おりまして、上川支庁が畜産方針案を策定するんで

すけれども、この内容を検討しますと、畜産調査会

の各部にて承認された事項とほぼほぼ一致するもの

でした。 
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以下、補足になりますが『丁抹の農業』という本

ですけれども、上士幌の開拓指導者であった安村治

高丸という人物が自身の日記に「デンマークの農業

は 9 月下旬配本とのこと、高倉商店より 9 月 10 日

まで送本代支払へとのこと」、と記しております。つ

まり、安村が『丁抹の農業』を高倉商店から購入し

ているという事実は、同書が、開拓指導者の指南書

として必要とされていた、いいかえれば、酪農が開

拓指導の一環として重んじられていたことを裏付け

ているといえるでしょう。 

 

第 2節「宮尾農政」の開始と乳業資本の進出 

あわせて、宮尾農政の時代で重要になってくるの

が、民間の乳業資本、森永や明治といった企業の進

出ですね。まず見ていきたいのは空知地方の砂川町

です。1925 年に砂川町に森永が進出してきまして、

この森永の進出に当たりましては、現在、町として

独立している奈井江町と現在も砂川市の一部地区で

ある吉野地区で、凄絶な招致合戦が行われまして、

その結果奈井江が勝利したという記録が残っており

ます。つまりその酪農経営に対する砂川町の農家の

関心が非常に高まっていたといたことがわかるエピ

ソードではないかなと思います。そして、この乳業

資本の招致成功後、砂川町では乳牛 600頭を数える

に至っております。 

1925 年当時の空知地方における酪農経営状況に

ついて見ると、ホルスタイン種を数 10 頭単位で飼

養している酪農家や牧場がいくつか点在していたこ

とに見られるように、当時としては大規模な酪農経

営が実践されていました。このように空知地方は、

酪農の先進地域として見なすことができると思いま

す。こうした先進地域であったからこそ、森永も砂

川町に乗り込んできたと思われます。その後、森永

は空知のみならず、上川や留萌方面までも包括する

巨大集乳網を作っていくことになります。 

続きまして網走町の事例ですけれども、こちらは、

砂川とは違ってまだまだ酪農というものが定着して

いない地域でした。森永が野付牛に工場を作った背

景には、政治的な事情が絡んでおりました。森永の

進出の背景には、宮尾舜治道庁長官の意向がござい

まして、宮尾は「森永からの練乳工場を設置したい

からとの申し入れに、欣然拓殖途上の本道にこれは

メッケ物として、早速イの 1番に政友会道議にして

道会副議長の後に議長になる前田駒次という人物を

紹介」しています。この森永と宮尾道庁長官のやり

取りを押さえておく必要があります。まず宮尾は、

政友会の内閣に任命された道庁長官であり、前田は、

政友会の道議にして野付牛における政友会の実力者

です。ですから、森永に対して宮尾が野付牛を推し

た理由としては、この前田という政友会の有力者が、

野付牛にいたことと大きく関係していました。この

政治的なつながりを手掛かりに、森永は野付牛へと

進出してきたといえます。 

森永の進出は、網走支庁管内全体が酪農の新興地

帯として台頭してくる下地になりました。簡単に紹

介しますと、野付牛のみならず、現在の北見市の一

部である端野や美幌町、そして、現在の網走市の各

部落から野付牛の森永工場へと乳が集中する状況に

なっていたということですね。つまり、森永という

乳業資本の進出に伴い、北見地方には、野付牛を中

心とする集乳圏ができてきたといえるのです。 

このインパクトの大きさを裏付けるものとしまし

ては、美幌町におきまして 1928年に 10カ年で乳牛

1800 頭という長期計画を立案していた点が挙げら

れます。この点は、森永の野付牛進出のインパクト

の大きさを物語るものではないかと思います。つま

り、乳業資本の工場ができたことで、乳を買っても

らえるという計算があるからこそ、これだけ大規模

の乳牛増殖計画を立てることができるのではないか

と思われます。 

もう一つ、乳業資本の進出の例について見ますと、

名寄町ですね、名寄町にも大日本練乳という大きな

練乳会社が市街地に進出してきまして、以降、和寒

村以北の 30 か村の牛乳がこの大日本練乳株式会社

の工場に集まってきた、すなわち、道北最大規模の

集乳圏がこの時期できていたということが、『美深町

史』から確認できました。 

次に、十勝地方における糖業資本の進出について

見ていきます。宮尾農政の時代道庁は、その甜菜の

栽培を酪農と一体で奨励していたわけですね。そし

て道庁の農地試験場に糖務部、道庁産業化に糖務課

というものをそれぞれ設置していたました。それに

先立って 1920 年に人舞村後の清水町に日本甜菜株

式会社が進出していました。日本甜菜株式会社は、

乳牛飼養の奨励ともに製酪工場を付設していたとい

うことなんですね。 

そして、1922年に宮尾長官のもとで乳牛飼養の奨

励とセットで甜菜の栽培が奨励されますと、第一次

世界大戦後の豆の連作の影響などで地力が減退して

いたということとも関係しまして、清水地方を中心

に乳牛飼養熱が高揚してくることになります。先に

お話ししたように、清水方面は、乳業資本による酪

農奨励が行われていた地域だったので、道庁からし

ても酪農と甜菜を組み合わせた混同農業の導入に取

り組みやすい地域であったと思われます。 

そして 1922 年には道庁の方で甜菜耕作補助規定
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が制定されまして甜菜耕作農家の乳牛導入に対して、

購入資金の 4分の 3から 1/2の補助が進められてい

きまして、この規定の公布以降、人舞村では乳牛頭

数が一気に増えていくということになります。さら

に、翌年には、宮尾長官の肝いりもございまして、

ドイツ人一家のコッホ一家が日本甜菜製糖会社清水

工場の付近に移住してきまして、人舞村の甜菜栽培

農家の指導的な立場となっていきました。ドイツ側

の研究によると、当時ドイツは、大変不況だったの

で、ドイツ人一家の農家にとっても日本で模範農家

になるというのは、決して悪くない話であったとい

う風に言われております。 

清水地方における、その後の糖業資本の発達の変

遷について見ていきますと、日本甜菜製糖は明治製

糖株式会社になって行きます。そして、明治製糖の

清水工場になってゆきます。そして明治製糖も酪農

奨励を進めていきまして農家の乳牛買い入れ代金の

補助などを進めていきます。そして 1924年には、河

西鉄道が設立されまして、牛乳の輸送に貢献してい

くことになります。1927年には人舞村は、清水村と

いうになりまして、翌年には明治製糖株式会社の製

酪工場が傍系の明治製菓会社に経営を移しまして、

明治製菓清水製乳工場となっていきます。このよう

な変遷の中でも、酪農はずっと奨励されていきまし

て、1926年に 156頭であった乳牛頭数は、清水町の

時代の 1930年には 444頭を数えるに至ります。 

ここまでの内容を小括していきますと北海道にお

きまして、地力の回復が、政府の目指す食糧政策の

達成の上で必要不可欠になっていった。そして、こ

の地力の回復のために酪農と組み合わせた甜菜の栽

培、すなわち混同農業が、宮尾農政のもとで進めら

れていく。具体的には畜産調査会の調査や清水地方

への模範農家の招致であったり、乳業資本を招致し

ていくといった動きがありました。つまり、北海道

酪農の先駆けとなっていったというのが宮尾農政の

一つの大きい意義ではないかと考えております。 

 

 

第2章 北海道第二期拓殖計画の策定と北海道にお

ける酪農事業の拡大 

第 1節 北海道第二期拓殖計画（第二期拓計）の策

定と北海道酪農 

続きまして、第 2章の内容ですね。北海道第二期

拓殖計画の策定と北海道における酪農事業の拡大と

いうところで見ていきたいと思います。この第 2章

でキーワードになるのが、この北海道第二期拓殖計

画、第二期拓計というものになります。1926年、道

庁は、20年後の北海道の人口到達目標を 400万人か

らその 600万人に修正していきます。この背景には

時の政府、政友会の政権から憲政会の政権に変わっ

てるんですけども、この憲政会の政権〔報告者注：

第一次若槻礼次郎内閣〕というのが、移民の受け入

れ地としての北海道の役割を高く評価していました。

そして、この憲政会に入ってきたのが北海道製酪販

売組合連合会（酪連）の関係者たちでした。黒澤酉

蔵以下酪連の指導者層が、憲政会の北海道支部に入

り、第二期拓計の策定に関与してくるんですね。黒

澤たちは、憲政会案という拓殖計画の原案を作成し

ています。この時、中心になっていたのが、深沢吉

平だったそうです。 

憲政会案の酪農部門では、産業政策の一環として

酪農が重んじられていました。具体的な内容を見て

いきますと、農民離散の主因として地力の減耗を掲

げ、これを救済する方法として基本種畜奨励、畜牛

奨励といった酪農事業と密接な各種事業の充実を掲

げています。 

ここで、重要になってくるのは、憲政会案におい

て農家の定着という観点から、酪農が重んじられて

いた点です。この点は、移民の受け入れ地として時

の憲政会政権が北海道を重視していたということと

関係しています。注目すべきは、この憲政会案が、

北海道の一地方支部の意見にはとどまらないもので

あったということです。東京にあった憲政会の本部

も、この黒澤たちの意見を承認しているんですね。

ですから、黒沢らが策定した憲政会案は、一地方支

部の意見書にはとどまらない、政治的影響力の強い

ものとして捉えることができます。 

ゆえに、この後策定された道庁案は、この憲政会

案を下地にした酪農計画を樹立しています。黒澤た

ちが第二期拓計の策定に関わっていたと言われる一

番大きな理由は、彼らの策定した憲政会案が、中央

の憲政会の本部か承認されていたということと関係

しているでしょう。憲政会案に基づいた酪農奨励案

には、畜牛増殖の目標であったり、種オスの牛の購

入補助や、繁殖用の移入のメス牛の購入の補助であ

ったり、酪農組合の助成だったり、その他様々な設

備投資に対する補助、技術員への補助などが入って

いまして、これらが全て、実際の拓殖計画の中に盛

り込まれていきます。 

そして、1927 年 1 月、第一次若槻礼次郎内閣は、

人口 600万人、移民 198万人、牛馬 100万頭達成を

骨子とする第二期拓計を承認、確立するに至ります。

以降、改めて北海道は、移民国策上の最重要地域と

して位置づけられていくことになります。この勅語、

ブラジル移民も増えてきますが、北海道の移民数が

ブラジル移民数を下回るということもありませんで
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した。そして、移住地としての北海道の経営策とし

て第二期拓計に盛り込まれたものが、次に紹介する

する民有未墾地開発事業というもので、この事業も

また、北海道における酪農地帯の形成と間接的に関

わってくることになります。 

民有未墾地開発事業とは、道庁が、道内外の自作

農希望者に資金を貸し付け、地主の有する未墾地を

買い取らせて入植させるという、第二期拓計中に盛

り込まれた移民政策の一つです。まあ要は、地主の

使っていない未墾地を、自作農として入植したい道

内外の希望者に斡旋して住まわせるという意味合い

のものです。ただし、資金を借りたものは、それを

道庁に返さなくてはいけないので、利用には一定程

度の資本が必要でした。また、土地を所有する地主

の承諾も必要になります。しかし、胆振東部の地主

は、所有地が火山灰地だったこともございますので、

土地の開放に非常に積極的でした。 

以下、見ていくのが、その胆振東部における民有

開発事業を通じた酪農地帯の形成過程となります。

事例を 2 点ほど紹介します。まず、1 点目が、苫小

牧町の植苗トアサの形成ですね。こちらは、1931年

2 月に新十津川の酪農家であった橋向清蔵という人

が植苗トアサの民有未墾地へと入植してきます。6

年後には酪連が集乳所を設置していたことから、同

地区には、一定規模の酪農地帯が形成されていたと

思われます。そして現在、植苗トアサ地区は、酪農

経営がほとんど行われていない苫小牧にあって、唯

一の酪農地帯として存続しているとのことでした。

そして、橋向さんの一族も数年前までは、乳牛を飼

養していたということでした〔報告者注 勇武津資

料館学芸員主査武田正哉氏からの御教示による〕。 

もう一つは、有名な話なんですけれども、遠浅・

フモンケ酪農部落の形成です。滝川や砂川で酪農を

経営していた山田哲、富樫鉄之助といった元滝川産

乳組合員がこの遠浅・フモンケの未有未墾地に入植

してきました。この経緯にも政党のつながりがあっ

て、山田らを、立憲民政党の道議だった深沢吉平が

支援していました。深沢は、酪連の幹部であると同

時に、民政党の道議という立場でもありました。す

なわち、深沢と移民の一人だった山田哲は、民政党

の道議とその支援者の関係になります。また、この

遠浅・フモンケの民有未墾地に入植した移民の中に

は、深沢が連帯保証人となっていた者も確認できま

した。 

 

第 2節 昭和恐慌の深刻化と酪連の台頭 

ここからは、酪連の台頭について整理したいと思

います。第二期拓計に酪農組合への補助が組み込ま

れたことは、酪連の活動に対して、財政的な裏付け

を与えることになりました。酪連が台頭してくるの

は、1920年代後半からの乳業界の不況と関わってい

ます。まず、名寄について見ていきますと、1928年

5 月に大日本練乳株式会社が名寄町の集乳所を閉鎖

してしまいます。これを受けて、名寄の最大の実力

者で酪農経営にも関わっておりました、太田鉄太郎

という人物が酪連に救済を求め、産業組合を組織し

て酪連に加入し、結果、酪連に集乳所設置が実現し

ます。道北に一大集乳圏を作っていた大日本練乳が

いきなり乳の受け入れを拒否し、その大日本練乳が

受け取るはずの乳を酪連が肩代わりしたことは、道

北方面の酪農経営を継続させたという意味で、非常

に重要ではないかと考えます。 

続きまして、野付牛の事例についていきますけれ

ども、こちらも 1930 年以降に浜口雄幸民政党政権

が井上財政のもとで産業合理化を進めた結果、国内

製品の価格が下落します。このことは、地方の乳牛

飼養農家にとって、非常にまずい問題でした。1930

年 9月には、森永の野付牛工場が取引先の農家に対

して札幌の三等乳品同様の値段で買うという通知を

行いました。それでは食っていけないということで、

その翌月には、野付牛他 5か町村の酪農の関係者が、

産業組合組織である北見中央酪農組合というものを

組織し、今度は、森永に送るはずの乳を酪連へと送

りはじめます。 

他方、八雲町でも同じような事例がありまして、

1931 年の大日本練乳株式会社による牛乳の受け入

れ制限断行に対して、幡野直次という徳川農場の指

導者が、余剰乳の発生を憂慮して産業組合に酪農部

を設置しました。このことは、酪連側も歓迎してい

て『八雲新報』は、黒澤酉蔵がこの酪農部の創立総

会には出席していると報じておりました。 

以降、酪連は大日本練乳の施設を継承してバター

製造を開始しまして、八雲ほか狩太、黒松内、長万

部、瀬棚といった地域を集乳範囲にしていきます。

酪連八雲の集乳範囲における酪農経営について見て

いきますと、酪連に乳を納めていた狩太の方では、

1932 年に 413 頭の乳牛を数えまして、1934 年には

村是、村の方針としてホルスタイン種の飼養を奨励

していきます。他方、長万部の方では、ホルスタイ

ンの導入とともに産業組合による畜牛飼養奨励が始

まりまして、1937年時点で 538頭の畜牛が確認でき

ました。 

ここで、酪連について簡単に補足しておきますが、

酪連の性格を一言で言えば、拓殖計画の下で補助の

対象になる国策企業です。この性格について最も端

的に表している新聞記事、北見市中央図書館に所蔵
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されておりました『北見毎日新聞』の記事になりま

すが「製酪組合は、道庁の拓殖計画上の補助ある故

採算ができるのであって同じ畜産加工をなす森永な

どは、営利企業であるために補助なく率先して乳価

の値下げをしなければならぬ」という記述がありま

した。つまり、酪連は、第二期拓計の補助を受ける

国策企業という性質上、他の乳業資本が買い取れな

い生乳の受け入れが可能だったと言えるわけです。

ですから、昭和恐慌期の酪連の台頭の最大の歴史的

な意義は、危機的状況に立たされていた草創期の北

海道酪農を継続させていたという点にあるといえま

す。 

続きまして、恐慌以降の酪農の発展というか、復

活してくる過程なんですけども、この過程において

キーワードになるのが産業組合というものになって

きます。こちらは、斎藤実内閣期の農林大臣だった

後藤文夫農相たちが進めていた、いわゆる後藤農政

のもとで産業組合の拡充計画が始まっていきまして、

この時代に道内各地では、産業組合が酪農事業主体

として台頭してきます。このことは、産業組合を中

心として経済更生をはかる後藤農政の特質と関係し

ています。中村隆英や有馬学の通史に見られるよう

に、戦後の協同組合につながるということで、産業

組合運動は評価される傾向にあります。 

以下、産業組合が北海道の酪農事業主体として台

頭してきた背景について整理します。まず、酪連の

動向が挙げられます。酪連は、産業組合を介してで

はないと乳を買い取らなかったため、各地の産業組

合が酪農事業主体として台頭してきた。次に、第二

期拓計に先立つ 1926 年における、酪農奨励規則の

制定が挙げられます。これにより産業組合が奨励金

の公布対象になったことで、産業組合が酪農事業に

参画してくるハードルが下がってきた。そしてもう

一つが、造田地帯における大凶作です。造田限界地

帯、特に道東のオホーツク、十勝方面になるんです

けれども、その大凶作のせいで離農するものが後を

立たなかった。これは、確認した限りですけども、

池田町の千代田や東台、士幌村の佐倉、網走町の呼

人、卯原内といった道東の各地方で米作りに失敗し

て離農するものが非常に増えてきた、米作りが凶作

以降には一転して離農の主因になっていた。そこで、

米作りに変わる新しい営農手法として、酪農が奨励

されていくということが一つ、産業組合が酪農に手

をつけていく重要な背景になっておりました。 

以下、産業組合による酪農奨励の取り組みについ

て、十勝、網走、留萌を対象に見ていきます。いず

れも、造田地帯における凶作被害が顕著だった地域

です。十勝では、幕別、新得、帯広、清水など各地

方で乳牛の導入であったり、種オスの牛の導入やそ

の他各種設備の充実が、産業組合において図られま

した。網走の方では、野付牛の産業組合が酪農部を

新設するなどして、産業組合による酪農指導が進み

ました。留萌地方を見ていきますと、産業組合の指

導者であった伊藤粂三という人物が宇都宮仙太郎ら

酪連の有力者を招き酪農講習会を開催するなど、酪

農事業推進の担い手になっていました。この伊藤粂

三が最も力を入れていたのが、酪連の分工場を苫前

村に招致するということでした。以下検討していく

のは、伊藤直筆の日記なんですけども、酪連招致に

関する記録が、かなり残っております〔写真 1〕。 

 

 

写真 1 苗穂における分工場設置運動について記す、苫前村

の産業組合長伊藤粂三の日記（1934年2月4日の条。JA苫前

るもい支所所蔵）。 

 

例えば、1934年 2月 5日の条には「電車にて苗穂

村製酪工場に 10時 40分に着き製酪工場理事佐藤善

七氏に当苫前村に分工場を設置請願し昼食を同工場
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内で頂き」というふうにありまして、要は、苫前か

ら苗穂の酪連工場に午前中に着いて、酪連の理事だ

った佐藤善七と面会し、分工場設置について請願す

ると、そして工場を中でご飯をもらって食べたとい

う内容です。翌年の日記には、黒澤酉蔵の自宅に赴

いてその分工場設置について計りに行く、といった

記述も残っております。こうした数年に及ぶ招致運

動の結果、酪連は 1937 年に苫前村古丹別という内

陸部の市街地に進出して、分工場の操業を開始して

おります。 

苫前村の酪農経営の他地域への影響ですが、戦中

期には北空知の秩父別村というところで古丹別から

乳牛を導入し、乳牛頭数が増え酪農経営が進みまし

た。戦中期になると、苫前村からの乳牛導入によっ

て、北空知方面の酪農経営が盛んになっていたこと

がわかります。 

以下、1930年代における苫前村の酪農事業の変遷

なんですけれども（表 1）、経済更生計画が始まった

1932年以降、順当に乳牛頭数伸びていて生産生乳量

も増えていったことが確認できます。残念ながら

1930年代後半以降、統計資料の不足によりましてわ

からない点も多いんですけれども、ただ第二期経済

更生計画の始まった翌年には酪連が古丹別への進出

を決めておりますので、やはり、苫前村の酪農は、

その後も順調に進み、乳業頭数や生産生乳量も順当

に伸びていったのではないかと予想されます。 

 

表1 経済更生計画期における苫前村の酪農事業の変遷 

 

 

小括していきますけれども、この章で重要だった

のは、まず北海道第二期拓殖計画の策定というとこ

ろですね。この点が、非常に重要な点になっていき

ます。そして酪連の関係者が憲政会に進出してき拓

殖計画に酪農を盛り込んでいったと、そして酪連の

台頭の背景には、第二期拓計下の補助があって、こ

の点が恐慌のもとでも、酪連による乳の買取が停滞

しなかった要因ではあったといえます。そして、民

有未墾地開発事業の推進は、胆振東部で酪農地帯が

作られていく契機になりました。他方、1932年以降

の後藤農政のもとでの産業組合で拡充運動が、北海

道において産業組合が酪農経営のアクターとして台

頭してきた、一つの要因でした。 

 

 

第3章 経済更生計画の展開と好況下の北海道酪農 

第 1節 経済更生計画の開始と酪農奨励 

続きまして、第 3章に入っていきます。経済更生

計画の時代と好況下の北海道酪農ということで見て

いきたいと思います。 

まず、経済更生計画の下での酪農事業の推進につ

いて見ていきますと、まず一つ目が安平村ですね。

こちらにつきましては、その例えば空知方面の酪農

家が遠浅、フモンケの民有未墾地に進出しまして、

入植と同時に乳牛 240頭を輸入して酪農経営の下地

を作っていきました。この事例は、新規に入植した

移民が、生活の手段として酪農を重視していたこと

を裏付けるエピソードとして重要といえます。 

そして 1933 年には、経済更生計画中に酪農分野

盛り込まれまして、その達成率を実際に調査してみ

たところ、86%となかなかの高率で達成されていまし

た。 

 

 

写真2 安平町早来の日本最古の木造サイロ（2023年2月15

日、報告者撮影）。 

 

写真 2は、現存している日本最古の木造サイロと

いうことで、今年の 2月報告者が調査してきました。

遠浅地区から移築してきたもので、胆振東部地震の

震災遺構としての役割も果たしているということを

関係者の方からご教示いただきました。 
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表2－2 経済更生計画前後の安平村の乳牛頭数 

 

 

続きまして、表 2－1は、安平村の乳牛頭数と経済

更生計画下における乳牛増殖目標となります。だい

たい、5 カ年間で千頭近く増加するという計画で、

その成果について見ていきますと（表 2－2）、実際

の目標よりはやや少なくはあるんですけれども、2

倍以上の乳牛増殖を確認できました。 

安平村における乳牛増殖の要因について検討する

と、これは、酪連と森永の進出と関係しています。

このことは、山田忠次郎村長兼産業組合長の積極的

な働きかけと関係しています（写真 3）。1932年から

1933年にかけて、酪連と森永が安平村早来に進出し

てきまして、酪連が日本初のチーズ工場を設置して

いるということも一つのトピックスとして挙げられ

ます。この 2大乳製品工場の設置の結果、安平村の

酪農業は急速に発展していったということが、早来

の農協史（安平町早来公民館図書室所蔵）にも書か

れておりました。 

 

 
写真3 山田忠次郎村長像（左）と顕彰碑（右） 

 

この早来の乳業資本の進出なんですけども、これ

は早来一村のみならず、周辺地域にも多大な影響を

与えてるんですね。まず、隣接する胆振支庁管内の

厚真村、そして角田村の御園部落、現在の栗山町御 

 

 

園地区、そして、石狩支庁管内の千歳村の阿宇砂里

方面からも、安平の各工場へと送乳されていました。

以上のことから、安平村を中心とする集乳圏ができ

ていたことを、確認できるでしょう。 

続きまして、経済更生計画下の酪農の状況という

ことで、網走ですね。網走の経済更生計画では、国

鉄周辺の部落で酪農が奨励される、呼人、卯原内、

北浜という 3つの部落で酪農経営が重視されており

ました。網走の経済更生計画では、国鉄の沿線以外

ではあまり酪農が重視されない傾向にありました。

その成果は、残念ながら、統計資料の不備で数字で

は把握できなかったのですが、『網走市史』には「好

況の時代に入ったので 5カ年を待たずして達成する、

というよりははるかに突破したであろう」とあり、

相当の成果を収めていたのではないかと思われます。 

 

第 2節 高橋財政下の好景気と明治・森永の再台頭 

先ほど、網走の話の中で、好景気について言及し

ましたが、その好景気というのは、どこから来たの

かというと、高橋是清蔵相の財政政策、高橋財政と

いうものですね。1932 年から 1933 年にかけて関税

の引き上げや輸入の防遏といった影響で乳業界が大

変な好景気を迎えていきます。これは、森永の社史

にも書かれてるんですけども、高橋財政の影響で、

乳業界が大変な好景気になっていた。当時の乳業資

本の動向について、森永から見ていきますと、森永

の生乳生産量は、1933年に北海道の生産乳量の 6割

を占めるに至っております。そして、乳価の上昇に

伴い好景気になりまして、由仁村の東三川部落にて、

コンクリートサイロ 50 基分の助成金を出資してい

たという話も残っております。そして 1936年には、

中国南洋向けの輸出用コンデンスミルクの生産を始

め、38年には空知工場で飴の製造を始めていく。以

上から、森永が好景気の影響を受けていた様子が分

かります。 

続きまして明治ですけれども、清水の明治製糖は、

好景気の影響を受けていたことに加え、森永に比し

て恐慌の影響を受けていなかったようで、恐慌の最

中であった 1930 年当時においてさえ、練乳生産を

開始して牛乳の受け入れ進めておりました。そして、

  

 
  

 
安平村の「経済更生計画書」及び『早来町史』より作成。 

安平村全体の乳牛頭数
1932 676
1938 1380

  

 
  

 
 

1932年の乳牛頭数 1937年の目標頭数 5か年間の増殖目標頭数
安平村全体 676 1588 912
うち、遠浅・フモンケ地区 280 650 370

表2－1 安平村の乳牛頭数（1932年）と経済更生計画における乳牛到達目標 

 

― 34 ―

酪農乳業史研究　第20号　2023.8



その後、好景気の時代になっていきますと、工場の

あった清水では、乳牛飼養戸数が、全体の 3分の 1、

42.8%にまでなっていく、そして、牛乳の生産石も 1

万石を超えていきます。そして、1936年には、十勝

東部の酪農振興に一役買っていた新田牧場を買収し

ます。 

新田牧場につきましては、昨年の 9月から新田の

森記念館にて新田潔社長のご厚意で、日記を調査す

る機会に恵まれました。新田牧場では、種雄の候補

になる牛がたくさんいて、その中から絞っていたこ

となど、非常に大規模な酪農経営を行っていたこと

が確認できました。  

森永明治と産業組合の関わりについて見ていきま

すけれども、まず十勝方面、清水の方では、酪連が

出てきたことで、従来の明治に加わる新しい販路が

出てきたというのが、1930年代の酪連の台頭の十勝

清水方面における意義だといえます。 

北見方面におきましては、一時期産業組合の酪農民

と企業の関係が、悪化していたんですけれども、好

景気になってトラブルが解消されていました。景気

の回復以降、森永は産業組合からミルクを受け取っ

ていたと考えるのが妥当でしょう。 

胆振方面ですけれども、こちらも産業組合の受け

入れ先として、森永と酪連の「二大工場」があった

という点、簡単に確認していきます。厚真村には、

上厚真という部落があったんですけども、最盛期に

40頭の乳牛がいて1戸7頭の多頭飼養も行っていた

と言われております。厚真町青少年センター図書室

所蔵の郷土資料は、その背景に「遠浅や早来のチー

ズ工場や練乳工場への集乳販路が存在していた」こ

とを挙げています。これらは、酪連遠浅工場と早来

森永工場を指しています。つまり厚真村の酪農の発

達は、隣接する安平村に 2つの販路が存在していた

ということと関係していたのです。 

ここまでの内容について小括しますと、北海道で

は経済更生計画が酪農事業推進の指標となっていて、

安平と網走では、これに基づいた乳牛増殖が進めら

れていたということでした。そして、高橋財政に触

発された 1936 年までの好景気が、森永や明治とい

った乳業資本が再台頭してくる契機になっていたと

いえます。 

そして、各地の産業組合と乳業資本の関係ですけ

れども、酪連が出てきたということで、全ての産業

組合が酪連に鞍替えしたのではなく、多くの産業組

合にとって酪連の台頭は、従来の乳業資本に加わる

新たな販路の登場を意味するものであったと思われ

ます。 

 

おわりに 

最後にまとめていきますけども、まず簡単に北海

道酪農史における酪連台頭の意義としましては、危

機的状況に立たされた草創期の北海道酪農を継続さ

せたという点にあるのではないかと考えます。酪連

は、第二期拓計下の補助を受ける関係で、不況下に

あっても他の乳業資本が買い取れない生乳の受け取

りが可能でした。酪連の台頭は、産業組合が、酪農

事業のアクターとして台頭してくる主因でもあった

と考えられます。 

ただここで補足したいのは、酪連のみならず（酪

連ももちろん重要ですが）、明治や森永といった、酪

連に先行して台頭してきた乳業資本の存在もまた、

重要だということです。従来の研究では、明治や森

永といった民間資本は、酪連台頭の前史のような扱

いだったといえます。産業組合を組織する乳牛飼養

農家にとって、明治や森永といった乳業資本は酪連

同様、重要だったと考えます。 

戦前期の北海道酪農に着目する意義としては、当

該期の北海道が与えられていた役割、移民の受け入

れや食料の増産といった役割を明らかにするという

手がかりとしても重要と考えております。そして、

戦中期の北海道の酪農は、戦時体制のもとで中断期

に入っていきますが、この時期においても留萌や北

空知では、酪農経営が継続されていたことが確認さ

れています。これについては、今後の課題になって

いくでしょう。そして、何よりも重要になるのが、

北海道において酪農が、戦後の第一期北海道総合開

発計画第一次において、北海道第二期拓殖計画（第

二期拓計）からのいわば継続課題のような形で継承

されていく点です。今後は、その移民の受け入れや

人口の増加、酪農の奨励を国家的課題に据える、戦

後の第一期北海道総合開発第一期と戦前の第二期拓

計の連続性に着目していきたい、もっとこれについ

ては詰めていきたいと考えております。以上になり

ます。ご清聴ありがとうございました。 
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第３報告 高宮英敏（酪農乳業史速報） 

北海道酪農発展の歴史と北海道製酪販売組合連合

会の功績 

ただいまご紹介いただきました酪農乳業速報の高

宮と申します。どうぞよろしく、お願いします。私

の先にお二方、安宅先生と井上先生からございまし

て非常にアカデミックな話で貴重なお話がありまし

た。私は比較的長く酪農乳業専門新聞の記者をやっ

ておりまして、その経験の中でですね、北海道の酪

農現場に入って先人たちが大変ご苦労されてるそう

いうのを見聞きして歴史を知るようなことがありま

した。そうした中、アカデミックではない形でのお

話をさせていただきたいと思っておりますのでどう

ぞよろしくお願いをいたします。最初に、この日本

近代酪農の発祥の地というのは、いつもなんかこの

ようなことで使っております。宇都宮仙太郎さんが

札幌で牛乳搾取業を始めて 3番目の牧場跡地でござ

いまして今は何もありません。ここは先ほどの安宅

先生がお話しされて、アルファルファをすぐつくっ

たり、黒澤酉蔵さんがこちらに明治 38 年に来て酪

農三徳、牛を飼うから嘘をつかなくていい、役人に

頭を下げなくてもいい、人々を健康にできるという

ことを聞いて、すぐに牧夫になった地であります。

非常に北海道酪農にとっても、雪印さんにとっても

重要な土地なので使わせていただいております。 

それで私の今日の報告の要旨についてお話しさせ

ていただきます。4 つございます。一つはですね、

北海道の酪農というのはアメリカ酪農を父に、欧州

酪農を母に発展したということでございます。これ

は、私が本当に記者の駆け出しの時に北海道酪農協

会の専務、副会長をされた小林道彦さんっていう、

この方は酪連の職員さんから北海道酪農協会に行き

ました。北海道の農家さんを指導された大変優秀な

方でありましたが、この方から教えられた言葉でご

ざいます。私がこれからお話しさせていただく中で、

先ほど安宅先生と井上先生からお話がありまして、

かなり重複する部分はありますけれども、その点は

事前にご了解をいただきたいと思います。まず北海

道の酪農っていうのは、米国人のエドウィン・ダン

から酪農指導を受けました。それから大正末期にな

って北欧デンマークの農業、農法を見習って実践し

ました。デンマークの組合に習ったのは、北海道製

酪販売組合、これは戦後、雪印乳業に発展をいたし

ます。それから国民高等学校がデンマークにありま

して、これは非常に農民教育で優れた、実績を残し

ておりますが、これに習ったのが北海道酪農義塾で、

現在の酪農学園の前身となりました。2 番目、それ

から北海道酪農はですね、大正 14 年に創業した北
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海道製酪販売組合が主導して発展をしてきました。

後にちょっとお話をさせていただきますけども、関

東大震災で酪農家が大変な危機になって産業組合に

よって、製酪事業で農民を救済していこうというこ

とでございました。組合は翌年、連合会になりまし

て北海道製酪販売組合連合会、酪連となり先ほど井

上先生の方からいろいろありましたけども、道庁の

支援を受けてですね、これ道庁の支援っていうのは

かつて昭和 23 年まで北海道庁というのは、国家の

直轄機関でありまして国費で北海道拓殖費と申しま

すけど国費でいろいろ支援を受けてですね、酪連事

業が非常に成功するんですけれども、酪連が成功す

るということは、北海道に酪農が普及をしていくと

いうことでございます。それから 3つ目、北海道は

ですね、ご承知のように都府県と全く気候が違いま

して、明治初期から開拓を行ってきた歴史がありま

す。で、この北海道は積雪寒冷地でありますので、

開拓初期から掠奪農業、穀菽農業を行ったためにで

すね、何度も大冷害で苦しんだ歴史がございます。

掠奪農業っていうのは、施肥を行わない農業であり

まして、農産物ができなくなるとその土地を放棄し

て他に移っていく、穀菽というのは米、麦、豆いわ

ゆる暖地型の農業を行ったものですから、大冷害で

塗炭の苦しみに見舞われたということでございます。

このようなことをやっていたのではどうにもならな

いということで、酪連の幹部はデンマークに習った

酪農、これは先ほど安宅先生の方から黒澤先生の循

環農法図がございましたけれども、循環農法で冷害

を克服していく、これはまさしく適地にあった農業

を行う適地適作を行っていくと酪農が普及するとい

うことは、冷害に強い農業を北海道で行っていくん

だなとこういうことでございます。それで 4つ目、

こういうその冷害に強い適地適作を行って成功した

事例を 2つの地域から見ていきたいと思います。一

つは、現在、日本一の酪農専業地帯となっている根

室、もう一つは先ほど井上先生の方からお話があり

ました安平町の遠浅地区でございます。根室は、今

はもう牛の数が人口より何倍も多い地域になってい

ますけども、昭和初期までほとんど牛っていうのは

いませんでした。これを今の日本一の酪農専業地帯

にしていった経緯経過をお話させていただきたいと

思います。 

酪連の創業者の方は、宇都宮仙太郎さん、黒澤酉

蔵さん、佐藤善七さん、佐藤貢さんです。後ほどこ

こに書いてる通り読んでいただき、見れば分かりま

すけども、宇都宮さんっていうのは大分県の中津市、

福沢諭吉の生まれたところでありまして、諭吉の家

からちょっと内陸に入るところに今でも宇都宮さん

の本家の方がいらっしゃいます。宇都宮さんは酪連

の会長になった時は 59歳、黒澤酉蔵さんは 40歳の

若さ、佐藤善七さんは 51歳、佐藤善七さんのご長男

の佐藤貢さんは 27 歳、非常にこういう宇都宮さん
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はこの当時からでも牛で一家を成しておりまして、

神様のような存在だったということなんですけれど

も、こういう方々が北海道製酪販売組合をつくるん

です。宇都宮さんは、ここに書いてる通り真駒内の

牧牛場の牧夫になった後、牧牛場が馬の牧場になっ

ていったので、牛をやりたいということで実家はお

金持ちだったのでアメリカに行きまして、ウィスコ

ンシン州立農科大学で勉強をされて帰ってきて、札

幌で牛乳搾取業を行います。最初に行った場所は今

の北海道知事公館、札幌に住んでる方、道内の方は

多少お分かりになると思いますけども、今は町の真

ん中でありますけども、当時は全然本当に何もない

ようなところでありました。札幌農学校の 2代目の

校長である森源三さんっていう方の土地を一部借用

しまして、牛飼いを始めて、後ほどちょっとお話し

させていただきますけど、明治 39年 12月に牛を買

いにアメリカに行きまして、約 5カ月間アメリカで

いろいろ勉強も兼ねて、それから牛を購入して帰っ

てきて、後に北海道製酪販売組合を設立したという

ことでございます。 

黒澤酉蔵さんは、足尾鉱毒事件で田中正造が明治

天皇に直訴して、直訴は失敗をするんですけれども、

一緒に鉱毒被害、救済運動を行って後に北海道に来

まして宇都宮仙太郎牧場に入った。先ほどお話しし

た通りであります。兵役を経て明治 42 年に札幌山

鼻、これも今は町の真ん中になってるんですけど、

ここで牛乳搾取業を行ったんですけれども宇都宮さ

んや佐藤さんたちと製酪販売組合を作るということ

で、酪農をやめて製酪販売組合、北海道酪農義塾の

方に専念をするということでございます。 

佐藤善七さんはですね、若い時にちょっと足を怪

我して 28 歳の時に右足を切断する不幸に見舞われ

ました。最初、道庁に勤めた後、りんご園を開いて

農業を行ってたんですけれども、後に黒澤さんや宇

都宮さんと知り合って牛飼いを始めました。その後、

長男の佐藤貢さんは牛飼いになりたくて北海道帝国

大学農学部の実科に入って、米国オハイオ州立大学

に進んで卒業して帰ってきた。札幌八垂別（はった

りべつ）って言うんですけど、札幌の南の沢、あの

真駒内のちょっと向かいあたりなんですけど、ここ

で自助園牧場というのをやってたんですが、お父さ

んたちが製酪販売組合をつくるということになった

ので、アメリカで習った技術を使って製酪販売組合

の初代技師、初代技師と言ってもバターをつくるの

はたった一人でバターを製造して製酪販売組合から

北海道興農公社、北海道酪農協同それから分社化を

していって、後に合併して雪印ができる時の初代の

社長になったということでございます。 

それで安宅先生の方から 4日会の話がありました。

安宅先生の 4日会の話はその通りでございますが、

ここでちょっと補足をさせていただきますけども、

大正 3年に北海道練乳というのが、サッポロビール

園のちょっと雪印よりのところに北海道大日本印刷

という会社あるんで、そこの裏にですねできました。

この北海道練乳が大正 4年に大正天皇の即位の大礼

があった時にお祝いとしてですね、牛乳を出荷して

くれている牛乳搾取業者を呼んでお祝いした時に、

集まった牛乳搾取業者の皆さんが組合を作ろうとい

うことで札幌牛乳販売組合を設立しました。牛乳搾

取業の皆さんは、実はこの開拓使麦酒醸造所、今の

サッポロビールが開業して牛の餌となるビール粕の

払い下げを受けられるということで設立した 4日会

の人たちが大半でした。先ほど申し上げました北海

道練乳っていうのは、株式会社ではあるんですけれ

ども、比較的農民の方々、宇都宮仙太郎さんも株主

として、また役員として入ってて、今でいう農協プ

ラントのような形で設立をされたんですけども、こ

こに出資をしている古谷辰四郎さんという古谷製菓

の社長さんがおりまして、この方の力が強くなって

いった。4 日会の皆さんは比較的乳価ではひどい目

に遭わなかったんですけれども、それ以外の方々は

非常に会社のいいなりになるようなことになってき

たので、これじゃあまずい、というので大正 6年に

なって札幌酪農組合に名前を変えて、ちゃんとしっ

かり乳価を決めてもらおうというようなことになり

ました。この時に先ほど井上先生からお話がありま

したように乳代の100分の5を備荒貯金をしようと、

つまりその農業やってると何が起こるかわからない

ので貯金をしようということで 3年間の満期にして

貯金を行いました。 

3 年後に特に黒澤酉蔵さんが主張されたようです

けれども、その原資を元にして組合を作ろうという

のが有限責任札幌酪農信用販売購買生産組合（サツ

ラク農協の前身）でございます。牛乳搾取業の皆さ

んは、そんな組合なんかいらん、お金戻せというよ

うなことだったんですけども、黒澤さんたちはそう

じゃないと、農業ってのは大変なことが起きるから

というのでこうした産業組合法による今でいう酪農

専門農協、これは日本で第 1号になる酪農専門組合

を作りました。こういうサツラク農協になる組合員

の皆さんたちが大正 14 年になって製酪販売組合を

つくったということでございます。 

それで先ほどからちょっとお話を申し上げていま

すデンマークについて、お話をさせていただきます。

これは、安宅先生もお話しされたようですけどもデ

ンマーク農業、デンマーク農法を宇都宮さんが 4日
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会の場で話すきっかけというのは明治 39年 12月に

そのアメリカに行って牛を買うということでなった

んですけども、当時ですね北海道の牛っていうのは

ほとんど雑種ばかりでホルスタインは非常に少ない、

エアシャーもいても肉牛の雑種とか非常に効率の悪

いことになっていると。こういう時にアメリカのホ

ーズデイリーマンという雑誌にホルスタインが売っ

ててそんなに高くないと。で、4 日会の皆さんから

あなたはそのアメリカに行って酪農勉強してきてる

ので英語もできるし、そういう知り合いも多いので

ホルスタインを買ってきてくれないかって言うんで、

分かりましたと。4 日会の組合長やってた宇都宮仙

太郎さんがアメリカに行ったということでございま

す。ここで昔ウィスコンシン州立農科大学で勉強し

た時にお世話になったヘンリー学長さんの退任講演

があって、先ほどいろいろ安宅先生のからお話あり

ましたようにデンマークというのは、非常に天然資

源は何もないと少ないと、でも農村は豊かだと。組

合は世界一だと、ウィスコンシン州はデンマークを

模範にしなければならないという講演をされてです

ね、宇都宮さんこれに大変感激して聞いて、帰って

きて 4日会でデンマーク農業は素晴らしいと、これ

を我々は真似たらいいのではないかということで、

黒澤酉蔵さんや佐藤善七さんなんかにもこの考え方

が伝播をしていったんですね。デンマーク熱が高ま

ったということでございます。 

で、この宇都宮さんがその明治 39 年にアメリカ

に行った時に一緒に行った方が、吉田善助さんとい

う方でございます。吉田善助さんも 4日会の組合員

でありました。吉田さんのご先祖は、岩手県の南部

藩のお武家さんで、札幌の月寒っていうところにお

じいちゃんが入りまして、善治さんっていって、そ

のご長男が善太郎さん、その長男が善助さんなんで

すけども、大変この当時でも大きな経営をされてい

て約 250町歩ほどの土地を持っているほどの大地主

として成功していたのですけども、もちろん乳牛も

飼っていました。この時に一緒に行ったのが吉田善

助さんで吉田さんは後にですね、自分の牛が牛結核

で全部ダメになって苫小牧の先の社台という地区が

あるんですけども、ここに馬牧場がありました。こ

の馬牧場っていうのは道南八雲、八雲ってのは尾張

徳川家のご家来が、入植した土地なんです。その徳

川農場の支場が社台で馬牧場をやっており、この牧

場の一角を借りてサラブレッドの生産を開始いたし

ました。これが社台牧場、明日 G1の皐月賞がありま

すけれども、今日本の、世界のホースマンを驚かせ

ている社台牧場の創業者が、この吉田善助さんでご

ざいます。 

それで次に井上先生もお話しされてましたけども、

宮尾農政と外国人の模範経営、それから第二期北海

道拓殖計画は北海道酪農にとっては大変重要なもの

でございまして、ちょっとお話をさせていただきま

す。大正 2年北海道はですね、北海道史に残るぐら

いの大冷害に見舞われました。この時にですね、餓

死者も出るひどい状況で北海道凶荒災害誌という分

厚い冷害関係の図書がありますけども、この時黒澤

さんは札幌で牛乳搾取業を行ってたんですけども、

内陸の方が大変なことになっているというので深川

一帯を調査しました。この時に先ほど井上先生から

お話しになった深川音江村、深川っていうのは米地

帯で上の方に行くと米でなくてちょっと厳しい酪農

なんですけど、ここの村長になる深澤吉平さんがお

りまして、この時深澤さんと会って冷害を克服する

には何だろうかと、それは牛だよなというようなこ

とになって話をしてみると深澤さんと黒澤さんは全

く同じ歳だった。で、農家の出身で開拓に入ってき

たと、それからキリスト教徒であるということをお

互いにその時初めて知り合いまして、生涯を通じた

友達となります。北海道議会議員、それから、これ

も全く同じ時期に衆議院議員になります。それで今

申し上げたように北海道の大冷害、これはこれまで

何度もそれも明治期もそうですけども、穀菽農業、

掠奪農業でやっていたのではもう北海道っていうの

はもたないよね、ということになった時にですねデ

ンマーク農法をやるべきではないかと。宇都宮仙太

郎さんは大正 10 年、女婿の出納陽一さん夫妻を私

費でデンマークに派遣して農業経営を行わせると同

時に研究をしてその報告を受けたということでござ

います。ちょうど宮尾舜治さんという方が第 16 代

北海道庁長官に任命されて、4日会が創立 25周年記

念式典を開いてここに北海道庁長官を招きました。

この時にデンマーク農法を導入しないと北海道って

いうのは持ちませんというような進言を受けて、宮

尾さんは後に宮尾農政と言われる大変立派な農業政

策を打ち出すんです。当時、北海道庁長官というの

は内務大臣に任命されるんですけど、宮尾さんって

のは大蔵官僚から北海道庁長官になった方なんです

けども、大蔵官僚の時にデンマークに出張してデン

マーク農業を見てデンマークの農業の良さを理解し

ておりましたので、そういった経験もあってデンマ

ーク農法はそれはいいよなっていうことで翌年、北

海道庁の職員、それから先ほど申し上げた深澤さん

をデンマークに派遣をいたします。ただデンマーク

に派遣しても北海道農民はデンマークや北欧の農業

はわからんということで、もうそれだったら直接向

こうから農民を呼んで、北海道で経営を見せてもら
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おうということを考えまして、宇都宮仙太郎さん、

黒澤酉蔵さんたちがそのような考えでありましたの

で、大正 12年 9月にデンマークから 2人、ドイツか

ら 2人を北海道に招いて札幌と十勝で模範経営を行

ってもらいました。その模範経営を行った方がマー

チン・ラーセンさん、エミール・フェンガーさん、

フリードリッヒ・コッホさん、ウィルヘルム・グラ

ボーさんの 4人でございます。デンマークのお二人

は酪農系、マーチン・ラーセンさんは、真駒内のち

ょうどこの下に写真を載せましたけども札幌冬季オ

リンピックを開いた時に選手村になった札幌南区真

駒内五輪記念公園のところで 15 ヘクタールの酪農

と畑作の経営を行いました。エミール・フェンガー

さんは琴似の昔あった農業試験場のところで 5ヘク

タールの土地で酪農と畑作を行いました。フリード

リヒ・コッホさんとグラボーさんはお互いに 10 ヘ

クタールの甜菜、主にビートの栽培を行いました。

ビートをなぜこれでやったかと言いますと北海道っ

ていうのは、当時の農業っていうのは本当に幼稚な

ものでありまして、掠奪農業といってとにかく土地

の養分がなくなったらそこを、悪い人はここはいい

土地だよって言って自分は違うところに行くような

バカなことをやっていましたので、その養分をその

酪農のように堆肥を土に入れるなんていうことは、

牛もいませんのでやっておりませんでした。ビート

っていうのは、輪作に非常に優れた成果を上げて、

それから害虫が少なくなるというようなことがあり

まして、それから砂糖、家畜ビートは別にしてその

甜菜ビートは、砂糖の振興にもなるということでビ

ートを推奨しました。 

先のマーチン・ラーセンさんの牧場で研修をした

ことがあるのは福屋茂見さんっていう方でございま

して、この時福屋さんはいろいろ見たんですけれど

も、非常に土を深く掘って堆肥を入れる土づくり、

それから春に畑を起こすの当たり前なんですけども、

秋起こしをやるっていう。なぜ秋起こしやるのって

言ったら、翌年雑草が生えないというようなこと、

それからプラウを使って馬 2頭びきで畑作業を見事

に行う、それから大事だったのは牛というのは、一

頭一頭餌の量が違うということが初めてこの時北海

道の農家さんっていうのは今はもう当たり前のよう

になってますけども知りました。周りの農家さんは

道庁が金を出してやればこの程度のことは誰でもで

きるというようなことで揶揄する方も多かったとい

うようなことを聞いておりますけれども、実はラー

センさんは必ず日曜日になるとお休みをしました。

農業っていうのは年がら年中働くもんではなくて、

まあこういうキリスト教徒の方は日曜日は必ずお休

みをする。馬車を駆ってラーセンさんはフェンガー

さんのとこにまでかなりの距離あるんですけれども

家族で行っている。フェンガーさん家族とも一緒に

仲良くしているというのを見て、これは福屋さんは

山口県のお武家さんの出なんですけども、果樹農園

をやろうと思っていましたけども、マーチン・ラー

センさんの影響を受けて酪農を行いました。要する

に循環農法ですから、福屋さんは後に北海道酪農協

会の会長になった時にですね、酪農にはこういう重

要なことがあるよねというのが、この下に写真載せ

た私の酪農心訓であります。この中に、牛乳は土か

ら搾れと、まず土をつくって草をつくって牛をつく

ると、これは今北海道の酪農業のまあ当たり前のよ

うに言われている言葉ですけども、こういうことを

考えながら見事な酪農経営をやりまして、息子さん

は後にサツラク農協の組合長になりました。平成 17

年に栃木全共がありまして、ここでチャンピオン牛

を出しました。最高賞です。牧場ができてから 75年

目、もともと成功していたんでしょうけども、75年

経って日本一の牛を生産できるまでになりました。

これこそデンマーク農法が見事に花を開いたという

ことでございます。 

それから第二期北海道拓殖計画についてちょっと

お話をさせていただきます。第一期拓殖計画は明治

43年から 15年間+2年間、お金がなくて 2年間伸ば

した、予算がなくて伸ばしたということなんでしょ

うけども、酪農は全く盛り込まれませんでした。と

いうのは、酪農っていうのは全く知識が、要するに

当時の開拓使から始まって北海道庁になるんですけ

どもよくわかりませんでした。牛はほとんど肉牛で

肉牛を、役牛として運搬用や畑おこしに使っており

ました。今まで申し上げたように北海道っていうの

は、その積雪寒冷地で、酸性土壌、泥炭地で火山灰

地、農業にはあまり適さない土地もありますので、

これではだめだというので宇都宮さん、黒澤さん、

佐藤善七さんたちがデンマーク農法を推奨するよう

になりました。これを聞いて宮尾さんも、それはデ

ンマーク農法を入れなきゃならないな、というよう

なことでやったという、欧州から農民も呼んでやり

ましたけども、実は、大正 12年に外国人を呼んだと

いうのは大正 12 年の 9 月っていうのはご承知のよ

うに 9月 1日に関東大震災が発生しまして、宮尾さ

んはこの時ですね、復興のために帝都復興院の副総

裁として、総裁は後藤新平という大変あの優秀な政

治家の方がおりまして、この方が宮尾君こっち来て

復興をやろうと言うんで、すぐ北海道庁長官を辞め

ていきました。第二期拓殖計画には最後まで見届け

ることはできませんでしたけれども、非常にこれに
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関与いたしております。北海道拓殖計画っていうの

は、昭和 2年から 20年間、この農業部門の根幹が牛

馬 100万頭計画であります。20年後に牛 50万 6千

頭、馬 42 万 2 千頭を目標に増殖しようということ

でありました。これは、もともとこの 100万頭計画

っていうのは、北海道畜産組合連合会が 3年くらい

かけてつくっておりまして、これに黒澤酉蔵さんと

深澤さんが道議会議員として当選したばかりでした

けども、すぐ計画立案に関与を致しました。この牛

馬 100万頭計画っていうのは、要するに、循環農法

をやろうというのが根底にあります。冷害に強い酪

農、循環農法を普及させようと、それから甜菜糖業

の振興、先ほど申し上げましたようにビートを組み

入れた輪作体系をつくり暗渠排水、酸性土壌の改良、

農地の深土耕、有機肥料の施肥等を奨励するという

ことでございます。それでとにかく全道全農家に馬

と牛を飼わせるというのがミソであります。濃霧地

方、これは濃霧というのは釧路や根室ではなくて大

正時代には、釧路には牛はいたんですけど根室には

ほとんど牛がいませんでした。濃霧地方とは、八雲

なんかを理解すればいいと思います。八雲は、当時、

北海道の酪農の主力な土地でありましたので、そこ

が濃霧地方の農家という風にして考えてもいいと思

うんですけども、濃霧地方の農家は 1 戸平均 10 町

歩耕して牛 2頭、馬 1頭、水田農家は、3町歩で牛

馬各 1頭、畑作農家、これ 3町歩って書いてますが

5町歩であります。すいません。牛 2頭と馬 1頭を

必ず飼って堆肥を土に入れ合わせて酪農に手厚い補

助がありました。先ほど井上先生の方からもお話が

ありましたように、乳牛の導入には、要するに北海

道の予算の中から 2割から 5割補助します。2割は

いわゆる酪農家さんです。5 割っていうのはビート

をやる農家にも牛を入れろということになったので

5 割はいわゆる畑作農家の方が、牛を入れる場合は

5割ということにしました。種牡牛の貸付導入補助、

それから牛の能力検定、検査をやる場合にこれも補

助金を出していくことになりました。それから、極

めて今日的な事業なんですけども牛酪検査所、これ

は、牛酪っていうのはバターの検査所、国費で補助

をしました。それから乳価評定委員会を設置してこ

れにも補助しました。乳価評定委員会っていうのは、

今の指定生乳生産者団体の生乳共販委員会のような

ものであります。ここで乳価を決定するわけではな

いんですけど、乳価を評定して、これがいいんじゃ

ないのというので全道の農家さんに評定価格を示し

て、これは日本で多分ここが北海道が初めてだと思

います。それから、乳製品の製造施設の補助、これ

は先ほど井上先生からもお話しありましたように、

畜産組合だけ補助すると、この畜産組合ってのがミ

ソで要するにこれは、大正 14 年にできる北海道製

酪販売組合を非常に強く意識したものでありました。

で、この牛馬 100万頭計画がスタートして何が起き

たかというと、北海道で牛のいない地帯がなくなり

ました。要するに無牛地帯を解消する、それから、
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掠奪、穀菽農業の弊害が一掃されたということにな

りました。つまり、堆肥を土に入れて土づくりを推

進するということがございますので、酪農に非常に

脚光が当たりました。農家さんに多額の補助金が出

たことによって個人経営の農家さんが増えることに

なりました。個人経営の農家さんというのは、要す

るにデンマーク式の農家さんが増えたという理解で

いいと思います。それまで明治からはアメリカ式の

大農法、つまり非常に都府県の大名の殿様とかお公

家さんたちがお金の持っている方々が、北海道の土

地を買って小作人で農業をやっていたのが、この牛

馬 100万頭計画、第二期北海道拓殖計画で個人経営

の農家さんに、牛が入ることになりました。その時

に、乳牛の補助を行うということになった時に、ホ

ルスタインの統一が行われました。これはですね、

当時ホルスタインとエアシャーが北海道で大体半々

だったんですけども、エアシャーっていうのは酪農

先進地の八雲、ホルスタインは乳量のたくさん出る

札幌近郊の宇都宮仙太郎さんたちなんですけども、

大変な議論の末にホルスタインへの統一が図られる

ようになりました。こうして見てくると第二期北海

道拓殖計画というのは、過大な計画で牛馬 100万頭

はもう全然いきませんでしたけれども、今日的な北

海道の酪農の基礎となるものがほとんど組み込まれ

ているということでございます。 

ちょっとあの大変長くいろんなことをお話して申

し上げて、ちょっと時間が少なくなりましたので少

し端折ってお話を申し上げます。申し訳ありません。 

北海道製酪販売組合の話をさせていただきます。

関東大震災が発生してですね、国は、食料物資が不

足する、物価が高騰するのを防ぐために食品の関税

を撤廃しました。大変優秀なネッスルの練乳、良質

なのものが大量に入ってきまして、北海道の練乳会

社、当時は 3社大きな会社があったんですけども、

練乳会社は実質的な受乳削減を行いました。当時、

バターよりも練乳の方が乳製品では主力でございま

して、練乳は一等乳、二等乳はバターをつくってお

ったんですけども、その練乳会社が受乳削減をした

ことによって、札幌近郊の零細な、当時札幌近郊の

農家さんみんな牛は 1頭か 2頭、宇都宮さんのよう

に 30 頭もいるのは今でいうメガファームで、みん

な驚く大牧場だったんですけども、この時に乳牛は

屠場にひかれ、牛乳は始末に困り肥溜めに捨てられ

るという未曽有の惨状を呈しました。これは昭和 40

年に雪印が創立 40 周年を迎えた時に北海タイムス

に黒澤酉蔵さんが書いた「北海道と雪印」の中に入

ってございます。でこの時に宇都宮仙太郎さん、黒

澤酉蔵さん、佐藤善七さんが製酪事業で酪農民を救

済しようということでございました。そのバターを

つくった製酪所は、宇都宮さんの女婿の出納陽一さ

んの製酪所を借りて現在、雪印種苗の本社、札幌市

厚別区のバター記念館として残っております。この

横に酪連発祥の地の石碑、碑銘は黒澤酉蔵さんが書

き上げたものでございます。製酪販売組合は翌年、

全道的な連合会として北海道製酪販売組合連合会と

なりました。貧乏組合の出発で全く、バターは売れ

ませんでしたけども、黒澤酉蔵さんが今でいう市場

のリサーチを行ってバターを売ることは北海道の酪

農民を救うことだと訴えて、得意先を一軒一軒開拓

し、製酪事業を成功に導きました。これは先ほど申

し上げましたように道庁の手厚い補助があったこと

は否定できません。で酪連は、産業組合でできた組

合でありますので協同友愛の精神で、酪農を発展さ

せる。また、国民に優良な牛乳を提供していくとい

う、これが酪連の二大精神で長く酪農民とともに、

事業を推進してきました。またこの時、昭和 8年に

デンマークの国民高等学校に習ったのが北海道酪農

義塾でございます。現在、雪印さんの苗穂にある北

海道本部の札幌工場ってあるんですけど、そこが酪

農義塾ができたところでございます。 

その後、戦時色が強くなりまして、北海道興農公

社をつくるということになりました。これはですね、

要するに戦時色が強いのでまあいろんなところが大

同団結を産業としてしたんですけども、北海道の場

合は、北海道酪農販売利用組合連合会、これは酪連

です。製酪販売組合連合会じゃなくてこれはバター

以外のいろんな、革製品とかいろんなことをやるよ

うになったので名前を変えたんですけども、これに

森永練乳、明治製菓、極東練乳、明治製菓と極東練

乳は後に明治乳業になっていくんですけども、ここ

を団結させようというので戸塚九一郎さんという北

海道庁長官が産婆役となりまして大同団結をして有

限会社北海道興農公社が昭和 16 年にできました。

これに今のホクレンが出資をする、北海道庁も出資

をする、北海道拓殖銀行も出資するということでま

ず先に酪連や練乳会社が大同団結をして、それから

5 カ月後にこのホクレンなどが出資をして、株式会

社北海道興農公社となりました。この公社は、非常

に酪連色の強い会社でありまして、株主比率は酪連

が 63%、明治、森永その他の方の比率から見てもう

半分以上が酪連の株であります。この時酪連と明治、

森永が持っていた北海道の工場は、酪連が 26、明治

が 7、森永が 4 でしてまあ要するに酪連の色の強い

会社であります。でこの時に昭和 16年の 8月、もう

このスタートした後、農林省がホクレンと酪連の合

併を指示しました。酪連は合併はしたんですけれど
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も、牛乳の販売は統制をしておりまして、組織とし

ては残っていたんですけども、この時ホクレンと酪

連が合併をしてこれに今で言う北農中央会、産業組

合中央会北海道支会が合併して新しく北海道信用購

買販売利用組合連合会、新北連ができました。この

時に、黒澤酉蔵さんが新北連の会長になっています。

北海道興農公社の社長であり新北連の会長でありま

す。何を言いたかったかというと、北海道興農公社

というのは、今でいう明治、森永、雪印、ホクレン

が合併した公益性の非常に強い会社だということで

ございます。ちょっと時間が押してますので、北海

道興農公社が北海道酪農協同になっていたというと

ころは省かせていただきます。 

それで根室酪農と遠浅酪農についてちょっとお話

をさせていただきます。根室というのはですね、非

常に今北海道でも寒いところで、稚内も寒いんです

けども寒いところで、昭和 6 年から同 10 年の 5 年

間のうち 4年間が、冷害で昭和 8年が豊作だったん

でこれ豊作貧乏で、この時にですね根室に入植して

いた方々が、穀菽農業を指示されてやっておりまし

て、牛は全然入ってません。で冷害で暴徒化した時

にですね佐上信一さんて、北海道庁長官が根室を視

察して、あなた方は陛下の赤子であるから飢えさせ

ることはしないと、佐上を信じてくれと、頑張って

やれば肩を叩き合って笑いあえる日が来るぞと言う

んで札幌に戻ってすぐ宇都宮仙太郎さん、黒澤酉蔵

さんたちの献策を受けて根釧原野産業開発 5か年計

画という更生計画を策定します。黒澤さんたちは何

を言ったかというと、どんな寒い時でも草は生える、

草があれば牛が飼える、牛の糞尿を土地に還元すれ

ば地味は豊かになり経営が安定すると。と言っても

牛を入れただけではだめで、生乳を処理しなければ

ならないと。じゃあ酪連は 5 年間で 25 カ所の製酪

工場をつくるということで確かに 25 カ所をつくっ

て、根室酪農が実はこういうことで今日の基礎がで

きました。牛は北海道にいなくて、千葉県、当時房

総の方が日本の牛の供給基地でありましたので、入

れました。佐上さんは退官した後、日本防空協会の

常務になりまして、北海道の防空視察に来た時に根

室が立派なものになってるっていうのを聞いて、根

室に行きたいというので、昭和 18 年 8 月に根室に

行きました。農民は大変な歓迎をしました。その感

激を手記として残したのが右の開かれた根室原野・

佐上信一であります。この時、今の雪印メグミルク

なかしべつ工場、当時は北海道興農公社中標津工場

ですけども、牛の群れを見ると涙が出ると言って、

「牛群如雲」と書き記しました。牛群雲のごとしと

読みます。今でもなかしべつ工場の工場長室に掲げ

られております。この時、農民から、合わせて鎮守

中標津神社と書いてくださいと頼まれて、元北海道

庁長官佐上信一と書いております。佐上さんは実は、

この 3カ月後に別府に防空視察に行った帰りに列車

の中で倒れまして亡くなっております。遠浅酪農に

ついては、ちょっとあの時間がきましたので、本当

に 1、2分でお話をさせていただきます。遠浅酪農っ

ていうのは、今の滝川市、当時滝川町の農民が入っ

て大変ご苦労されました。牛を放牧するとダニがた

かって、ゴマを振りかけたようになってダニ熱で多

くの牛を失って大変なことになりました。借金の償

還が始まる時に開拓を継続するか、やめるかって言

った時に昭和 13 年に誓いを立てます。これは今で

も安平町早来支所、前の早来町役場なんですけども、

ここに連判状のような形で今でも残っております。

これを私が写真を撮ってきたものであります。とに

かく 3年間は衣服は買わないと、肥料は土地の貴重

な栄養だから大事にすると言って全員、富樫鉄之助

さんら開拓を続ける方は自らの名を記しました。誓

いの文章を書いたのは黒澤酉蔵さんであります。一

番左側に藤江才助さんて書いてありますけども、こ

の方は、慶應義塾を出て 20 代だったと思うんです

けど、デンマークでのチーズ修行から戻ってきてこ

の酪連の遠浅工場長になります。ここが先ほど井上

先生がお話しされたようにチーズ、日本最初のチー

ズ工場であります。森永も練乳工場を作りました。

ちょっと飛びます。昭和 41年、わが酪農乳業界にと

って重要な不足払い制度が始まった年は、北海道は

冷害でした。佐藤栄作さんが内閣総理大臣で札幌で

1 日内閣を開くときにこの安平町に冷害視察に来ま

した。その時黒澤酉蔵さんは、冷害で泣いている稲

作農民を見てもダメだと、冷害を克服した農業を見

なきゃダメだって言って同じ町内の遠浅地区の竹田

牧場に案内しました。これがこの時の写真でありま

す。佐藤首相、それから黒澤酉蔵さんの後ろが松野

頼三農林大臣であります。佐藤さんの左後ろに顔が

見えるのは、北修二元参議院議員であります。この

循環農法図を見て天と地と人を回せば冷害を克服で

きると、黒澤さんは佐藤首相に訴えました。実は、

佐藤さんと知らない仲じゃなくて北海道開発庁長官

を佐藤さんやってたんですけども、佐藤さんは黒澤

酉蔵を北海道開発審議会会長に任命しています。黒

澤さんは会長を八期 16 年やっておりますので非常

にお互いに知り合いでありまして、佐藤さんは内閣、

1 日内閣の後、記者会見で農業は適地適作でいかな

きゃいかんと言って、しばらく北海道開発庁長官の

視察先に遠浅酪農が選ばれました。後に、岸信介さ

ん、小泉純一郎さんもこの地区を視察しております。
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もう時間来てちょっと最後にですね、酪農は欧米型

の農業ですね。日本が近代国家を目指した明治初期

に酪農の基本である乳牛飼養技術は全くありません

でした。北海道ではアメリカ酪農を学んだ宇都宮仙

太郎を中心にですね黒澤酉蔵、佐藤善七らが牛乳搾

取業から身を起こしてビール粕組合から日本最初の

酪農専門農協である札幌酪農信用販売購買生産組合

をつくって、さらにデンマークを手本にして製酪販

売組合によるバターづくりを成功させました。北海

道は積雪寒冷地です。こうした中で酪農の普及は、

北海道に土づくりを、牛づくり、循環農法を、定着

させることを意味しました。今酪農家さんは新型コ

ロナ禍、ウクライナ紛争の影響で大変な苦境に立っ

てますけれども、先人たちのご苦労、創意工夫を見

習って、辛抱努力を重ねていけば難局を乗り切れる

んじゃないかと私は考えております。酪農乳業の最

前線で日夜努力されている関係者の皆さんもいらっ

しゃると思いますので、そういう方々にエールを送

る意味で報告をさせていただきました。長時間申し

訳ありません。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

総合討論 

小林：はい、高宮さんありがとうございました。そ

れでは、これから総合討論に移りたいと思うのです

が、モデレーターは先ほどご紹介いたしましたよう

にミルク 1万年の会の前田さん、よろしくお願いい

たします。 

前田：前田でございます。3 人の先生にそれぞれに

濃密で充実したご発表いただきました。本当にあり

がとうございました。参加者の皆さんは既に 3時間

くらいお話を聞かれていますので、ちょっとお疲れ

ではないかと思いますが、残り 1時間弱でしょうか、

ディスカッションで深めていきたいと思います。 

最初に、私の方で、ご 3人の話を概括的に振り返

ってみたいと思います。 

安宅先生は、4 日会とデンマークモデルと協同組

合という副題で、この時代の酪農指導者の方々の資

質や思想的な経緯、それらの方々がどういう風な役

割を果たしてきたのかについてお話をいただいたと

思います。井上先生は、日本の北海道の酪農産業史

のご専門ということもあって、特に戦間期、すなわ

ち第一次世界大戦と第二次世界大戦の間の 20 年弱

の間に産業としての北海道酪農が形成されるわけで

すが、その経済的政治的な背景について非常にご丁

寧にお話をいただきました。高宮さんは、安宅先生

と井上先生のお話を補完するような形で、様々なエ

ピソードを紹介していただきました。高宮さんの話

の最後の方は、北海道興農公社やその政治体制など

のお話もしていただきましたが、今日の総合討論は、

その前までの議論を中心にしたいと思っています。 

それで私の方で簡単なディスカッションペーパー

作りました。総合討論の前半では、今日の先生方の

お話を概論的に理解することをしたいと思います。

その後に参加者の皆さん方からのご質問やご意見も

受け、少し突っ込んだディスカッションをしてみた

いと思います。 

ということで、私の方から、先生方のお話を踏ま

え、かつ私の稚拙な知見を少し入れ込んで、戦間期、

1920年から1930年代後半ぐらいまでの約20年弱の

北海道酪農史について、まあこういうふうに理解す

ればいいでしょうかというようなお話しします。 

1920年代の前半、大正後期ですが、北海道農業は、

明治初期から、たくさんの土地を持っていた華族地

主とか財閥地主と言われる不在地主が残っていまし

た。都府県で言えば、那須塩原あたりの華族地主が

たくさん持っていた土地がありますが、ああいう状

況が北海道にもあって、こうした地主が主要なアク

ターでした。また当時の開拓者も北海道に一攫千金

的な投資的意識で入ってきた方々が多かったわけで

すね。その結果、豆類とかでんぷんなどの、投機的

耕作による連作障害が起こってしまって地力が低下

し、冷害とか国際的な価格変動に対して非常に脆弱

でした。こうした北海道の畑作の脆弱性に対応する

ために、いわゆるアメリカ型の収奪的農法からヨー

ロッパ型の輪作混合農法への技術的転換を目指した

訳です。先ほど循環農業と言葉で出ましたが、循環

農業だけだと二圃式、三圃歩式も循環農業になるの

ですが、ここでは輪作混合農業という表現が良いで

すね。この特徴は飼料作物の栽培ですね。輪作混合

農業への転換は、ヨーロッパの近代農業革命の中軸

になる農法として開発されていった時期なので、こ

の影響を受けるわけです。この輪作混合農業への転

換を試行するわけですね。結果的には、先生方から

もお話がありましたけども、家畜飼養と組み合わせ

た甜菜を本格的に導入して、酪農が徐々に定着して

いく。そしてその受け皿となったのが製糖あるいは

製菓の産業で、それがその後の我が国の乳業の産業

基盤の形成につながるわけですね。製糖・製菓産業

が受け皿になった背景にあったのは、第一次世界大

戦で欧州乳業が停滞して練乳の国際市場が破綻する

中で、日本の国産練乳の生産が本格化し、その担い

手だった製菓産業に乳業部門が誕生する。これが

1920年の一つの大きな特徴だと思います。 

次に 1920 年代後半、30 年代初期からは、井上先

生のお話にあった第二期拓殖計画と農山漁村経済更
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生事業が始まる時期です。この時期、北海道だけで

なくて日本中が関東大震災による経済不況下にあっ

て、それに続き昭和農業恐慌が起こることによって、

わが国の農業経済は弱体化、農村が窮乏化する。米

騒動や様々な労働争議が起こり、社会はとても混乱

します。これを立て直すために政府が立ち上げたの

が農山漁村経済更生事業であります。この経済更生

事業と一体化した第二期拓殖計画がスタートします。

第二期拓殖計画では、内地移民を北海道に送って開

拓して食料増産していくという政府の大きな方針に

基づき、不在地主が持っていた未墾地を開放して農

地開発を行う、これに補助金を投じるという内容で、

結果的に井上先生の話もありましたけども、北海道

でも水田を作ろうということでありました。しかし

これがなかなかうまくいかないということもあって、

条件の悪い地域に酪農が導入されていく訳です。 

経済更生事業っていうのは日本全体で行われるわけ

です。当時、国内に家畜が少なかったこともあって、

海外から多くの化学肥料を購入してそれを農家の

方々が買って耕作するわけですけども、農村の窮乏

化が進む中にあって、こうした支出を減らして農地

の生産性を高めるということで、有畜奨励が日本中

で行われるわけですね。こうした取り組みを行う実

行手段としての産業組合の拡充が行われます。北海

道においては、すでに早い段階、第一次拓殖計画の

頃からですが、農事指導とか補助金ルートとして農

村に農事実行組合が組織化されていますが、これが

産業組合の農会の傘下で再編されるということにな

ります。 

こうした中で、関東大震災への食料支援のために

大量の練乳が入り、その後、関税の引き下げなどに

よって輸入乳製品がどんどん増えていく中で、乳製

品の需給が緩和し国産練乳の価格が暴落、北海道で

は、受乳拒否が起こります。これに対応するために、

酪農家自らによる購買利用加工販売機能を持ったデ

ンマーク型組合、すなわち酪連が組織化されたとい

うことです。 

ところがその後、高橋財政によって再度この関税

が引き上げられて輸入規制が行われるようになると、

国内の乳製品需要は回復して乳業資本が再び北海道

で製酪事業を拡大し、酪連、さらには明治、森永な

どの民間資本が進出し、北海道酪農がさらに発展し

ていく。これがこの 20 年間の大きなこの流れだっ

たというふうに思います。 

この戦間期の北海道酪農政策の特徴をあえて言え

ば、一つは、都府県と違って北海道を地政学的に食

糧基地として発展させるということもありますし、

華族なり財閥が大きな投資をしてきたところでもあ

りますので、国は膨大な拓殖財源を投入しており、

これを活用した補助金農政であったということです。

その場合のポイントが食料増産、生産性向上のため

の農法転換で、具体的には、１つは未墾地開発、内

地移民の受け入れ、2 つ目が土地改良、造田畑地改

良、3つ目が甜菜導入、4つ目が酪農導入という 4本

柱でありました。それを進める構造改革の受け皿と

して製糖、乳業資本を育成し、もう一方では、農事

実行組合、産業組合を組織化して農村を再編し、政

策がスムーズに推進できるような農村のその構造そ

のものも変えていった。政策的に支援育成された製

酪事業、明治・森永は乳業資本で、酪連はまあ組合

資本と言っていいわけですけども、こういう、製酪

事業を受け皿に加工原料乳地帯としての北海道酪農

が育成され、これが都府県酪農と全く異なった北海

道の酪農産業史になるわけです。 

以上が、私が大まかに整理したものです。でここ

からは、まず今お話したこの戦間期の北海道酪農産

業史の整理について、もし先生方から補強するご意

見や修正すべきご意見があればいただきたい。合わ

せてお聞きになっている参加者の皆さんから先生方

のお話も含めて、この時代の北海道酪農史を理解す

る上でのご質問なり、ご意見を頂戴したいと思いま

す。まずは産業史研究で最も緻密に研究されている

ので、井上先生、何かご意見があればお願いします。 

井上：はい。整理頂いた内容で基本的に問題はない

かと思います。そうですね。僕から付け足すことに

ついては、今すぐには思いつかないです。 

前田：ありがとうございます。このことについて安

宅先生何かご意見があればと思いますがいかがでし

ょうか。 

安宅：前田さんの整理、なるほどなと思います。特

に追加はありません。大丈夫です。 

高宮：よろしいですか 

前田：はいどうぞ 

高宮：今前田さんの方からお話がありましたけども、

その第二期拓殖計画っていうものを私も、ちょっと

お話をさせていただきました。第二期拓殖計画とい

うのは、今日の北海道酪農の基礎的なものがほとん

ど含まれていまして、大事なのはデンマーク農法に

よった農業を普及していこうということでいいと思

います。その食料増産するという意味で言えば実は、

酪連の創業直後のことを見るとですね、食料増産と

いうよりも酪農民を救済する、というそのいわゆる

運動的な、その前に北海道畜牛研究会もかなり議論

を重ねてきておりまして、そこでは食料増産ってい

うのはあるんでしょうけれども、酪農民はその非常

に零細であったということを考えると、運動的な要
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素が非常に強かった。それは結果的にどういうこと

が見て取れるかというと、バターをつくったはいい

ですけれども、初期はもうほとんど売れなくて、要

するに今日的に市場を見て市場調査をして、これだ

ったら売れるよねっていうものでつくったものでは

なくて、まず農民を救済しようというのがあって、

その後に市場調査を行って非常に販売に苦労したと

いうことがあったんじゃないかなと。ただ、運動す

るにしても事業するにしてもどうしてもお金が必要

なので、ここに黒澤さんや深澤さんが道議会議員と

して憲政会の立場で当時その憲政会が内閣総理大臣

でありましたので、それのほうがこの案が通るから

憲政会に入ったみたいなことが記録してとして残っ

ています。やっぱりなんて言うんでしょうか、その

運動的な要素ってのは非常に強くて、先人の努力は

とにかく私どももリスペクトしなければならない点

はあるんですけど、本当にうまくいって今になると

良かったなぁと。酪連が成功することは先ほど申し

上げましたように北海道に酪農が普及することで、

それは冷害克服になるんだよというなことでいけば

よかったなという意味です。その辺りをやっぱり食

料増産っていうよりも、増田事業っていうか田んぼ

を作るために先ほど申し上げましたように滝川の人

は平らなところで牧草を作ってないで、田んぼつく

れというのは第二期拓殖計画でやられて、遠浅に移

っていたという経過が実はあるもんですから、お米

を作るみたいな今あの非常に温暖化で北海道のお米

は立派なものができるようになりましたけども、な

かなかねその食料増産っていうのは簡単なもんでは

なかったのではないかなと、ただその今日の北海道

の畜産、稲作、畑作の発展を見るとこの第二期拓殖

計画が、一つのこうなんていうか基礎を作ってくれ

たものだなと私なんか考えています。 

前田：ありがとうございます。今の話は少し面白い

部分があって、これは井上先生がお詳しいと思うん

ですけども、第二期拓殖計画の持つ北海道の特殊な

事情と、拓殖計画と経済更生事業が組み合わされて

全国的な農政の一つの枠組みとしての部分と 2つあ

るような気がするんですよね。一つは、今、高宮さ

んがおっしゃったように、食料増産というのは移民

政策との関係で出てきてるんだろうし、それから、

運動的な意味合いが強いんじゃないかっていうこと

は、まさに石黒忠篤あたりの農民思想が背景にある

経済更生運動の影響もあるんじゃないかと思ってる

んですが、その辺はどういう風にお考えですか。 

井上：食料増産に関連して、補足させていただきま

す。食料自給というものが、日本の国家的課題に浮

上してくる背景としては、マスメディアや政府の中

の研究会〔報告者注 1927年に田中義一内閣が設置

した人口食糧問題〕などでたびたび取り上げられて

いたことが挙げられます。米騒動を契機として、い

わゆる人口食料問題というものが、さかんに騒がれ

ていきます。人口食糧問題とは、平たく言えば、だ

んだんと日本に人口が、青天井に人口が増えていき、

ひたすら増えていく人口を養えるだけの食糧を賄う

ことができないというような仮説の議論です。この

人口食糧問題の解決策として移民政策というものが

浮上してくるんですけれども、移民の移住先として

は、北海道のほかだと、海外主にブラジルが有力で

した。札幌農学校の関係者の高岡熊雄だったり、高

岡の弟子で立憲政友会の代議士であった東郷実とい

う人だったり、海外移民をやろうというような主張

も登場しました。しかし、当時の憲政会政権は、海

外移民政策に対して非常に消極的であった。これは、

1924年のいわゆる「排日移民法」と呼ばれるアメリ

カにおける東洋人の移民制限と関係していました。

憲政会政権は、海外移民政策に起因した国際問題を

生み出したくないという意図から、海外移民に対し

て消極的でした。そこで、憲政会政権は、国際問題

が生じ得ない北海道を含む内国への移民政策を重視

しました。人口食料問題の解決先として、北海道の

役割を最重要視するというのが、憲政会政権の立場

だったといえます。食料基地として北海道を重視し

た場合、地力を再生させるという意味において酪農

は有効な手段として考えられましたし、黒澤たちも

その憲政会の意向を汲んだ上でと言いましょうか、

黒澤らは、政府の目指している方向性と自分たちの

やりたい酪農奨励を整合させるような形で、拓殖計

画の原案を作ったと考えています。 

他方、経済更生計画との関わりですけれども、意

図的に経済更生計画が拓殖計画に寄せて作られたの

かどうかっていうのは、資料もなくてわからない部

分があるんですけども、はっきりと言えるのは、北

海道における経済更生計画が、その北海道第二期拓

殖計画において全道規模で行われていた酪農奨励を、

町村やさらに小さい部落単位、農事実行組合が組織

されている部落の単位で酪農を推し進めるというも

のだったことは、間違いないと思います。第二期拓

殖計画の奨励事業、まあ種オスの奨励や製酪場の整

備集乳場の整備など、そういうものを町村部落単位

で進めていこうという部分が、経済更生計画にはあ

ったのかなと。 

また、補足ですけども産業五ヵ年計画というのも

あるんですね。これは道庁と町村の間に入っている

支庁ですね。石狩や空知といった支庁単位での産業

五ヵ年計画というものがあり、経済更生計画の内容
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とこの産業 5年計画の内容もかぶるんですね。中に

は、産業 5年計画の酪農分野が丸写しのような形で

町村の経済更生計画に載っている自治体もあるんで

すね。道庁、支庁、そして、町村という単位で酪農

事業が、一つの線に沿って進められていたっていう

のが、1930年代以降の傾向ではないかと思いますね。

あと、最後に農事実行組合と酪農の関わりについて

ですけれども、これについてはこれから資料がいろ

いろ各地方で出てくればまた面白いかなと思ってる

んですけれども、現在把握してるところでは、清水

御影の方では 1920 年代から、農事実行組合が酪農

の担い手になって乳牛の導入であったり、乳牛の飼

養を組合単位でやっていたという記録が残っており

ます。また、網走町の卯原内という部落では、農事

実行組合の方で民有未墾地を買い取って牧場を経営

しようとする動きを確認できました。散漫ではござ

いますが、私からは以上です。 

前田：はい。ありがとうございます。今の話の中で

私の方が質問したいのが、食料増産で北海道でも造

田に盛んに取り組むわけですよね。しかしこれがう

まくいかなかったことが、酪農の比重が高まったと

いうことで見て良いのでしょうか。その辺はどうで

すか。 

井上：おっしゃる通りでして、第二期拓殖計画の下

で造田事業にかかってる予算は、酪農事業の 5倍な

んですね。ところが、31、32、34、35の度重なる連

続凶作で水田事業が非常に厳しい、特に寒冷地では

厳しいことがわかったので、その後 1935 年に北海

道第二期拓殖計画改定運動というのが起こるんです

ね。その際、黒澤酉蔵たちが酪農分野に関しはいろ

んな意見書を出してるんですね。これは北海道大学

の北方資料室にかなり残っています。この改定運動

を契機として造田計画は、縮小傾向になっていきま

すが、酪農と関係してくる牛馬 100万頭に関しては

現状維持という方向性になっていきます。 

前田：ありがとうございます。あと 1点ですが、今

日の副題でもありますその産業組合で協同組合の役

割というところで、今日皆さん方のお話を聞いてて

今一つ僕の中でわかってないのが農事実行組合です

ね。農事実行組合と酪連との関係というのがわかっ

てなくて。市町村ごとに小さな農事実行組合とか、

畜産組合とかだつくられますが、そこに補助金が出

される場合、酪連加盟が条件だったという風に解釈

すればいいんでしょうか。 

井上：そうですね、僕の理解としましては、酪農民

が、産業組合に加入するという条件で酪連にミルク

を入れることができる。そこで農事実行組合との関

係になってくるんですけども、これについては、お

そらくこうだろうということしか言えないんですけ

れども、酪連に乳を納めていた産業組合に加入して

いた農家は、農事実行組合に加入していたと考える

のが妥当でしょう。道庁は、各町村 1地区につき一

つの産業組合を作るべきと指導していました。畜産

関係の技師だった沢潤一という人が、苫前村などで

産業組合の形成を指導していました。その苫前村に

おける事例を参照しての見解になりますが、農事実

行組合を組織している農家たちが産業組合に入って、

そこから酪連へと乳をおさめるというような形にな

った、というふうに捉えております。 

前田：ありがとうございます。関連して逆に安宅先

生とかご意見があればと思いますが、大丈夫ですか。 

佐藤：質問よろしいですか。 

前田：はい。どうぞ。 

佐藤：はい。佐藤俊彦と申します。お三方の講義、

非常に嬉しく思います。その中でですねちょっと今、

井上先生が触れられましたけど、特にその明治末か

ら酪連が動き出し、そしてその原乳統制ですか、酪

連をして道庁がそれを試行させるような流れができ

ていたかと思うんですが、その間のですね道庁職員

の役割とこの活躍したその具体的な内容等について、

ちょっと後景に隠れてしまって見えないですから、

3 人の先生からその辺について、ご所見がありまし

たら承りたいと思うんですね。具体的に言えば、そ

の明治の末頃ですか、例えばあの石澤卓郎さんなん

かが実際にも北海道における酪農の準備をされてき

て、実際にその宮尾さんが道庁の長官になられた時

には、道庁内には待望をしていた気運があったと私

は見てるんですね。それであの、井上先生が触れら

れましたように調査会、膨大な調査をやってるわけ

ですね。畜産に関するこの時の実際の実務をやった

のは道庁職員なんですね、と私は見てるんですがそ

れから、酪連が結成される動機って言いますか、具

体的な動きを作ったのはデンマーク派遣でして、そ

れはあの山田技師とか神田技師が中心になって実際

に報告書をまとめ、それを普及してるのも彼らなん

ですよね。それから、酪連ができて、てかまあ連合

会になる以前はいわゆる単一のその、産業組合で作

られたわけですが、これじゃいけないということで

道庁が主導して確か、25組合ですか、先ほどの黒澤

さんなんかが含めて産業組合の設立に動かれたわけ

ですね。こういったところについて一定のその評価

なりをちょっとしていただければと思いながらです

ね、三人の先生からその辺のご所見を受け止めれば

と思って質問させていただきました。 

前田：はい。ありがとうございます。あの今のお話

はですね、その北海道の酪農政策におけるその道の
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役割って言いますかね、そこらあたりについて、ど

ういうふうにお考えなのか評価されるかっていうご

質問だと思いますけども、どなたかありますか。 

高宮：はい。高宮です。佐藤さんからご質問いただ

きまして、ありがとうございます。私から、私の持

っている知識だけでお話ししてお答えになるかどう

かわかりませんけども、お話をさせていただきます。

今道庁職員の方のどのような役割を果たしたのかと

いう点でありますけども、今お話出た石澤達夫さん

はですね、まあこれはあの今ほとんどこの方あの、

存じ上げる方はいないと思うんですけど、私なんか

も勉強するとですね、この方はデンマーク派ですよ

ね、非常に宇都宮さんたちが言ってる前か前後かよ

くまた調べなきゃ分かりませんけども、早くからデ

ンマークについて、第一拓殖計画の末期くらいから

もうすでにデンマーク、デンマークって言ってたと

思います。ですからこの石澤さんのこの発言ってい

うのは後にいろいろな形で酪農畜産に重要な政策立

案に関わったと思います。それから、第二期拓殖計

画を作る前後の時に拓殖課長だった名課長もですね

非常に畜産にはご努力をいただきました。それから

酪連ができて最初、酪連が産業組合として製酪販売

組合としてできた時に道庁は認可をしませんでした。

北海道という名前が付いていてこれ全道的に、全道

一つの区域としてやると言っても、その北海道製酪

販売組合は、札幌と札幌近郊の農民しか入っていま

せんと。それで道庁が、非常に強く指導をして産業

組合とするけれども、その 25組合を、わざわざ産業

組合を組織させて、翌年北海道製酪販売組合連合会

として発展をしていくもとを作ったのはまさしく北

海道庁のお役人でこういう流れが間違っていなけれ

ば北海道庁というのはその、宇都宮さん黒澤さんた

ちが進めようとしていた、製酪販売事業による農民

救済を非常に強く支持をして期待をしていたのでは

ないかと思います。これはあの確か、雪印乳業の第

1 巻にこのようなことが書いてあるはずなので、ち

ょっと私もうろ覚えで間違っていたら恐縮ですけど

も。佐藤さんのご質問に対するお答えにはなるかど

うかわかりませんけども、1 産業組合だけではでき

ない非常に強い、応援が北海道庁からあったのは事

実だと思います。それから北海道製酪販売組合がで

きて貧乏組合って、私は詳しく申し上げられません

でしたけれども、事務所も何て言うんですか借りら

れない、建てられないので北海道庁は何をしたかと

いうと、北海道庁の石狩支庁長室の隣、まああのな

んか、ちょっと、表現は正しくないかもしれません

けど便所の隣に、便所に行く隣に衝立を作って事務

所代わりにした。それから事務員を北海道庁の職員

が、何て言うんですか務めてくれて後にこの方は酪

連に入るんですけども、そういった点で北海道庁は

北海道製酪販売組合に対して非常に応援をしていっ

たっていうことが言えますので、道庁の支援がなけ

れば今日の雪印がないんじゃないかっていう気も、

私はしないでもないと思います。お答えになるかど

うかわかりませんけども北海道庁のなんていうか、

応援っていうのは非常に大きかったと私は考えてお

ります。以上です。 

前田：はい。ありがとうございます。他の先生方で

ご意見ありますか。よろしいですか。 

井上：先ほどのご質問なんですけども、私は以前に

論文を書いた時にこの道庁官吏の役割というものに

着目しまして、いろいろ調べてたんですけれども、

論文の中で反映できたのはほんの一部だったんです

けれども、知ってる限り紹介させていただきますと、

先ほども名前を挙げたんですけども、澤潤一のお話

ですよね。澤潤一のエピソードとしては、第二期拓

殖計画の策定に関与し、苫前村において産業組合が

組織される際には、指導的な役割を果たしていたと

いいます。また、先ほど話題に上った石澤の話もそ

うですけれども『殖民広報』という雑誌があります

けれども、あれにかなり古い時代から、1910年代ぐ

らいから寄稿していますし、その中で酪農の必要性

を訴えていますね。また、先ほど畜産調査会のお話

をいただきましたけれども、畜産調査会の会議の内

容や決議事項が、全てまとまっている『北海道畜産

之現況並将来』という本があるんですけども、これ

を道庁の方で意識的に保管しているんですよね。な

ので道庁の方が、旗振り役になって畜産調査会の運

営の方は進められていたってことは明らかですし、

僕も今後の課題としているんですけども、宮尾農政

だったり佐上農政だったり、どうしてもその道庁長

官の名前というものが、全面に出てくるんですけれ

ども、彼らの時代の農政を考えていく上で、道庁の

官吏や技師のレベルで活動していた人たちの役割を

もっと見ていきたいなとは思っているんですね。ま

た、網走市図書館の方に網走支庁だと思うんですけ

ども、畜産関係の技師の関係文書が結構固まってあ

るんですね〔報告者注 網走支庁の技手であった西

本喜治郎の関係文書（「西本文書」）が、網走市立図

書館に残されている〕。これなんかも検討していけば、

また何か新しい発見があるのではないかな、という

ふうに思っております。以上です。 

前田：はい。ありがとうございます。佐藤さん、こ

の件についてはよろしいでしょうか。 

佐藤：ありがとうございます。道庁職員に日が当た

ったと、ただあの実際のところその北海道の産業と
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して、酪農乳業を育てるということと、その切り札

として酪連を使ったということがあってやや乳業資

本に対しては冷たい面だけにしもあらずかなと思っ

たりしております。どうもありがとうございます。 

前田：今お話しがあったように、民間資本と産業組

合の持つ資産を通して、産業としての資本集積が行

われたというのは、この時代の大きな政治的特徴な

ので、これはこれとして大きなテーマにもなるんで

すけど、今日ちょっと時間ないので詳しい議論は省

きたいと思います。 

他にご質問はいかがでしょうか。もしなければも

うちょっと時間がありませんので、少し先に進めた

いと思うんですけども。実は循環農法とか言われる

ようなデンマーク型、正確にはやっぱりドイツの農

業の影響が非常に強いと思うんですけども。当時の

ヨーロッパでしきりに議論されたドイツ農法の導入、

日本は東京大学を中心にしてドイツ農法を技術的に

も導入して、日本の官僚たちもドイツの輪作混合農

業のあり方を実現したいということで、いろんなと

ころでいろんなことやるわけですけども、これが本

当に北海道酪農で根付いたのか、成功したのかとい

う議論はあるような気がするんですね。 

戦前の北海道農政史の研究者たくさんいるんです

が、彼らはどういう言い方してるかと、酪農生産は

副業的な現金収入獲得手段であって、北海道農業全

体で輪作混合農業を展開するまではいかなかったと

いう議論ですね。それから政策自体が資本とか団体

の形成存続手段であって個別経営まで行き届いてな

いという評価がで、農家経営レベルでの改革をもと

もと目指ものではなかったんじゃないかっていう風

な研究もあるわけですね。これに対しては、どうい

うふうに皆さんお感じになってるか。産業史研究の

ベースになるんですけども、聞きたいなと思ってる

んですが、これは井上先生何かお考えになることあ

りますか。 

井上：そうですね先行研究の評価ということですよ

ね。先行研究の専業に行かなかったから、限界があ

るという言い方、こうした評価に関しましては、お

そらく北海道農業発達史上下巻があるんですが、お

そらくあれが一つのピークの研究なのかなと。こう

した研究と、今進めている研究とのその距離、とい

うか違いというものを簡単にご説明させていただき

ますと、北海道では第二期拓殖計画が始まる前まで

は、酪農が産業と言い難いというか、ほんの一部の

地域で行われているに過ぎないものだった。言って

みれば、酪農っていう産業それ自体を北海道におい

て根付かせるというか、スタートアップさせたとい

う意味で、戦前期の北海道酪農というものは、評価

されるべきと考えております。また、評価されない

部分として混合農業の話との関わりではあるんです

けれども、農家及び農家組織が地域格差なく、酪農

という新規の産業に手をつける、そのきっかけをも

たらしたっていう意味において、戦前期の北海道の

酪農事業は、もっと評価されてもいいのではないか

な、というふうに思います。先ほどの高宮先生の報

告の内容ともちょっとかと思うんですけれども、厳

しい評価の背景としては、牛馬 100万頭計画が達成

できなかったっていうところからだと思うんですね。

1946年ぐらいの『北日本新聞』って帯広の方の新聞

があるんですけども、第二期拓殖計画の時代の酪農

政策を厳しく批判しているんですね。それは、牛馬

100 万頭に足らなかったという点を以て厳しく論じ

ているんですけれども、やっぱり 100万頭に達せな

かったっていうところから、厳しい評価が『北海道

農業発達史』の公刊された 1960 年代ぐらいまで続

いていたのだろうと、思っております。 

前田：はい。ありがとうございます。デンマーク農

法への展開っていうのが大きなキーワードになるん

ですけど、これは安宅先生は、もともと飼料作物の

ご専門なんで、そこら辺りについてですねどういう

風にお考えなのかっていうことが一つと、もう一つ

はですね、これは私がそのよくわかんないというか

宇都宮仙太郎のデンマーク農法と黒澤酉蔵の循環農

法図っていうのは、これは同じものなのかどうかと

いうこの 2つを聞きしたいなと思います。 

安宅：ちょっと私の考えなんですけども、黒澤先生

の循環農法はどちらかといえばクラーク先生の冒頭

に示した考えに非常に似てるかなという風に思いま

す。それで黒澤先生は、循環農法と一緒にですね、

健土健民思想を唱えているんですね。健土健民思想

の考え方は、恩師田中正蔵とそれからもう一人の恩

師宇都宮先生とこの 2人の考えがベースになって黒

澤先生のオリジナルな哲学が、健土健民だと思いま

すね。田中正造先生の考えから行くと、国土保全と

言いますか、あるいは、今では SDGSと呼ばれていま

すが、国土保全じゃなくて一歩進んで黒澤先生の場

合は国土をさらに豊かにするという意味なのが健土

健民思想です。循環農法の図にありました。その循

環を回すことによって土地がますます豊かになると

いう考えです。これにあと一つは化学肥料一辺倒で

はダメですよと、化学肥料は堆肥をまずベースにし

て、その不足分をやりなさいというのがあの循環農

法の基本でありますね。それで黒澤先生の現代でも

すごいなと思うのがですね。クラークさん、それか

らエドウィン・ダンさん、土を良くするという意味

で石灰を入れる。町村さんもそれを伝えた人で功績
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あるんですけれども石灰で pH、化学的に改良すると

いう改良の仕方と、もう一つとは暗渠排水によって

ですね、排水良くしたりすることによって土地を改

良するという考えがあるんですけども、黒澤先生は

一歩進んでさらにですね、その微生物的な改良とい

うことですかね、化学的、物理学的、そして微生物

学的に土壌を改良する。それでもってですね、土地

を肥沃にする点では、素晴らしいなというふうに今

でも考えております。ですから、黒澤先生の考え、

循環農法の考え方は今でも非常に通用する立派な考

えだなというふうに思っております。そういう意味

で今ちょうど化学肥料が高騰しているとか、飼料も

高騰している、なかなか手に入らない状況になって

います。自分で自給して生産性も高めてやるという

ことですね。今もう 1回見直すべきじゃないかなと

思います。 

前田：ありがとうございます。高宮さん今の話、ど

うですか。 

高宮：高宮です。前田さんの方から宇都宮さんと黒

澤さんの考え同じだろうか、どうでしょうかという

ことだったと思うんですけども、それは最初、宇都

宮さんがアメリカで聞いた話から今日私どもが黒澤

さんの健土健民思想を理解する上でですね、安宅先

生がおっしゃったように、黒澤さんのその土に対す

る考え方っていうのは、劇的に強く感じられるのは

田中正造の「国土を汚してはならないという」まだ

二十歳にもならない時に、その鉱毒被害救済運動で、

努力された、熱烈な強いものがあったと思うんです

よ。したがって、彼がその 20歳の時に、札幌に来て

牧夫になった時に宇都宮さんがその後、その翌年ア

メリカ行って翌々年にデンマーク思想を 4日会で話

した時に非常に強い刺激を受けたのではないかと私

は類推しております。宇都宮さんの考え方、デンマ

ークの農法を非常に日本的に北海道的に進化をさせ

て、それを見事に今日の北海道酪農に根付かせてい

った、今でも、何て言うんですか北海道の地域、地

方に行くと黒澤酉蔵さんの健土健民、私は根室の農

家さんのとこ行ってちょっと取材の時、びっくりし

たのはハンカチに健土健民黒澤酉蔵って書いてるの

を見ておじいちゃんに聞いたら、いやあの黒澤さん

に会った時に健土健民って書いてもらったんだと、

非常にそれが農民の末端の農民までその思想が行き

渡っていると、非常に感銘を受けたことがありまし

て、宇都宮さんの考え方、田中正造さんの国土に対

する考え方が黒澤さんによってその北海道的に、日

本の酪農的に北海道の都府県にない北海道の土地条

いったのではないかなっていう気がします。以上で

す。 

前田：はい。ありがとうございます。この話は面白

い話だと思います。実際本当にそれは成功したかど

うかというのは別なんですけども、非常に重要な議

論だと思います。 

残念ながらそろそろお時間になったので、最後に

3 人の先生方に、1 分程度で申し訳ありませんけど

も、こうした北海道の酪農史について、現在のこの

酪農危機と言われる状況を踏まえた時に何を学び何

を活かすのか、教訓は何なのかっていうことについ

て、最後に意見をいただきたいと思います。ある意

味で大変難しいわけですが、これは産業史研究の基

本的な役割ですので、そこらあたりで一言ずつご意

見をください。最初にちょっと井上先生からお願い

します。 

井上：報告の準備を進めていく中で頭に残ったのは、

国というか政策の方向性ですよね。酪農という事業、

産業を生かすも殺すも国がどのようなお金の使い方

をしていくかってことによって、すごく変わってく

ると思うんですよね。最近、離農のために補助金を

出すというような動きがあると新聞などの報道でも

見ますし、酪農という産業を守っていくっていう方

向にお金を使っていくっていうことですよね。北海

道第二期拓植計画の下で、補助金が酪農っていう産

業を自立させる方向で使われたことが、北海道酪農

のスタートアップになったという点は、戦前期の北

海道酪農史から学べる点の一つではないのかと思い

ます。そして、国の補助金というものが、酪農とい

う産業を守っていくような方向で用いられるべきだ

と個人的には思っております。 

前田：どうもありがとうございます。それでは、安

宅先生よろしくお願いします。 

安宅：はい。それでは安宅です。私の報告としまし

ては、4日会、デンマークモデルと協同組合、この 3

つのキーワードで話ししましたけれども、4 日会を

設立した宇都宮仙太郎は、福沢諭吉の影響を受けて

いるわけですけども、福沢諭吉の独立自尊、それか

らデンマークモデルでは、デンマークの組合の「農

民のことは、農民で」と、「農業のことは農民」でと

いうことです。まずは、この酪農危機にあっては、

農民自身が頑張ってほしいなということで、そして

協同組合ですからお互いに助け合うということです

ので、団結して助けるということが大切かと思いま

す。それから、組合の思想としては、大切なのは、

自分たちのことばかりでなくて、やっぱりこれから

は社会にも奉仕しなければいけないと。忍耐と高い

志を持ってこの苦難と危機を乗り越えてですね、頑

張ってほしいなと思います。そういう意味で先人の

困難を克服してきた歴史に学びたいな、というふう
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に思います。以上です。ありがとうございます。 

前田：はい。ありがとうございます 

高宮：私もこう結論を申し上げるような深い知識が

あるわけではありませんけれども、私どもがこう、

職業として私は、酪農乳業の専門紙としてやってき

てやっぱり強く感じるのは、農業っていうのは、国

民のその生命を守っていく産業であるということ、

その基になるものは、産業、土であるということは

紛れもない事実です。土のない農業っていうのは、

なかなか理解をしにくいなと。土がすべてのその生

命のもとになっているんだっていうのは、これは黒

澤酉蔵さんの考え方で、この土は無尽蔵に豊かにで

きるので、無尽蔵に豊かにできれば人間はずっと長

生きできると。これはもう健土健民思想なんですけ

ども、これに付随して、土を豊かにしていくための

組織とか、農業の技術とかはあって、まず土を大事

にしていきましょうという。それで土があって草が

あって牛がいるという、これを回していこうという

のは黒澤さんの考えでありましたので、やっぱり土

に根付いた農業、酪農をやっぱり考えていかないと

産業として長続きしないし、国民からも理解をされ

ない。私は、その食料は武器だっていうのは冒頭に

申し上げましたけれども、小林道彦さんから、この

方は、早稲田を出て陸軍中野学校を経て南方の方に

行って非常に厳しい状態を見てこられたということ

を、何を見てきたか私は聞きませんでしたけども、

食料は武器なんだよというようなことを教えられま

した。今になってみると本当に食料は武器で、土を

大事にしていく農業を、まず酪農家さんは考えなけ

ればならない。それでずーっと努力をして今北海道

の酪農がそのような形になっているのかどうか、や

っぱりみんなもう一度問い直しして頑張ってやって

いけば国民から支持を受けるし、酪農家さんにとっ

て最も大切な乳牛を処分をしなければならないよう

なことではなく、ぜひこれからも頑張って国民のた

めに良質な原料乳、良質な牛乳製品を提供していっ

ていただきたいなと思います。以上であります。 

前田：はい。どうもありがとうございました。3 人

の先生方の貴重なご意見ありがとうございました。

それでは、ここで 2点ほど私の方からお話して締め

たいと思います。 

一つは、今日は、農政政策それから、農法技術、

そして組織産業組合という 3つをポイントにお話が

あったんですが、まだ議論が必要なのは、この時期

の酪農民の実像みたいなものですね。生活はどうだ

ったのかあるいは土地所有、地主・自作農小作、こ

ういう問題はどういう風な問題があったのか。当時

多くの酪農家の方々も酪農の仕事はほんの一部で

「デメン」と言われるようなですね、ちょうど出稼

ぎとか林業とか様々な仕事をしてかろうじて生きて

いたわけですので、そういう実態をもう少し浮き彫

りすることが歴史研究の中でも必要かなって思いま

した。 

二つ目は、たかだか 20 年くらいの間の戦間期の

間にものすごくいろんなことが起こって目まぐるし

く情勢が変化する中で、なんとかして生き抜いて、

日本の酪農乳業の産業的な形成を行ったっていうの

が北海道酪農ですので、こういう風な戦前の北海道

酪農史をしっかり議論するのは初めての機会だった

と思うんですね。したがって、本日は、おそらくそ

の日本の酪農乳業史研究のエポックになったのでは

ないかというふうに思います。 

今後、酪農乳業史研究会を中心にしながら、今日

ご参加の皆さん方と一緒になって、歴史を現在に生

かすような研究を進めていく必要があるなというふ

うに実感しました。これで私の締めとしてディスカ

ッションを終了したいと思います。どうも皆さんあ

りがとうございました。 

小林：はい。ありがとうございました。3 人の先生

方、そしてモデレーターの前田さん、ありがとうご

ざいました。それでは、最後に少しだけ時間をいた

だきまして私の方からお礼のご挨拶をさせていただ

きたいと思います。私も今回北海道酪農についてい

ろいろ勉強させていただきました。ただ疑問に思っ

たというか、さらに疑問に湧いてきたこともいくつ

かありまして、例えば私の通俗的な解釈だと、エド

ウィン・ダンですとかクラーク博士のような雇い外

国人が北海道酪農の種を播き、それが現在の北海道

酪農に、つながっていると思っていたのですが、そ

れはどうなのか。第一期拓計の中ではほとんど酪農

についての言及はなく、第二期拓計においても、政

策は米中心であった。もう一つは、ヨーロッパの農

業革命の影響はどうだったのか。先ほどの安宅先生

からも家畜は有機肥料を得るためというお話があっ

たのですが、ヨーロッパの農業革命は畜産を糞畜か

ら用畜に変えたものと考えています。三圃式農法か

ら穀草式、ノーフォーク輪栽式農法への変化の内容

は、農地の中に牧草や家畜カブを導入することで、

飼料生産基盤を強化したことだと理解しています。

北海道の混同酪農ではどうだったのか、今後できれ

ば勉強したいと思っています。日本の農業政策が米

政策中心で行われてきたということを変える必要が

ある。酪農畜産がもう少し前面に出る必要があるの

ではないか。そのポイントはやはり飼料穀物をどう

するのかということで、これから畜産を発展させて

いくポイントではないかと思います。最後に大変恐
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縮ですが、違う研究会の紹介をさせていただきます。

畜産経営経済研究会の月例会として 5 月 26 日 3 時

から 5時半まで、オンラインのミニシンポジウムを

行います。ここでは酪農経営危機の現状とセーフテ

ィネットの整備をテーマに今日的な課題を議論しよ

うということです。私も今までの政策を整理させて

いただきますが、北大の清水池先生からは酪農経営

の現状、農中総研の平澤さんには、EUの共通農業政

策のことをお話しいただきます。興味のある方はご

連絡ください。少し長くなりましたが、以上で本日

のシンポジウムを終わりたいと思います。長い間皆

さん熱心に、お聞きいただきましてありがとうござ

いました。 
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「ブラミルク＠函館」報告 

堂 迫 俊 一、小 林 志 歩 

 
Ⅰ．はじめに 
「ミルク一万年の会」のメインイベントである「ブ

ラミルク＠東京」は東京およびその近郊における酪

農乳業の発展について軌跡をたどっている。「東京ミ

ルクものがたり」（前田浩史、矢澤好幸、農山魚村文

化協会、2022）に訪れた酪農乳業ゆかりの地の一部

が紹介されている。毎回多くの方々が参加している

が、東京ばかりでなく地方でもブラミルクを実施し

てほしいという会員からの要望があった。 
北海道の酪農乳業の発展については、札幌地区を中

心とした牛乳搾取業組合が先駆けとなり、その後大

手乳業メーカーが乳製品の生産を展開したことはよ

く知られているものの、札幌の発展以前については

まとまった報告は少ない。本誌（1）に記載したよう

に、本格的なチーズの生産と販売に関しては函館を

中心にした道南地区におけるトラピスチヌ修道院

（女子修道院、以下天使園とする）が日本で最初で

あり、明治末から大正にかけてチーズ生産の中心地

であった。そこで、チーズのみならず、函館を中心

とした道南地域における酪農乳業の歴史を辿ること

とした。 
ロケハン（事前調査）は 2022 年 4 月 12 日～14 日

に函館市中央図書館にて資料調査を行い、七飯町歴

史館、天使園、トラピスト修道院、川田農場跡、五

島軒などを訪問した。 
参加申し込み者を対象に9月４日にオンラインによ

る事前学習会を実施し、9 月 17 日、18 日に「ブラ

ミルク＠函館」を実施した。17 日は函館市電を利用

しながら同市内の酪農乳業関連史跡を見学した。翌

18 日は七飯町歴史館、園田牧場跡、木古内郷土資料

館、道の駅なないろななえに隣接し川田農場資料を

展示する男爵ラウンジ、トラピスト修道院を訪問し

た。 
参加人数は 15 名（内、8 名は道内居住者）であった。 
ここではロケハンならびに「ブラミルク＠函館」に

て入手した、これまで一般的には知られていない資

料や関係者の聞き取り情報について報告する。 
 
 
Ⅱ．北海道初の搾乳 
北海道で最初に搾乳したのは米国人の E.E ライス

（Elisha E. Rice）であったとされている。米国交易

方武官として捕鯨船で箱館に上陸したライスが

1857（安政４）年４月、雌牛１頭の提供を希望した。

そこで奉行所は大野村の牛を手渡したところ、翌朝、

ライスは搾乳して飲んだという（2）。図1 はライス

が白い液体（恐らく牛乳）の入った容器を手にして

おり、私見では牛乳を勧められた女性が顔を背けな

がら必死に断っているように見てとれるが、一般的

にはこの女性”おたね”がアメリカ人の妾となるのを

嫌がっているところだと解釈されている。市街地の

庭先で牛をつなぎ搾乳したとすれば、地元のひとび

との目に触れる機会も多かったかも知れない。 
函館市史通説編第 2 巻第4編などによると、ライス

の滞在先となったのは函館市元町にあった浄玄寺の

別堂だった。現在は真宗大谷派函館別院となってい

る。1865（慶応元）年に函館駐在米国領事に任命さ

れたといい、弥生小学校付近に旧米国領事館跡とし

て函館市の案内板があるが、2008（平成20）年から

市民を対象に「函館歴史散歩の会」を主宰する中尾

仁彦氏によれば、実際に滞在した別堂は案内板から

少し離れた場所にあったという。また、弥生小学校

前には、明治9 年の行幸の行在所跡を示す石碑もあ

り、七重の乳製品（後述）はこちらに届けられたと

考えられる。 
函館市史資料集には、慶応年間には肝付七之丞（き

もつき しちのじょう）という人物が管理する牝牛

を、雇人の武田忠蔵に搾乳させて牛乳を販売したと

あり、その価格が「麦酒壜一本（四合入り）付金一

分で、忠蔵の給料が一ヶ月金三分なりき」と記述は
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具体的である。ビール瓶一本の牛乳が月給の 3 分の

1 だったことから推測すると、当時牛乳が希少であ

ったことに加え、外国人と日本人庶民の間に大きな

経済格差が存在したことがうかがわれる。1866（慶

応 2）年には横浜で日本初の牛乳搾取業がスタート

したことから（矢澤好幸、酪農乳業の発展史、J ミ

ルク、2018）、ほぼ同時期に函館でも牛乳販売が始

まったと考えられる。 
 
 
Ⅲ．七重勧業試験場の乳製品製造 
榎本武揚がプロシア人のガルトネルに現七飯町の広

大な土地を貸与したが、明治政府はこれを買い戻し、

1870（明治 3）年に開墾場を設置した（図 2）。 

 
1873（明治 6）年になると函館-青森間に定期航路が

開かれ、牧畜がスタートし、粉乳およびバターを試

作した(3)。1878（明治 11）年から勧業試験場と改

名され、技手であった大山重武が改良を重ねていた。

1887（明治20）年12 月の地元紙函館新聞の記事に

よれば、バターは函館に入港する各国軍艦の水兵や

神奈川県に雇われていたパーマー工兵大佐らに好評

であった。また、「金森洋物店」（現在は函館市立郷

土資料館として公開されている）にてバターを販売

していたが、多数の注文に応じきれない状態であっ

た（4）。七重勧業試験場については大島の先行文献

（5）が詳しい。 
なお、榎本武揚は 1891（明治 24）年に「育英黌（い

くえいこう）農業科」（現在の東京農業大学）を設立

し、近代農業の技術を国内各地に広めるリーダーた

ちの育成に貢献した（東京農業大学 食と農の博物

館）。 
一方、粉乳に関する資料は何一つ現存していない。

なお、現在主流となっている噴霧乾燥法は 1878(明
治11)年に発明された（6）ので、噴霧乾燥法で製造

されたものではない。 
1875（明治8）年に米国人エドウィン・ダン（Edwin 
Dun）らが着任し、農業全般を指導した。また、同

年にボーデン社の煉乳を取り寄せ煉乳の試作を開始

した。さらに、チーズの試作も開始され、1877（明

治10）年には迫田喜二（さこた きじ／のぶじ）が

日本人の手による初のチーズ試作で経験した内容を

「乾酪製法記」に記した。「乾酪製法記」については

本誌（1）を参照願いたい。ダンはこの年の 10 月に

帰京し、翌1876（明治 9）年には札幌に赴任し札幌

地区における酪農の発展につながった。 
1876（明治 9）年 7 月 17 日には明治天皇が七重勧

業試験場を御巡幸され、その際七重勧業試験場で試

作した粉ミルク、チーズおよびボートルアイスクリ

ームを献上したところ、行在所に送るよう命じられ

直ちに送付したとの記録がある（7）。なお、ボート

ルアイスクリームの”ボートル”はバターのオランダ

語である。図3 は七飯町歴史館に所蔵されている手

回しフリーザーと迫田家文書「爨司官（さんしかん）

心得」に記載された説明資料である。冷媒に硝酸ア

ンモニウムを使用している。 

 
煉乳に関しては、試作を繰り返したが、大きな進展

は 1887（明治 19）年に「井上釜（8）」が設置され

てからである（9）。バターの開発を担った大山重武

が煉乳の開発も担当し、大山の煉乳製造に関する日

記の一部には、生乳一斗（180 リットル）に対し砂

糖800 匁（＝3kg）などと記載があったとされる（10）。
1894（明治 26）年に大山は北海道庁種畜場七重分場

の主任となるが、真駒内牧牛場に力を集中するため

に七重分場は 1895（明治 27）年に閉鎖された。大

山は後年、園田牧場に移ったとの記載があるものの

（11）さらなる調査が必要である。 
七重勧業試験場の写真については、函館市中央図書

館デジタル資料館に「大山重武七重勧業試験場写真」

45 点が、および宮内庁宮内公文書館デジタルアーカ

イブにある「元開拓使七重勸業試験場写真説明大正

15 年」に、大山重武が 1918（大正7）年に記した写

真説明が公開されている。 
 
 
Ⅳ．時任農場 
旧薩摩藩士時任為基（ときとうためもと）は、開拓
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使大書記官、函館県令(知事)などを歴任した。

1877(明治 10)年から 1887(明治 20)年まで 11 年間

の在任中は、函館市街の整備や函館公園の開設、上

水道敷設や児童福祉にも力を入れた（12）。 
その時任為基が本町電車通りから大森浜にまでいた

る 50 万坪の広大な土地に、洋式の模範牧場である

時任牧場を始めたことにちなんで、時任町との名が

残っている（図 4）。 

 
函館の郷土史に詳しい中尾仁彦氏によると、かつて

はサイロがあったが、現在では町会の創立 50 周年

の記念碑に牧場があった旨が記されているほか、痕

跡は見当たらないという。 
 「北海タイムス」1912（大正元）年 の牧場紹介記

事によると、時任牧場は時任為基が 1879（明治 12）
年に設立し、1899（明治 32）年には嗣子の時任静二

が経営を引き継いだ。七重勧業試験場よりエアシャ

ーなど牛馬の払い下げを受け、改良繁殖した結果、

牛 41 頭、馬 11 頭のほか羊 50 頭や山羊 45 頭も飼

養した。さらにたんぱく質や脂肪含量が高いゼルシ

ー（ジャージー）種も飼育しており、その牛乳は風

味や栄養に優れ、「時任ゼルシー牧場」として知られ

ていた。 
時任牧場の開設に関しては、「明治 8 年 2 月 17 日 
昨明治 7 年度の函館市庁贏余金（えいよきん）のう

ち 1 万円を牧畜の経費に充てるようにと開拓使東

京出張所から函館市庁長時任為基宛指令された」と

記載があり、開拓使の意図と資金提供を受けたもの

であったと考えられる（13）。 
また、時任為基が宮崎県知事に転任した1887（明治

20）年以降については、牛馬を園田牧場 や八雲を含

めた近隣農民に分譲もしくは附与した。土地を中学

校用地として寄付し、遺愛女学校敷地として売却し

た（13）。 現在の市街地に牧場があったことに驚く

が、大正期にはヨーグルトも製造した。農商務省の

報告書によると、1919（大正8）年のヨーグルト製

造量は 833 斤（約 375kg １斤=0.45kg）であった

（14）。時任農場のヨーグルトは豆腐を砕いたよう

なものが黄色い水の中に浮いていて、相当酸っぱく、

砂糖を沢山かけて食したらしい（15）。 

昭和初期に同牧場が発行した「時任牧場月報」が函

館市中央図書館に所蔵されており、消費者向けに積

極的な情報発信を行った先駆的な牧場であったこと

がわかる。牛乳や牛に関する話題のコラム、「パイン

アップルミルクセーキ」や「ミルクゼリー」などの

牛乳を用いたレシピや児童の詩などの読みものに加

え、病院や医院の広告が多数掲載されている。牛乳

の栄養・健康機能に関する医師からの寄稿が頻繁に

掲載されている点も特徴の一つである（図 5）。 

 
牛乳が食品という以上に、医薬品に極めて近い位置

づけであったことを示している。 
 
 
Ⅴ．園田牧場 
1886（明治 19）年一月に北海道庁制となり、七重勧

業試験場を廃して、改めて七重種畜場が開設された

1882（明治 15）年、廃藩置県に伴い七重官園は農商

務省の所轄となり七重種畜場が開設されたが（17）、
経費節減などで規模が縮小された。試験場の牧羊場

として 150 万坪（495 万 m2）を確保したものの、

牧羊が廃止されて放牧場となっていた桔梗野（きき

ょうの）牧場を薩摩出身の実業家園田実徳（そのだ

さねのり）に貸下げて牧場経営を始めた（16）。 
親族が保管する 1915（大正4）年作成の園田の履歴

書によれば、「畜産の改良は国家的重要事業にしてこ

れを一日も放棄し置くべきものにあらざることを自

覚信し」、1886（明治19）年に払下げを申請し、翌

1887 年に認められて牧場を開設した。その後数十万

円の私財を投じて、優良な種馬を英米や豪州、種牛

を英蘭両国から購入して繁殖改善、牧草他飼料に留

意して熱心に経営したことが記されている。 
園田牧場の酪農経営については、函館市中央図書館

に園田牧場要覧（1911 年）が所蔵されており、創業

時から明治末までの状況を知る手がかりとなる。こ

れによれば、創業以来購入された家畜の表には、明

治 23 年にオランダからホルスタイン牡牝各１頭

を購入し、明治 28 年に英国産エアシャー牡１、牝

２頭を種畜場から払下げを受けたことが記されてい
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る。また、「畜牛現在表」によると、ホルスタイン（ 2 
歳以上 32 頭、内牡２）エアシャー（ 2 歳以上 15 
頭、内牡５）ホルスタイン雑種（同 14 頭）エアシ

ャー雑種（同 12 頭）とあり、発行時点で、合計 107 
頭を飼養していた。  
また、種牡、種牡候補、乳牛など種類別に、燕麦、

ビート、フスマ、「インスレーズ」（サイレージ）の

投与量を表にした牛の飼料表、頭数を明記し月別の

泌乳量を記録した搾乳表も記載され、明治期の酪農

実践がわかる貴重な資料である。 
 『函館市史別巻 亀田市編』（1978 年）によると、

大正 6 年末にはホルスタイン種牝 33 頭、エアシャ

ー種牝19 頭、ホルスタイン雑種牝 41頭、エアシャ

ー雑種牝一頭など合計 115頭の乳牛を飼養し、朝夕

2 回鉄道便で桔梗駅から函館駅へ輸送、現在函館市

役所付近である東雲町242番地にあった函館園田牧

場販売所で蒸気殺菌して函館市内に配達販売してい

た。 
今回9 月の訪問時に、函館市立博物館の奥野進学芸

員の紹介で、園田実徳の実弟、武彦七の子孫である

武孝彦さん、芳孝さんに園田牧場跡をご案内いただ

いた。近年、一帯はドメーヌ・ド・モンティーユ 
(Domaine de Montille)というフランス・ブルゴーニ

ュのワイナリーが進出し、ブドウ栽培に活用される

との話だった。園田牧場の様子や牛の写真ならびに

武さんから見せて頂いた写真の一部を紹介する（図

6～図9）。 

 

 

 

 
 
 
Ⅵ．トラピスト修道院とトラピスチヌ修道院 
トラピスチヌ修道院（天使園と略）は1898（明治 31）
年、フランスのナンシー近郊のウプシー修道院から

派遣された8名の修道女によって現在の函館市上湯

川町に設立された。ここでは修道女らによってチー

ズが製造され、農商務省の統計によれば1912（大正

元）年にはチーズ生産者として登場し、大正から昭

和初期にかけて日本で最大のチーズ生産者であった

（1）。 
1896（明治 29）年10 月にフランスやオランダから

来た9人の修道士が函館市から西へ30kmの小高い

丘で生活を始めたのが、渡島当別トラピスト修道院

（修道院と略す）の始まりである。翌年には手廻し

チャーンを用いてバター製造を始めた（図 10）。 
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1903（明治 36）年からは東京や函館にてバターの販

売を開始した。また、1907（明治 40）年にシベリア

鉄道を使って、オランダよりホルスタイン 5 頭を購

入し、牧畜や酪農について普及に務めた（17）。一方、

別の資料（18）によれば、バター製造は1904（明治

37）年から始まり、1905（明治38）年には木古内村

の鈴木農場（後述）と契約し乳を購入した。そして

ここに最初の牛乳購入出張所を設置した。さらに、

1906（明治 39）年には大野村にも牛乳購入出張所を

開設したが、生乳の運搬は不便であるため、1907（明

治40）年に大野村出張所にクリーム分離器を備付け

大野村や七飯村で買い入れた生乳を分離し、クリー

ムのみをトラピスト修道院に輸送することで製品も

成績も良くなった。 
1907（明治 40）年には修道院を中心に、長万部、八

雲、鹿部、七飯、大野、木古内という６村から生産

者16 人が参加して「トラピスト附属渡振（としん）

牛酪協会」が設立された（19）。この協会は①修道院

と生産者の相互信頼関係強化、②競争に耐えるバタ

ー製造、③バターと牛乳の価格維持を目的としてい

た。1902（大正元）年発行の業界雑誌に先進事例と

して紹介された（20）。こうした集乳体制を通じて、

乳牛飼養や牛乳の衛生管理等の技術、ノウハウが共

有され、直接酪農家に伝えられ、その後の道南にお

ける酪農発展の礎となった。 
1911（明治 44）年には蒸気機関を使ったバター工場

が稼働し、1915（大正 4）年には煉乳工場を増設し

た。しかし、1918（大正 7）年には経営に行き詰ま

り、”函館貿易”に製酪工場を移管（20 年間の契約）

したが、1932（昭和 7）年には修道院の経営に戻し

た。 
農商務省の統計（21）によれば1917（大正 6）年お

よび1918（大正 7）年におけるバター製造者として

天使園は記載されているが、修道院は記載されてい

ない。表1は1931(昭和6)年における北海道の主な

バター生産者と生産額を示すが、この頃になると現

在の大手乳業メーカーにつながる乳業メーカーが大

量のバターを生産・販売しており、修道院のバター

生産額は道内 6 位となった。図 10 は現在も残る製

酪工場跡である。 

 

 
一方、チーズについては図11にあるように1909（明

治42）年にチーズ販売と記載されているが、天使園

との話し合いにより、天使園はチーズを、トラピス

ト修道院ではバターを製造販売することになり、

1924（大正13）年頃からチーズ製造が始まった（22）。 

 
昭和 6 年におけるチーズ製造量は天使園が約 12.1
トン、トラピスト修道院はわずか約 770kg）となっ

ている（1） 
トラピスト修道院の沿革史に掲載されたチーズ熟成

室の写真（掲載不許可、撮影年は不明だが戦後のも

のという）によれば通常の円盤型チーズの他にも、

直方体のチーズも熟成されていた。恐らく“ブリッ

クチーズ”と思われるが定かではない。当時使われ

ていたチーズとバターの容器を図 12 に示す。 
1952（昭和 27）年頃50 頭の乳牛を飼育し、バター

約11 トン、チーズ約 45トン、ビスケット11～13.5
トンの他、夏季にはアイスクリームも製造し、広く

販売されていた（10）。 
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同修道院の坂本耕一修道士によれば、1952（昭和27）
年 8 月 19 日に北海道大学の前野正久教授からバタ

ー用スターターの乳酸菌をもらいチーズ製造を始め

たとの記録があるというが、どのチーズ製造に用い

たのか不明である。その他、味噌やアイスキャンデ

ーなど様々な商品開発も行われた。 
 
 
Ⅶ．鈴木牧場 
木古内の鈴木牧場は 1906（明治 39 ）年に鈴木陽之

助が木古内に土地を購入して、人を使って牧場を始

めた。1913（大正 2 ）年頃、陽之助の息子で岩見沢

農業高校の前身である空知農業学校で教員をしてい

た獣医の鈴木 了（さとる）が帰村し、酪農経営を本

格化させた。子孫の鈴木泰男さんによると、了は獣

医師としてトラピスト修道院に出入りしており、馬

車、馬橇（ばそり）で送迎を受けていたという。 
木古内町郷土資料館提供の資料（木古内町酪農沿革

史）によると、1918（大正7）年には、函館貿易株

式会社が設立され、南洋向け煉乳の輸出目的で木古

内工場が建設され、トラピスト修道院の煉乳事業を

継承した。1922（大正11）年には北海道煉乳株式会

社と合併し事業を継承し、1928（昭和3）年に大日

本乳製品株式会社に引継がれた後、1932（昭和 7）
年には木古内工場でバター製造が開始され、翌年明

治製菓株式会社が経営を引き継いだ。1941（昭和16）
年には戦時統制により北海道興農公社が設立され、

戦後雪印乳業木古内工場となった。 
鈴木牧場は、農商務省の報告書(21)によれば、1917
（大正６）年、チーズ（2,100kg、 2800 円）、1918
（大正 7）年 バター（6,600kg、 9900 円）、カゼイ

ン（600kg、 250 円）製造との記録がある。鈴木泰

男さんによれば、昔は牛乳一升十銭で取引され、豆

やイモを作るより牛乳の方がいいと言われたそうだ。

昭和 30 年代は集乳馬車が各部落を回り、集乳して

いたという。 
鈴木牧場では1956（昭和 31）年から、生産から販

売まで手掛けるべきだとの考えから、「こまどり牛乳」

として飲用牛乳の販売を始め、地域の給食にも提供

された。放牧のため味が良いと評判で、町外にも配

達していた。2010 年以降は乳業をやめ、しばらくは

少数の牛の繁殖を手掛けていたが、現在は牧草の販

売のみである。こまどり乳業で使用されていた器具

等一式は同資料館に寄贈され、手動の牛乳充填機や

牛乳瓶、キャップが展示されている（図13）。 

 
木古内ではまだ村だった 1930（昭和 5）年に297 戸

の農家が搾乳、約970 トンの牛乳が生産されており

（22）、戦前から畑作の収入を補う形で人々の暮ら

しを支えた。戦後の 1958（昭和 33）年には乳牛感

謝の碑が建立され、1964（昭和 39）年には乳牛千頭

突破の祝賀が行われた（23）が、木古内町役場によ

ると2023 年現在、酪農家は４軒となっている。 
 
 
Ⅷ．川田農場 
“男爵いも”の名のルーツとして知られる川田龍吉

は、大正初期以降、当別（現北斗市）に農場を整備

し、1935（昭和 10）年頃まで酪農が行われ、最盛期

は 乳牛を40 頭飼養していたという（図 14）。 

 
舘和夫（たち かずお）による評伝「新版 男爵い

もの父 川田龍吉伝」（北海道新聞社、2008 年）に

は、館氏がかつて評伝の執筆のために閲覧した川田

農場業務報告からの引用があり、酪農経営について

の情報が含まれている。記述によると 1920（大正 9）
年 12 月 30 日には薪代 7000 円入金、内 1000 円で

バター製造器具購入、1921（大正 10）年 3 月には

トラピスト修道院より乳牛を購入する契約をし、１

日の乳量一斗五升（注、約27 リットル）のフジミ号

を引き取ったと記載されている。 
1922（大正 11）年 7 月にはバターの機械について

木古内の鈴木牧場に相談、10 月にはバター製造につ

いて鈴木牧場と練乳会社の松山専務等とともに研究

とある。翌 1923（大正 12）年 1 月にも鈴木牧場で

のバター製造がうまくいかなかった旨の記録がある。

練乳会社とあるのは、文献（北海道煉乳製造史ほか）

から、函館貿易を合併した北海道練乳と推測される。 
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1930 （昭和 5 ）年3 月には、 新牛舎で許可なく

牛を飼養したとして茂辺地駐在所より告発されるも

百万奔走の結果、どうやら収まったと評伝にある。

この年 12 月落成したこの牛舎が、後に男爵資料館

として使用され現存している。警察が酪農を厳しく

取り締まっていたことを物語るエピソードである。

ほかに酪農関係の引用として、昭和５年 5 月には、

「時任農場に牛乳一日あたり三斗（ ＝54 リットル）、

一升二十五銭で売却する契約を交わす」との記載も

ある。 
現在の所有者である株式会社男爵倶楽部のご協力に

より、所蔵品リスト（牛舎関係）を閲覧させて頂い

た。酪農関係では、牛舎の基礎詳細図、設計図、サ

イロの詳細図や設計図、ウォーターカップ、牛舎の

鉄柵などがあり、農耕具としては牧草栽培関係の農

機具や 1915 年米国製の「サイレージブロワー」な

どの記載があった。評伝に引用されている業務報告

など文献資料については確認できなかった。牛舎、

木製サイロ（現存するものとしては最古の可能性が

ある）は歴史的価値が高いが、老朽化が進んでいる

ため、公開や見学は行われていない（図15）。 

 
酪農関係の所蔵品の一部が 2018 年にオープンした

道の駅「なないろ・ななえ」に隣接する観光施設男

爵ラウンジ内に展示されている。 
 
他に、函館市にある老舗洋食店で 1879（明治 12）
年創業の五島軒は、1887（明治 20）年６月 26 日
付函館新聞に掲載した広告に「カウヘイ、紅茶、ア

イスクリームを呈進（サービス）仕候」とあること

が、同社発行の沿革史（「北の食文化に灯をともして 

五島軒創業 120 年のあゆみ」1999 年）に記載され

ている。早い時期から乳製品をメニューに取り入れ

ていたことを示す事実である。古い記録は、大火等

により失われたものが多く、記事そのものは所蔵が

ないとのことだった。2019 年に同社が発行した沿革

史「五島軒の歴史と料理 明治・大正・昭和・平成

そして令和元年」には、かつてのメニューが紹介さ

れている。 
 

Ⅸ．結語 
函館を中心とした道南地区における酪農乳業の発展

には七重勧業試験場とトラピスト修道院の果たした

役割が重要である。七重勧業試験場ではエドウィン・

ダンら米国人が酪農全般、特にバターやチーズの製

造方法を指導した。ダンの指導は長くはなかったが

七重勧業試験場が閉鎖されるとダンは札幌に移り、

札幌地区の酪農乳業の発展につなげた。また、七重

勧業試験場から払い下げられた乳牛が、地域酪農の

出発点となった。時任牧場は明治から昭和戦前にか

けて牛乳の健康機能に着目し、啓発を行った。一方、

七重勧業試験場は土地の一部を園田牧場に払下げ、

園田牧場は牧場経営を拡大し、函館市内で市乳を販

売した。このように、酪農乳業の基礎を地域に広め

た。 
明治後期になるとトラピスト修道院（男子）とトラ

ピスチヌ修道院（女子）が開設され、トラピスト修

道院ではバターを、トラピスチヌ修道院は主にチー

ズを製造販売した。特に、トラピスト修道院は木古

内、八雲、七飯、長万部、鹿部などの生産者とトラ

ピスト附属渡振（としん）牛酪協会を組織した。生

乳の扱いについて規則を設け、乳脂肪に応じた買い

取りなどを実践し、地域酪農家の技術向上に大きく

貢献した。中でも、木古内の鈴木牧場ではトラピス

ト修道院と密接な関係があり、クリームをトラピス

ト修道院に納入した他、自らバターやチーズを製造、

戦後から平成にかけては地域で乳業を営んだ。 
また、川田牧場もトラピスト修道院から乳牛を購入

し、バター製造に取り組んだ。 
このように、七重勧業試験場とトラピスト修道院を

中心とした酪農乳業の発展の軌跡を図 16 に示す。 
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広島の原子爆弾と牛乳の使命 

矢 澤 好 幸 
    日本酪農乳業史研究会 会長 

 
ウクライナへの侵攻でロシアは核兵器の使用をち

らつかせ、核の威嚇がリアルになる中、被爆地広島

で主要７カ国首脳会議（Ｇ７サミット）がひらかれ

る。核が使われば、どのようになるのか、その実相を

直接感じる場で議論する事は重要である。日本には、

全世界核兵器不使用を続けること、そのため現実と

理想を両輪とする核軍縮を打ち出すことにリーダー

シップを発揮する責務があるのです。 
久振りに広島市街を散策すると、爆心地近くの原

爆ドーム以外に当時の原爆の悲惨さをを思い出すこ

とが困難であるほど平和で活気のある市街であった。

海の幸及び山に恵まれた、この地域で、加えて、お好

み焼きを好んで食べる習慣のある若い人々が繁華街

を歩いていた。 
今から78年前、広島市に原子爆弾が投下されたの

は第2次世界大戦（太平洋戦争）末期1945（昭和20）
年 8 月６日午前 8 時 15 分である。連合国アメリカ

合衆国が枢軸国（すうじくこく）の日本の広島に対

して、原子爆弾「リトルボーイ」を実戦に使用したの

である。これは人類史上初の都市に対する核攻撃で

ある。この核攻撃により、当時に広島市の人口35万

人のうち９～15万人が被爆後２～４カ月で亡くなり

多くの犠牲者をだしたのである。核兵器は絶対使っ

てはならない教訓である。 
チチヤス創業者野村保の子息であった野村真一さ

んの当日の日記を見ることが出来た。広島市の牛乳

配給所に牛乳を届ける様子であった。「水をくれ・水

をくれ」と叫ぶ被爆者に牛乳を配り早く回復を願う

野村真一さんが牛乳の使命に対し、懸命に頑張る姿

が目に見えてくる。末裔の了解えて全文を紹介する。

（2023・５・５） 
 

原爆の日：野村真一（当時49歳） 
昭和 20 年 8 月 6 日は、私にとって生涯忘れる事

の出来ない、この世の地獄を見た日であった。 
その日私は、牛乳を自動車に積んで、広島の牛乳配

給所へ届けるために支度をしていた。そこへ、この

ものとおもえぬ光が目の前をつきぬけていった。空

襲か爆撃か何処だろうと思い、すぐ前の山に駆け登

っていると体も吹っ飛ばされるほど、大きな音がし

て、頭をうちのめされた様になった。硝子という硝

子は、こなごなになって落ちて行った。 
丘に登って広島の方を見ると、異様な曇のかたま

りがぐんぐん盛り上がって、私の頭上に覆いかぶさ

るように広がっていった。これは大変な事になった、

どこがやられたのかと、急いで牛乳を積んで広島へ

向けて出発した。 
廿日市、五日市と進んだが、町は何事もなく人の気

配がなかった。井の口の港の付近から、手を前に出

し、指をだらりと下げ、着物がぼろぼろに焼けこげ、

髪を乱し、身体中やけどを受けた人々が、どこ行く

あてもなくうつろな眼で、ふらりふらりと歩いてい

た。 
草津町のあたりでは、道いっぱいに歩いてくる人

をよけながら過ぎて行くと、草津変電所にあたりで

どす黒い、泥とも油ともつかぬものが降り出し、前

が見えなくなったので、車を止め30分位待つと、雨

が止んで焦げ付くような暑い夏の日が照りつけて来

た。 
私は、赤子や病人の待っているこの牛乳を一時も

早く届けるようと、進んでいった。 
けが人は、ますます多くなり己斐橋に西詰迄来る

と、一面に瓦や家財が散らかって、路をふさいで進

ことが出来なかった。行く手はどす黒い煙に覆われ、

どうなっているのかわからなかった。 
自分の力では、歩く事の出来ない程やけどを負っ

た人が多くさん倒れていたので、そこに居た消防の

人と一緒に、そのけが人を自動車に乗せ病院か救護

所を探して引き返した。 
けが人は「水をくれ、水をくれ」と苦しそうにうめ

くので、積んでいた牛乳を一本ずつ渡し、飲んでも

らった。 
私の心には、釈迦が山を降り、乙女の捧げた牛乳を

飲んで元気を取り戻した教えが浮かび、この人達も、

元気に元の姿にかえる様にと祈りながら進んで行っ

た。 
車に収容したけが人を、先ず庚午の寺に収容して

もらい、次には草津の小学校へ運んだ。救護所にも

多くのけが人が居たので、少しずつ牛乳を置いて飲

んでもらった。4回か５回か、もっと運んだが、良く
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覚えていないが、車の燃料も無くなり、日も暮れか

かり、牛乳も無くなったので、一先ず、大野の牧場へ

引き返した。広島は災を上げて燃えていた。 
翌日は、体の調子が悪かった。熱っぽく、ひどい下

痢をした。しかし、牛乳を持って行かねば病人やけ

が人、特に赤子は死ぬだろうと思って、牛乳を積ん

で市役所へいった。 
己斐橋のところまで来ると、広島駅が見えた。一面

の焼け野原になっていた。 
市の配給課には市長になられた浜井さんが課長で

居られ、その指示をあおいで、市内の救護所や、五日

市、廿日市の役場に牛乳を配給した。 
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令和 5 年度 日本酪農乳業史研究会総会記事 

 
令和 5 年度の総会を令和 5 年 4 月 15 日にオンラインにより下記議案につきまして、会員の皆様に

ご検討頂きましたところ、全議案につきまして御承認を頂き、総会が終了いたしました。 
 
 

記 

 

      1） 第 1号議案  令和 4 年度事業報告及び収支決算（案） 

      2） 第 2号議案  監査報告 

      3） 第 3号議案  令和 5 年度事業計画及収支予算（案） 

   

以上 
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第１号議案 

 

令和 4 年度事業報告及収支決算（案） 

（令和 4 年 3 月 1 日〜令和 5 年 2 月 28 日） 
 
1. 事業報告 

1） 会員の異動 
令和 3 年 3 月 01 日 会員数 90 名（団体 9） 
令和 4 年 2 月 28 日 会員数 82 名（団体９） 
令和 5 年 2 月 28 日 会員数 80 名（団体９） 
 

2）総会及び各会議の開催 
   紙上総会 
   編集委員会、企画小委員会（随時）  
      役員会 4 月 30 日（Zoom） 
 

3）シンポジウム開催 
 日本酪農乳業史研究会・畜産経営経済研究会合同ミニシンポジウム 
 「チーズの発展史（明治～昭和）」オンラインシンポジウム 11/13 参加者 60 名 
 
4）酪農乳業史研究 19 号発刊 6 月 
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2．収支決算 
 

 
 
  

日本酪農乳業史研究会　令和4年度収支決算書
     （令和4年3月1日より令和5年2月28日まで）

収入の部 （単位：円）
科目 予算額 決算額 差異 備考

前年度繰越金 787,555 787,555 0
会費収入 600,000 535,000 65,000 個人53名26.5万　,　団体9団体27万

交流会費 0 0 0
寄付金その他 100,000 0 100,000
雑収入 10 1 9 利息
合計 1,487,565 1,322,556 165,009

支出の部 （単位：円）
科目 予算額 決算額 差異 備考

運営費 340,000 105,795 234,205
　事務費 50,000 29,749 20,251 文具、手数料、封筒印刷費
　通信運搬費 80,000 15,226 64,774 案内
　交通費 20,000 10,820 9,180 会長・事務局長交通費
　会議費 20,000 0 20,000
　HP作成費 120,000 0 120,000 HP維持費
　業務委託費 50,000 50,000 0 石井
事業費 280,000 137,000 143,000
　シンポジウム開催費 0 0 0
　会誌刊行費 200,000 137,000 63,000 研究会誌19号印刷費
　通信運搬費 30,000 0 30,000 会誌発送料
　調査研究費 50,000 0 50,000 資料、調査先謝礼他
予備費 0 0 0
次年度繰越金 867,565 1,079,761 △ 212,196
合計 1,487,565 1,322,556 165,009
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第 2 号議案 

 
 
 
 

監 査 報 告 

 
 

日本酪農乳業史研究会 
会長 矢 澤 好 幸 殿 
 
 
 
 
令和 4 年度事業報告及収支決算の報告書について、関係書類と共に、その内容 
を精査した結果、正当である事を認めます。 
 
 
令和 5 年 3 月 14 日 
 

監 事  山 本 公 明 ㊞ 
 

監 事  石 原 哲 雄 ㊞ 
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第 3 号議案 

 

令和 5 年度事業計画及収支予算（案） 

（令和 5 年 3 月 1 日〜令和 6 年 2 月 29 日） 
 

1．事業計画 
 １）総会及び各会議の開催 
   総会（オンライン） 4 月 15 日 
   調査研究会議（随時） 
   役員会 
 ２）酪農乳業史研究 20 号 
 ３）シンポジウム開催 

北海道における酪農乳業の展開と協同組合の役割（オンライン） 
   4 月 15 日 
 ４）その他、研究会の目的に関連する事業 
 
2．収支予算 
 

 

収入の部 （単位：円）
科目 予算額 前年度決算額 差異 備考

前年度繰越金 1,079,761 787,555 292,206
会費収入 600,000 535,000 65,000 個人80*5000*0.8＝32万　,　団体9*30000＝27万

交流会費 0 0 0
寄付金その他 100,000 0 100,000
雑収入 10 1 9 利息
合計 1,779,771 1,322,556 457,215

支出の部 （単位：円）
科目 予算額 前年度決算額 差異 備考

運営費 340,000 105,795 234,205
　事務費 50,000 29,749 20,251 文具、手数料
　通信運搬費 80,000 15,226 64,774
　交通費 20,000 10,820 9,180 案内、会長・事務局長交通費
　会議費 20,000 0 20,000
　HP作成費 120,000 0 120,000 HP維持費
　業務委託費 50,000 50,000 50,000 名簿管理他
事業費 580,000 137,000 443,000
　シンポジウム開催費 300,000 0 300,000 北海道旅費他
　会誌刊行費 200,000 137,000 63,000 研究会誌20号印刷費
　通信運搬費 30,000 0 30,000 会誌発送料
　調査研究費 50,000 0 50,000 資料、調査先謝礼他
予備費 0 0 0
次年度繰越金 859,771 1,079,761 △ 219,990
合計 1,779,771 1,322,556 457,215
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編集後記 

いよいよ本誌も第 20号を出版するはこびになりました。ここに至るまでの

諸先輩方のご苦労を考えると胸が熱くなります。これらを振り返って何が新た

に分かったのか、話し合うのも意義深いですね。 

和仁皓明東亜大学名誉教授が 7月 22日、中咽頭ガンのため 92歳でご逝去さ

れました。くじらの食文化で著名な方でしたが、酪農乳業史研究会としても大

きな宝を失い、まさに巨星墜つでした。4月 25日に前田浩史、永田志保、坂上

あき各氏と下関のご自宅にお邪魔し、酪乳史研究についてお話を伺うことがで

きました。特に入会地の存在意義を理解することが酪農の発展を理解するため

に重要だというお言葉は、入会地の何たるかも知らない浅学の私に突き刺さり

ました。 

故和仁先生がこの 20号に目を通していたらなんと評価されるでしょうか。 

合掌 

SD 

編集委員（五十音順） 

阿久澤良造、小林信一＊、堂迫俊一、東四柳祥子 

福留奈美、細野明義、前田朋宏 （✽委員長） 

酪農乳業史研究（第 20 号） 

2023 年 8 月 25 日 
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1897（明治 30）年頃 専業牧場搾乳する婦人 

 

 

1921（大正 10）年頃 伊豆大島アンコ娘の酪農飼育 

資料（目で見る酪農乳業史）シリーズ 12 

（週刊酪農乳業時報より） 
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